
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    撃戦魔法士　２


    
      尾地　雫

    


    
      イラスト　いちやん

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    序　章　脱走事件


    第一章　月の少女


    第二章　竜族ドラゴニユート


    第三章　異端教団


    第四章　生贄


    第五章　アドラメレク


    終　章　決断


    あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  
    　　　序　章　脱走事件


    



    　全身を叩く夜風が心地ここちいい。


    　新鮮な空気を喉のど一杯に吸い込むと、まるで身体からだ中じゆうの細胞が生まれ変わっていくようだった。


    　初めて体験する、自由な空。


    　自分は今、外の世界にいるのだ。


    　少女は自身が置かれている状況を忘れて、しばしその感動に浸ってしまう。


    　いつまでも飛び続けていたい。その想いが胸を満たす。


    　だが、そういう訳にはいかなかった。


    　少女はつい数分ほど前の出来事を思い出す。


    　けたたましい警報音。連れん鎖さする轟ごう音おん。飛び交う大人たちの怒ど号ごう。


    『侵入者だ！』『第四区画を突破された！』『早く隔壁を閉じろ！』


    　何が起こったのかは、少女には分からない。だがその混乱のドサクサに紛まぎれて、あの施設から逃げ出したのだった。


    　差し向けられた追っ手はすでに撒まいたが、油断はできない。そろそろ適当な地上のどこかに着陸し、身を隠さなければ──


    「っ！」


    　突然、少女が広げる翼のすぐ脇わきを、何かが高速で擦さつ過かしていった。


    　ヒヤリと、冷たい感触が肌を濡ぬらす。


    　背後に気配。咄とつ嗟さに首を曲げて後方を見み遣やると、瞳ひとみにその正体が映った。


    　静音性の飛行自動二輪車フライングバイク。それに跨またがった華きや奢しやな体たい躯くの人影。フルフェイスのヘルメットのせいで、容よう貌ぼうは分からない。


    　──ちがう。


    　少女は直感で、それがあの施設からの追っ手ではないことを察した。


    　だとすると一体、何者だろうか。いずれにしても味方という雰ふん囲い気きではない。少女はすぐさま速度を上げ、引き離そうとする。


    　相手も加速した。だが、少女の方が断然、速い。


    　再び何かが翼のすぐ近くを掠かすめ通った。一度だけではない。次々と飛来してくる。


    　闇に紛まぎれて飛来物を視認することはできない。しかし、自分を撃ち落とそうとしているのだと、少女は推測した。


    　右に左にと蛇だ行こうしながら、間断なく襲いくるそれを感覚だけで回かい避ひしていく。


    　さらに少女は高層建造物の群れへと飛び込んだ。


    　その間を縫ぬうようにして高速で飛行する。少女の狙い通り、建物に阻はばまれて背後からの見えない弾丸の雨が止やんだ。こちらの動きに飛行自動二輪車は付いてくることができない。


    　やがて高層建造物の林から抜け出たときには、もう背後に敵影はなかった。


    　ふぅと胸を撫なで下ろしながら、今度こそ少女は地上へ降りようとする。だが、


    　ガンッ。


    「──ッ!?」


    　不意に頭部へと強い衝撃を受けて、少女の視界に激しい火花が散った。


    　少女の瞳の端が捉とらえたのは、空中に浮かぶ道路標識。


    　安あん堵どして集中を切らしてしまったせいか、間抜けなことに自みずから激突してしまったのだ。


    　身体からだの自由が利かない。真っ逆さまに地上へと落下していく。


    　落ちていく先にあったのは、運河だ。


    　盛大な水みず飛沫しぶきを散らして、少女は水中へと墜落した。


    



    　　　　◇


    



    「ママぁ……パパぁ……」


    　水着姿の幼い女の子が、嗚お咽えつを漏もらしながら水中遊泳遊具ウオーターアトラクシヨンの傍そばを歩いていた。


    　休日のテーマパーク。


    　普段なら大勢の人で溢あふれているはずだが、今は彼女以外に人っ子一人見当たらない。グッズや食べかけの飲食物だけが、辺り一帯に散乱していた。


    「……どこ……ひっく……ママぁ……」


    　どこかで転んでしまったのだろう、女の子の膝ひざは擦すり剥むけ、足跡に血が混じる。


    　そのとき頭上に影が差した。


    　もしかして、ママ？　それともパパ？　女の子は期待を込めて視線を上げた。


    　巨大な獣が彼女を見下ろしていた。


    　上半身は馬。だが口元には、鋭するどい牙きばの列が生え揃そろう。下半身は鱗うろこで覆おおわれており、前脚には水みず掻かきが付いている。後脚は存在せず、代わりに魚のような尾お鰭びれになっていた。


    　海馬シーホース──海に生息している狂暴な肉食の魔獣だ。


    「う、ぁ……」


    　女の子の唇くちびるから声にならない声が漏もれる。尻しり餅もちをついた彼女のすぐ目の前に、獣の涎よだれがだらりと垂れた。女の子を喰くい殺さんと、草食の馬にはない獰どう猛もうな牙が襲い掛かる。


    「ワルグ、アブルラム、リーナ、レクリアル──」


    　突然、凜りんとした声が響ひびいた。


    　異言語──エルフ語で紡つむがれる、呪じゆ文もん。


    「──《隕石爆撃メテオストライク》！」


    　どこからともなく現れた巨大な岩石が、半馬半魚の魔獣に激突した。


    　魔獣が嘶いななき、踵きびすを返して逃げていく。


    　呆ぼう然ぜんとしていた女の子の元へ、一人の少女が駆けつけてきた。


    　長く美しい銀色の髪に、紫水晶アメシストを思わせる紫色の瞳ひとみ。タンキニの水着からは、眩まぶしい褐色の肌が覗のぞいている。その手には魔導具ウオンドと思われる杖つえ。


    「だ、大丈夫ですっ？」


    「ふ……ふぇぇぇんっ」


    　声をかけられた途端、女の子は堰せきを切ったように大声で泣き叫び、少女へと抱き付いた。


    「ママっ、ママぁぁぁぁっ！」


    「わ、わたくしはママではありません……っ！」


    　戸惑いながら訂正した少女の紫し瞳どうが、ハッと驚きの色に染まった。


    　一度は逃げ出したはずの海馬が憤ふん怒ぬで呼気を荒らげ、彼女たち目がけて突進してきたのだ。体高二メートルを超す巨体が凄すさまじい速度で迫りくる。


    「ワ、ワルグ、ア、アブル──」


    　少女は女の子を庇かばうように立ちはだかると、すぐさま先ほどと同じ呪文を詠唱。だが焦しよう燥そうのせいか何度もつっかえた。間に合わない。


    「ハァァァッ！」


    　そのとき裂れつ帛ぱくの声が響ひびき渡った。ワンピース型の水着の上に白はつ金きんの鎧よろいを纏まとった黒髪の少女が、地面を蹴けり叩いて疾風はやてのごとく滑り込んでくる。


    　迫りくる魔獣を前にした少女の手には、その小柄な身体からだに似合わぬ、長大な槍やり──


    　その切っ先で小さな紫電が弾はじけたかと思うと、瞬またたく間に槍身が強い雷を帯びた。


    「天あま城ぎ流りゆう槍そう術じゆつ・壱いちノ刹さつ撃げき──《疾しつ雷らい》」


    　繰り出される、刹せつ那なの刺し突とつ。


    　直後、激しい破砕音とともに魔獣の頭部が弾け飛んでいた。


    



    



    　第五階級魔術師ウイザード・天城七なな慧えは、自身の魔導具ウオンド・突とつ撃げき焼しよう殺さつ槍そう〝雷らい媛えん〟を旋せん廻かいさせて血ぶるいすると、ゆっくりと視線を後方に転じた。


    「大丈夫、ファナ？」


    「あ、ありがとうございます、七慧っ。この子も無事です！」


    　ダークエルフの少女・ファナ＝リリオネーラが、安あん堵どの表情で応じてくる。


    「それにしても、まさかこんなことになるなんて思わなかったわね……」


    「……そうですね」


    　二人は顔を見合わせ、溜ため息いきを吐ついた。


    　第二十三区地上層Ａエリア──〈龍りゆう宮ぐうランド〉。


    　彼女たちは魔都最大のテーマパークへとやってきていた。


    　ファナが商店街の福引で手に入れた、四名分の一日券ワンデーパスポート。それを使って、二人が所属している民間騎士事務所のメンバーたちとともに、慰安も兼ねて遊びにきたのである。


    　だが突然、事件が起こった。


    　パークの目玉の一つである水族園マリン・ズーから海の魔獣が脱走し、見境なしに人々を襲い始めたのだ。休日のテーマパークは瞬く間に阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。


    　七慧たちはすぐに協力を買って出て、パークのマスコットキャラクターたち──着ぐるみが魔導強化服パワードスーツになっており、有事の際にはパークを護まもるために戦うヒーローとなる──とともに、魔獣討とう伐ばつのために走り回った。


    　そのかいもあって、すでに一般客の避ひ難なんは済みつつある。だが、少なからず負傷者が出ているようだった。テーマパークを楽しみにしていたはずの彼らを襲った悲劇に、七慧は思わず奥歯を噛かみ締しめる。


    「さぁ、こっちです。きっとパパとママが待っています」


    「……う、うん、ありがと、お姉ちゃん」


    　ファナが女の子の手を引いて、避難経路へと誘導していく。


    　──だけど、飼いならされているはずの魔獣が、こんなに狂暴になって人を襲うなんて……。


    　二人の後ろ姿を見送りながら、七なな慧えの胸中に疑問が湧き起こる。


    　熟練の飼育員テイマーたちの魔術で調教されれば、魔獣はよく躾しつけられた犬のように大人しくなる。そのため、この手のパークでこうした事件が起こることはまずないはずだった。


    「七慧っち、無事っすか！」


    　不意に背後から名前を呼ばれて、七慧は意識を引き戻した。


    　振り返ると、小柄な女性がこちらへと駆け寄ってくるところだった。


    　三み森もりユミ。七慧とは任務を共にすることも多く、事務所の中で最も親しい先輩の一人だ。


    　頭には猫耳、お尻に尻しつ尾ぽが生えているのは彼女が猫獣人ケツトシーと人間のハーフだからで、二十歳だというのに見た目はほとんど子供だ。


    　そのせいか、『みもり』というゼッケン付きのスクール水着が、驚くほどよく似合っていた。いつ突っ込むべきかと悩んでいたが、すでに機を逸してしまった感がある。


    「はい。三森さんも、ご無事で。そちらも片付いたようですね」


    「まぁ三森にかかれば、どんな魔獣でも楽勝っすよ！」


    「三角獣オドントテイラヌスに喰くわれかけて、チビリそうになっていたのはどこのどいつだ？」


    　と、暴ばく露ろしながら三森に遅れてやってきたのは、ビキニの上にパーカーを羽織った短髪で長身の女性──藤ふじ野の美み月つきだ。彼女も七慧の先輩で、三森とは同期だった。


    「ちょっ、何でそれ言っちゃうっすかっ!?　後輩の前では先輩としての威厳を保ちたいという、三森の真しん摯しな想いを汲くんでくれっす！」


    「今さらお前に威厳などあるか。なぁ、天あま城ぎ」


    「そうですね」


    「うわーっ、七慧っち、そこではっきり同意しちゃうっす!?」


    　三森が抗議の声を上げたそのとき、藤野が表情を硬く引き締しめて呟つぶやいた。


    「……大物が暴れてやがるぞ」


    　パーク一の人気を誇ほこる水上コースター遊具アトラクシヨン〝龍りゆう神じん〟。そこに無数の足を巻き付け、押し倒たおさんとしているイカ型の魔獣──巨大頭足獣クラーケンの姿があった。


    　目算で四十メートルはあるだろう。ミッチータートルに代表される魚や亀をモチーフにしたマスコットキャラクターたちが、「龍神さまをお守りするぞ！」と叫びながら攻撃魔術の一斉放射を浴びせているが、その超重量の怪物を前にはさしたる効果も見られない。


    　逆に巨大な足を一振りされるだけで、マスコットたちは易やす々やすと薙なぎ払われていく。


    「ミッチーたちに加勢するぞ」


    「え、マジであれと戦うつもりっすか？」


    　藤野が告げた言葉に、三森が目を丸くした。


    「当たり前だろ。どんな魔獣でも楽勝なんだろう？」


    「げ、限度があるっすよ!?　それにミッチーたちに任せておけば余裕っすよ！　あの強化服は並大抵の攻撃じゃビクともしないほど強力！　って、パンフに書いてあったっす！」


    　そのとき、ミッチータートルの恋人であるミヌータートルの頭部が、巨大頭足獣クラーケンの足にもぎ取られた。中のおっさんが慌あわてて逃げていく。子供が見ていなくてよかった。


    「……あ、三み森もり、なんかちょっとお腹なかの調子が」


    「行くぞ」


    　ワザとらしくお腹を押さえて踵きびすを返す三森の首根っこを、藤ふじ野のがむんずと掴つかんだ。


    　離してくれっす！　まだ死にたくないっす！　いやそうじゃなくておトイレに！　と三森が叫んだそのとき、メキメキという破砕音とともに、ついにコースターが倒たおれ伏した。


    「やばいっすやばいっす！　あんな足に絞められたら一巻の終わりっす！　七なな慧えっちも、ここは避ひ難なんした方が賢明っすよね!?」


    「そんな……わたし、まだ龍りゆう神じんに一度も乗ってなかったのに……」


    「そんなこと気にしている場合じゃないっすよ!?　うわ、今度は観覧水車がっ……」


    「行きましょう、三森さん！」


    　今度は七慧が三森の首根っこを掴んだ。


    「わたし、あの観覧水車にだけは絶対に乗らないと帰れません！」


    「ちょ、七慧っち!?　いやぁぁぁっ！」


    　後輩に無理やり引き摺ずられる三森の悲鳴が、テーマパークの空に響ひびき渡った。

  


  
    　　　第一章　月の少女


    



    　　　　　　１


    



    　大日本大陸の中部東海地方にある、世界最大の魔ま導どうの都──〈フルホシュタット〉。


    　この都市は、今日も多種多様な種族の者たちで活気に溢あふれていた。


    　人間族の女性と仲なか睦むつまじく手を繋つなぐ半人半獣ケンタウロスの青年。


    　笑顔でお客にクレープを手渡す、子供と見み紛まがうほど小柄なホビット族の女性。


    　それを嬉しそうに受け取ったのは、人虎ワータイガーの男の子だ。


    　手の平ほどのサイズしかない妖精フエアリーが、宙を舞いながら宣伝用のチラシを配っている。


    　他にも、美しい容姿のエルフ族や、背は低いが力持ちのドワーフ族、蜥蜴とかげ型の亜人種である蜥蜴人リザードマンの姿などもある。


    　俗に魔都とも称されるこの都市には五千万人もの魔術師ウイザードたちが暮らしているが、その数は年々増加を続けていた。


    　魔術の技量こそが人の価値を決める。


    　魔術師の階級を駆け上がれば、地位と名声と富を得ることができる。


    　その至ってシンプルな原則に惹ひかれて、大勢の野心家たちが大陸中、いや、世界中から集まってくるのだ。


    　だがその大半は、すぐに厳しい現実を知ることになる──


    



    



    　場末の古い居酒屋だった。


    　そのカウンター席の隅っこで、犬獣人クー・シーの青年が猪ちよ口こを一気にあおった。ゴクリと嚥えん下げして、忌いま々いましげに吐はき捨てる。


    「クソッ、相変わらず不ま味ずい酒だ」


    　安酒だから仕方がない。しかしそれでも金はすぐに枯こ渇かつする。


    　第八階級魔術師ウイザードである彼は、どんなに努力しようと稼かせぎに限界があった。


    「俺にも魔術の才能があったなら……今頃は掃いて捨てるほど金があったろうに……」


    　酔よいの回った青年は、叶かなわぬ願いを零こぼす。


    　この都市における富裕層と言えば、主に第四階級以上の、他者を指導する立場にある高位の魔術師たちを指す。


    　魔導書グリモワールを記せば飛ぶように売れ、大学や研究機関からは幾いくらでもオファーが舞い込む。大勢の弟子を抱えており、彼らの指導料だけでも膨ぼう大だいな額になるという。


    　第五、第六の中位魔術師たちも、仕事に困ることはまずない。将来を期待された若手であれば、大学や企業から返済不要の多額の奨学金が出るほとだ。


    　だが、この都市の大半を占める第七階級はまだしも、第八階級以下ともなれば、そのほとんどが魔術師とは謳うたいながらも、魔術とは無縁の仕事にしか就つくことができない。魔術以外に特別な技能があれば、それを活いかしてそれなりの収入を得ることもできるが、大概は非正規で働き、収入も不安定だった。


    　青年もまた例外ではない。


    　──こんなはずじゃなかったのに。


    　もう何度目か分からない後悔の念が湧き起こる。


    　故郷では獣人というだけで差別を受けていた彼は、十代の頃に仲間の獣人たちとともにこの都市へと移住してきた。


    　必死に魔術を学んだ。日雇いで稼いだ金で学校にも通った。


    　第八階級に上がったときは、仲間たちとともに泣いて喜び合った。この都市に来て良かったと、心底から思った。


    　だが、そこまでだった。


    　どんなに努力を重ねようと、その先へと進むことはできなかった。


    　やがて仲間の獣人たちが、一人二人と学校を去っていく。彼らもまた、青年と同じように壁にぶつかっていたのだ。


    　そして青年も己の限界を悟るまでに、そう長くはかからなかった。


    「お隣となり、よろしいですカ？」


    　不意に、背後から少しイントネーションのおかしな声。


    　青年が怠だるそうに頷うなずくと、くすんだ長い金髪の男が隣のカウンター席へと腰掛けた。


    　背は高いが、随ずい分ぶんと華きや奢しやな体型をしている。服装は、居酒屋では違和感しかないタキシード。そして店の中だというのに、なぜか黒いサングラスをしていた。


    「とりあえず、生デ」


    「……」


    　男が注文するも、やる気のない中年店主は返事も寄こさず、カウンターの向こうの椅い子すに腰掛けて新聞を読み続けている。


    　だが突然、男の目の前にジョッキが出現した。中はビールで満たされている。店主の魔術だった。


    　男はそれをしげしげと眺めて、


    「まるで冷えていないネ？」


    　店主が無言のまま業務用冷凍庫の方を指差す。あれは自分で氷を入れろという意味だ。


    　男は諦あきらめたようにジョッキを手に取り、そのままぬるいビールを口へと運んだ。


    「……あまり美お味いしくないヨ」


    　半分近くを一気に飲み干して、男が嘆息する。それから何を思ったか、こちらへと顔を向けてきた。年は青年よりも幾いくらか上だろう。意外にもハッとするほどの美男だった。


    「少し、いいかイ？」


    　青年はどんよりとした視線を興味なさげに返す。


    　よく見ると、サングラスの奥で男は両目を瞑つぶっていた。もしかすると眼が見えないのかもしれない。しかしその割りに動作には澱よどみがなかった。


    　男は胡う散さん臭くさい笑みとともに告げた。


    「君ハ、魔術の才能が欲しくないかイ？」


    



    　　　　　　２


    



    「はぁ……ったく、気にせずに通り過ぎておけばよかった……」


    　薄暗い路地裏で、第九階級魔術師ウイザード・早さ乙女おとめ龍りゆう之の介すけは深々と溜ため息いきを吐ついていた。


    　第十一区の地下層。地上と繋つながる大階段を下りてすぐのところ。


    　足元には、小さな段ボール箱の中で震ふるえる薄汚れた子猫が三匹。仄ほのかな魔力が感じられることから、恐らく使い魔としての適性を持った猫たちだろう。


    　だが可か哀わい想そうなことに、その力を開花させる前に主人に捨てられてしまったらしい。


    　龍りゆう之の介すけは首を振った。


    「いや、ダメだ。悪ぃけど、誰だれか他の人に拾ってもらってくれよ。見たとこ、ちゃんとした魔術師ウイザードに育てられれば使い魔として十分やっていけそうだしな」


    　まだ人語を解することなどできないであろう猫たちに向かって、龍之介は訴うつたえる。


    「うちには、お前らを養う余裕なんてねぇんだよ」


    　龍之介は貧乏である。


    　訳あって親元を離れ、生活費、学費、諸もろ々もろをすべて自分で賄まかなっているせいだ。荒事を専門とする民間騎士業を営んではいるものの、仕事は少なく、収入はいつも不安定だった。


    　加えて、家にはすでに何匹もの使い魔たち──


    　そのとき猫たちが、くぅん、と弱々しく喉のどを鳴らした。人語は理解できなくとも空気で感じ取ったのだろう、哀かなしげな顔でこちらを見上げてくる。


    　慌あわてて視線を逸そらす龍之介だったが、ちくちくと胸の奥が痛む。それでも後ろ髪引かれる思いを振り切って、何とか踵きびすを返そうとしたものの、もう一度、子猫たちが喉を鳴らしたところで限界だった。


    「あ～、くそっ！　分かったよ分かったから、んな哀しい声で鳴くんじゃねぇよ！」


    　龍之介はそう怒ど鳴なりながら、段ボール箱を抱え上げた。


    　にゃぁ、と心なしか嬉しそうに猫たちが鳴いた。


    「一時的に、他の引き取り手が見つかるまでだからな」


    　そう自分と子猫に言い聞かせながら、とっとと帰ろうとする。しかし、


    「……誰だ？」


    　ふと背後に気配を感じて、龍之介は足を止めた。


    　路地の奥。暗がりから何かが近付いてくる。一瞬、身構えた龍之介だったが、


    「女の子……？」


    　外がい套とうを纏まとった少女だった。体格から察するに、まだ十歳かそこらだろう。珍めずらしい桃色の髪の毛が、頭に被かぶったフードから零こぼれている。


    　何を思ったか、彼女は路地の脇わきに捨ててあった段ボール箱を手に取ると、覚おぼ束つかない手つきで組み立て始めた。やがてやっとのことで完成させると、その中に身を潜もぐり込ませ、


    「くぅん」


    　鳴いた。


    「いやいや、待て。お前、こんなところで何してんだよ？　早く家に帰らないとダメだろ」


    　地下のため時刻が分かりづらいが、すでに七時を過ぎている。子供が一人で外をほっつき回っている時間帯ではない。それでなくともこの辺りは物ぶつ騒そうな場所なのだ。


    「お前の家、どこにあるんだ？　ここから遠いのか？」


    　問い詰めると、女の子は段ボール箱の中で小さく首を傾かしげた。


    「よう女じよに、きょーみしんしん……？　にーちゃん、へんたいっぽい顔してるけど、やっぱ本もののへんたいなのか？」


    「別にお前に興味なんてねぇよ！　あと、どこの誰だれが変態っぽい顔だ？」


    　女の子は無言で龍りゆう之の介すけの顔を指差した。


    「とっとと家に帰れっ」


    　そう言い捨てて立ち去ろうとすると、少女がこちらの外がい套とうの袖そでを掴つかんでくる。


    「……何なんだよ？」


    「なぁなぁ、にーちゃん。わたしのいえは、どこにあるんだ？」


    「は？」


    　不可解な問いに、龍之介は面食らった。


    「どこって……てか、お前、何だよこの外套？」


    　そこで初めて、龍之介は少女の外套が薄汚れ、ボロボロであることに気が付いた。しかもサイズがまったくあっておらず、ブカブカだ。とても本人のものとは思えない。


    　少女は少し困ったような顔をした。


    「やっぱ、まずかったかな？　みちに落ちてたから、だいじょーぶかとおもったんだけど……」


    「拾ったのか……？　って、おいっ？」
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    　いきなり少女がよろめいた。


    　そのまま、ぱたん、と力を失ったように段ボール箱の中で倒たおれ込んでしまう。


    「大丈夫かっ？」


    　慌あわてて彼女を抱え起こした龍りゆう之の介すけは、思わず息を呑のんだ。


    　──なんだ、これは……？


    　外がい套とうが捲めくれて一部が露あらわになった少女の肌が、仄ほのかに白く煌きらめいていたのだ。


    　明らかに身体からだそのものが発光し、少女の鼓動に合わせて強弱を繰り返している。


    　暗い路地裏の中で光るその様は、まるで夜や闇あんに浮かぶ月のよう。


    　しばしその幻想的な肢し体たいに目を奪われていると、はらりと外套が完全に滑り落ちた。


    「なっ」


    　外套の中は、一糸纏まとわぬ全裸だった。


    



    



    「ここは……？」


    　リビングのソファの上で眠っていた少女が、ゆっくりと身を起こした。


    　目を擦こすりながら不思議そうに周囲を見渡す彼女に、龍之介は声をかける。


    「気が付いたか？　ここは俺の家だ」


    　結局あの後、龍之介は彼女を〈幽霊街ゴーストタウン〉にある自宅兼事務所へと連れ帰っていた。


    　さすがにあの場所に放置する訳にはいかないし、かといって裸の少女を抱えたまま騎士警察に行くのもはばかられたのだ。


    「ふくが……」


    　少女が自分の身体を見下ろして呟つぶやく。


    　元々彼女が着ていた襤ぼ褸ろ切きれみたいな外套はゴミ箱に放ほうり込み、代わりに龍之介のシャツを着せてやっていた。サイズが合わないため、またブカブカだ。そのお陰で下半身まで隠せているのだが、


    「なんか、すーすーするぞ」


    「おい、めくるな！　はいてねぇんだから」


    「雌めすのにおいがするにゃ！」


    　突然の怒ど声せいとともに、黒猫のアルンがリビングへと駆け込んできた。右の前脚を事故で失った彼は、二年ほど前に龍之介が拾った使い魔だ。


    「なんにゃ、まだ子どもにゃ。心配して損したにゃ」


    　少女を見て、龍之介の妻を自称するアルンは胸を撫なで下ろす。


    「お前もまだ子供だろ」


    「猫としてはもう大人にゃ！　──にゃ!?　何するにゃ!?」


    　アルンが悲鳴を上げたのは、少女が不思議そうな顔をして彼の身体からだを抱え上げたからだ。


    「きいたことあるぞっ。こいつがねこなのか」


    「聞いたことって……お前、もしかして猫を見たことがないのか？」


    「なんだか、もふもふだなっ」


    「や、やめるにゃ！　くすぐったいにゃ！」


    　龍りゆう之の介すけが疑問を投げかけるが、猫に興味津しん々しんの彼女はまるで聞いていない。


    「……ん？　なんか、へんなものがついてるぞ？」


    「にゃあああ！　どこ見てるにゃ！」


    　少女に股こ間かん部ぶを見られ、猫パンチを繰り出すアルン。鼻頭を殴なぐられた少女は「いだっ」と呻うめいてアルンを手放した。


    「……ねこというのは、気むずかしいんだな」


    「何をしている、アルン。御客人に失礼だろう」


    　苦言を呈しながらリビングへと入って来たのは、狼犬ウルフドツグのシャルだ。咎とがめられて、アルンが反論した。


    「こいつがいけないにゃ！　乙女の秘密を知ってしまったからには、生きて帰すわけにはいかないにゃ！」


    「そんなことより、アルン。こっちの子たちにミルクをやってくれ」


    　龍之介はまだ段ボール箱の中に入ったままの子猫たちを指差した。


    「なんでボクがそんなことしないといけないにゃ！」


    「頼むよ。他の奴やつらじゃ、たぶん怖がるだろうから」


    「……仕方ないにゃ」


    　アルンは不満そうにしつつも、リビングに隣りん接せつする台所へと走っていった。すぐに牛乳パックと容器を咥くわえて戻ってくる。口と前脚で器用に注ぎ口を開けて容器にミルクを注ぐと、子猫たちが騒ぎ始めた。


    「ほら、ミルクにゃ。龍之介に感謝するにゃ」


    　我先にと争って、ミルクを舌で舐なめはじめる子猫たち。随ずい分ぶんとお腹なかが空いていたらしい。


    　ぐぅぅぅ、と突然、可か愛わいらしい音が鳴った。


    　音の発生源である少女が、情けない顔をして言った。


    「にーちゃん……おなか、へった……」


    「わしの出番かのう」


    　自信ありげにやって来たのは、猿のタロウだ。かつて料理人の使い魔をしていた彼は、この家の料理担当だった。


    　台所に入ったタロウは、脚きや立たつの上に乗って小さな身体で器用にフライパンを振るう。美お味いしそうなにおいに釣られたのか、白しろ梟ふくろうのナナと鴉からすのクロイが飛んできた。


    「へい、おまち」


    　タロウが板前のようなセリフとともに、ものの数分で完成させた料理を少女の前に出した。少女がお腹なかを空かせていることを考慮して手軽なものにしたのだろう。炒チヤー飯ハンとスープだ。


    「シーサーペントチキンの炒飯じゃ」


    「しーさーぺんとちきん……？」


    「大海蛇の肉のことだよ」


    　龍りゆう之の介すけが教えてやると、少女は顔を顰しかめた。


    「へび……しっているぞ。たしか、うねうねしてるやつだ……」


    「結構いけるんだって。味は焼き鳥に近いし、栄養もある。何より安いしな」


    「むむむ……」


    　恐る恐るといった感じでスプーンですくい、少女が一口。途端、顔がパッと輝かがやいた。


    「……っ！　おいしいぞ！」


    　タロウが歯は茎ぐきを見せて笑う。


    　よっぽど空腹だったらしく、少女は掻かき込むように炒飯を食べていく。


    　そのとき再び、ぐぅぅぅ、と低い音が鳴った。今度は自分じゃないぞ、という顔をする少女が、ドアの後ろに隠れてこちらの様子を窺うかがっている生き物に気が付いた。


    「なんかいるっ？」


    　身長は一メートルほど。丸々とした全身が、白い毛で覆おおわれている。


    　雪男イエテイのユキオだ。つい数か月ほど前にこの家に来た彼は、本来は雪山に住んでいる魔獣である。大人しくて人見知りな性格だがとんでもない大食漢で、この家の家計を圧迫していた。


    「おぬしも食べるか、ユキオ」


    　タロウが多めに作っていた炒飯を彼の元へと持っていく。


    「あいつ、ねこより、もっともふもふだなっ。気もちよさそーだ！」


    「……っ！」


    　少女に好奇の目で見つめられた彼は、タロウから皿を受け取るなり、一目散に奥の部屋へと引っ込んでしまった。


    「うむ、うまかった！　……げふ」


    　あっという間に完食し、満足げに小さくげっぷする少女。


    　龍之介は切り出した。


    「一息ついたら騎士警察に行くんだ。迷子ならそのうち親御さんから連絡がくるだろう」


    　と言いつつも、彼女がただの迷子ではないだろうという気がしていた。


    　あんな外がい套とう一枚を纏まとっただけの少女が、たった一人で地下層にいるなど、普通は考えられないことだからだ。


    　それに彼女が眠っている間、龍之介は騎士警察のデータベースにアクセスし、失しつ踪そう届などが出ていないか確認した。だが、彼女と似た特徴を持つような少女の届け出は一件も見つからなかった。


    　もしかして、捨てられたのか──


    　単なる憶測でしかない。だが、魔都ではこういった子供は決して珍めずらしくはなかった。


    「なぁなぁ、にーちゃん。どーしたら、どーぶつたくさん飼えるんだっ？」


    　お腹なかが膨ふくれて元気になったのか、少女は瞳ひとみを好奇心で輝かがやかせながら訊きいてきた。


    「こいつらは普通の動物じゃねぇよ。使い魔だ」


    「使いま？」


    「主人のサポートをしてくれる魔力を宿した動物のことだ」


    「おお、なんかよくわかんないけど、すごそーで、つよそーだ！」


    「ほんとによく分かってねぇだろ、お前」


    　ふと、龍りゆう之の介すけは彼らと出会ったときのことを思い出す。


    　みんな、身体からだや能力に欠陥があるせいでかつての主人に捨てられた者たちだ。


    　狼犬ウルフドツグのシャルは由ゆい緒しよある魔術師ウイザードの家の番犬だったらしいが、強盗に負わされた怪け我がの後遺症で魔術回路に異常をきたし、お払い箱にされたのだという。そして野良犬として彷徨さまよっていたところを、龍之介が使い魔にしたのだ。


    　事故で前脚を一本失った黒猫のアルンも、同じように前の主人に捨てられた。最初はかなり気性が荒く、負っていた怪我を治してやろうとしたのに引っ掻かかれたことを覚えている。


    　猿のタロウは、病気のせいで味覚を失い、料理人の主人から捨てられたという。空腹に耐え切れず飲食店に盗みに入り、袋叩きにされていたところを龍之介が庇かばってやった。


    　鴉からすのクロイは片方の羽が欠けているため長時間の飛行ができず、白しろ梟ふくろうのナナは目が見えない。どちらもそれが理由で主人に見限られたのだ。


    　唯一の例外は雪男イエテイのユキオくらいだろう。


    　──そういや、最初のシャルでさえ、まだ三年も経ってないんだな。


    　気付けば大所帯になっていた。使い魔の意志や行動を縛る『契約』を交わしているわけでもないのに、誰だれもこの貧乏主人から離れようとしないせいだ。最近では彼らとともに民間騎士コントラクターの任務に赴おもむくこともある。


    　そんな主人の想いを察したのか、シャルが言った。


    「私は御主人に心から感謝している。もし御主人に会わなければ、私は確実に野たれ死んでいたことだろう。まさしく命の恩人だ」


    「よせよ、シャル。ちょうどあのときは、俺も使い魔が欲しいと思ってたところだったんだ。だからお前を助けたんだよ」


    　打算的な考えだったのだと、龍之介はバツが悪そうに応じるが、シャルは人間臭くさく首を左右に振った。


    「今も御主人に頼たよってばかりだ。サポートに行くこともあるが、やはり使い魔として少なからず問題を抱えている我々は、御主人の足を引っ張ってしまうことも多い」


    「そんなことねぇって。この間の捕り物んときは、お前が居てくれたお陰で助かったしな」


    「龍りゆう之の介すけは本当に立派にゃ！　さすがはボクの夫にゃ！」


    　アルンが龍之介の膝ひざの上に飛び乗ってくる。さらに「カァカァ」「ほーほー」と嬉しそうに鳴きながら、クロイとナナが両肩に止まってきた。


    「おい、重たいだろ」


    　と龍之介は抗議するが、使い魔たちはこちらの身体からだに擦すり寄って離れない。


    　親から捨てられ、それ以来、龍之介はずっと一人で生きてきた。


    　そう思っていたが、どうやらいつの間にか、かけがえのない仲間ができていたらしい。


    　あるいは、家族、とでも呼ぶべきだろうか。


    　この場所が、今は自分の居場所だ。


    「そーか！　にーちゃんはえらいんだな！」


    　少女が元気よく立ち上がった。


    「世せわになったぞ！　けーさつ、ってとこに行けばいいんだな？」


    「……ああ」


    　頷うなずくが、しかし龍之介は彼女の末路を想像して陰いん鬱うつになる。


    　この都市の社会福祉は本当に貧弱だ。もし彼女が本当に棄すて児ごだとすれば、たとえ騎士警察に行ったところで連れて行かれるのは劣悪な環境の施設だろう。


    　龍之介も一時的にいたことがあるが、正直、あそこでの生活は思い出したくもない。職員による暴行や児童同士のいじめ、さらにはもっと悲惨で凄せい惨さんなことが当たり前のように行われている。スラム街での生活の方がまだマシだった。


    　しかもそれが彼女のように容姿に優すぐれた少女とあれば、なおさら辛つらい目に遭あうことだろう。下へ手たをすれば入所して数日で、養子縁組を装よそおってどこかに売られるかもしれない。


    　平然とリビングを出て行こうとしている彼女が、そんな事情を知るはずもない。


    「……ああくそっ、仕方ねぇなっ……ちょっと待て！」


    　龍之介は彼女を呼び止めた。


    　きょとん、とした顔で振り返る少女に、龍之介は溜ため息いきとともに告げる。


    「お前、しばらくこの家にいていいぞ」


    「えっ、にーちゃんの使いまにしてくれるのかっ？」


    「そうじゃねぇよ！　人間の女の子を使い魔なんかにしたら、騎士警察に連行されちまうだろうが。……居い候そうろうとして、少しの間、面倒見てやるってことだよ」


    「わーい、わーい！　使いま、使いま！」


    　慌あわてて否定する龍之介だったが、少女はまったく聞いていない。何がそんなに嬉しいのか、小こ躍おどりしている。


    「まい日、おいしいごはんが食べれるぞ！」


    　どうやらそれが一番の理由らしい。


    「言っとくけど、うちは貧乏だから節約が基本だからな」


    　──またこれで出費が嵩かさむ……。


    　龍りゆう之の介すけは内心で大きく嘆息した。


    「……ところでお前、名前を訊きいていなかったな？」


    「名まえ……むぅ、それはなかなかの、なんだいだぞ……」


    　少女は難しそうな顔をして唸うなった。


    「難題って……お前、周りから何て呼ばれていたんだよ？　てか、あの路地裏に辿たどり着く前は、どこにいたんだ？」


    　盛大な違和感を覚えながら、龍之介は問う。


    　少女はやはり、わからない、という顔をして首を傾かしげた。そして、


    「なぁ、にーちゃん。わたしはだれなんだ？」


    「……え？」


    



    　　　　　　３


    



    「……本当に何も覚えていないんだな」


    　龍之介は少女の抱える現状に、さすがに驚きを隠せなかった。


    　あれから色々と尋問のように問い詰めたが、少女は自分のことが何一つとして分からなかったのだ。


    「どうやらこれは、いわゆる記憶喪失というもののようだな、御主人」


    　シャルが珍めずらしいものを見たという顔をして唸った。


    「記憶喪失って……もう何か、色々とお手上げじゃねぇかよ……」


    「りゅーのすけ、げん気だせ！　記おくなんて、ただのかざりだ！」


    　自分のことだというのに、能天気に笑い飛ばす少女。しかもいつの間にか、ちゃっかり龍之介を名前で呼んでいる。


    「けど、名前すら分からないというのは不便にゃ」


    　子猫たちに毛布をかけてやりながら、アルンが言う。


    「すきに呼んでくれていいぞ！」


    「好きにって、お前……」


    「あ、そうだ、ねこ！　ねこがいいぞ！　ねこって呼んでくれ！」


    「ややこしいっての。そうだな……」


    　ふとそこで龍りゆう之の介すけは、薄闇の中で発光する彼女の肢し体たいを思い出した。この桃色の髪といい、もしかしたら純じゆん粋すいな人間族ではないのかもしれない。


    「……ルナ、はどうだ？」


    　それは神話に登場する月の女神の名前だった。少々、安直かもしれないと思ったが、


    「おおっ、ルナ！　ルナ！　なんだか、かわいい名まえだぞ！」


    　どうやらいたく気に入ってくれたらしい。少女──ルナは、嬉しそうに何度も連呼した。それから何を思ったか、いきなり龍之介に抱き付いてくる。そして胸の辺りに顔を埋うずめて、すりすりと頬ほおを擦こすりつけてきた。


    「おい、何やってんだよっ？」


    「使いまは、こーしてご主人さまと仲よくするんだろ？」


    　どうやら先ほどのアルンたちのマネをしてきたらしい。


    「しねぇよ。それよりお前、風ふ呂ろに入ってこい」


    「ふろ？」


    「ちょっと臭におうんだよ」


    「なっ……。れでぃーにむかって、しつれーだな！」


    「誰だれがレディだ。ほら、自分で嗅かいでみろよ」


    　龍之介から離れたルナは、くんくん、と鼻を動かして自分の腕のにおいを嗅いだ。


    「う……」


    　どうやら自分で嗅いでも臭くさかったらしい。


    　龍之介は彼女を風呂場へと案内してやった。


    「使い方はアルンにでも聞いてくれ。俺はその間に着るものを買ってきてやるから」


    「これじゃだめなのか？」


    「パンツはいてねぇだろ」


    　龍之介は家を出た。


    　昼間でも薄気味悪い街は、夜になるとさらに気味の悪い雰ふん囲い気きで満たされる。


    〈幽霊街ゴーストタウン〉は冥めい府ふに近い場所にあるとされ、街中でよく幽ゆう霊れいが目撃されていた。住民は極端に少なく、外壁が蔓つる草くさに覆おおわれた古い空き家が多い。


    　そんな場所にもかかわらず、たった一軒だけコンビニエンスストアがあった。


    〈ファミリーグレイブ〉という、他では聞いたことのない店名だ。意外にも、小奇麗で普通の外装をしている。


    「いら……しゃ……ぃ……ま……」


    　店内に入ると、レジの奥からぼそぼそとした声が聞こえてきた。


    　やせ細り、眼が落ち窪くぼんだ、骸がい骨こつを連想させる店主だ。まだ年は四十代半ばくらいだと思うが、もうすぐ死ぬんじゃなかろうかと心配になる。


    　そんな店主のいる店だが、店内はちゃんと明るい。ただし、蛍光灯が突然消えたり、時折、勝手に商品が棚から落ちたりする。ラップ音が鳴るのもしょっちゅうだ。


    　トイレの扉には赤い字で『いつも綺麗に使ってくれてありがとう。はなこ』という紙が貼ってある。絶対に使いたくない。


    　近くに墓地があるため、献花や蝋ろう燭そく、線香なども置いてあるが、それ以外の品しな揃ぞろえは他のコンビニと大差ない。幸いなことに、ちゃんと女物の下着が置いてあった。


    「とりあえず一番サイズの小さいやつだな。まぁそれでもでかいだろうけど、仕方がねぇ」


    　すぐに我が家に戻ると、玄関に白しろ梟ふくろうのナナが飛んできた。


    「ほーほー」


    「え？」


    　人語を話せない彼女だが、何となく言いたいことは分かる。面倒だなと思いつつリビングに行くと、二人の少女がソファに腰掛けていた。


    「龍りゆう之の介すけくん、お久しぶりね。お邪じや魔ましてるわよ」


    　一人は黒髪の少女。白はつ金きんの鎧よろいを身に着け、大きな槍やりを背負った彼女は、龍之介と幼おさな馴な染じみの天あま城ぎ七なな慧えだ。


    「龍之介、会いたか──い、いえ、お久しぶりですっ……」


    　もう一人は、銀髪に褐色の肌の少女。魔都のずっと北に位置する小国・スヴァルト王国の王族ながら、訳あってこの都市へと亡命してきたファナ＝リリオネーラだった。


    　二人は魔都有数の民間騎士事務所である『セレス民間騎士事務所』に所属しており、龍之介の同業者でもあった。


    「どうしたんだよ、そろって？　てか、大変だったみたいだな」


    　龍之介はつい先日、ニュースでやっていた事件のことを思い出した。


    　事件──魔都最大のテーマパークである〈龍りゆう宮ぐうランド〉で、海洋魔獣たちが脱走したのだ。


    　飼育員テイマー二名が亡くなったほか、五十名を超す負傷者が出たという。当然ながら、人を襲った魔獣たちの多くは殺処分された。


    「そうね……久しぶりの遊園地で楽しみにしてたんだけど……」


    　七慧が珍めずらしく落胆したように息を吐はく。


    「特に巨大頭足獣クラーケンは厄やつ介かいだったわ。攻撃がなかなか効かなくて、三み森もりさんが足で潰つぶされそうになっちゃうし……」


    「そうか……」


    　猫獣人ケツトシーと人間のハーフである小柄な女性が、巨大な足の下敷きになって悲鳴を上げている様が目に浮かぶようだった。


    「ファナも一いつ緒しよだったのか？」


    「は、はい、そうです。もっとも、あまりお役には立てませんでしたが……」


    　まだ見習いの彼女は、悔しそうに唇くちびるを噛かみ締しめた。それを七なな慧えが「そんなことないわよ。あなたのお陰で助かった子がいたじゃない」と執とりなす。


    「それより、あなたの方こそ身体からだは何ともないの？」


    「え？　ああ、まったく問題ねぇよ」


    　心配そうに訊きいてくる七慧に、龍りゆう之の介すけはひらひらと手を振って応こたえた。


    「りゅ、龍之介は本当に無む茶ちやし過ぎですっ」


    　ファナが非難してくる。


    　第二階級魔術師ウイザード・鏑かぶら木ぎ華か劉りゆうの策略によって捕えられた彼女を救出する際、龍之介は封印されていた魔力を強引に解放した。その反動によって、一時は危険な状態にまで陥おちいっていたのだ。


    「にしても、何であのとき助かったんだろうな？　完全に死んだかと思ったけど」


    　七慧とファナは一瞬、互いに目を見合わせた。その反応に、何か知っているのかと龍之介が訊きかけたそのとき、


    「りゅーのすけ、あがったぞ！　いいゆだった！」


    　元気な声が割り込んできた。ルナが嬉しそうにリビングへと駆け込んでくる。


    　全裸で。


    「きれいになったぞ！　これなら、りゅーのすけも大まんぞくだな！」


    「お前っ、バスタオルくらい巻け！　あと変な言い方するな！」


    　慌あわてて怒ど鳴なる龍之介に、二人の鋭するどい視線が突き刺さる。


    「龍之介くん、その子は……？」


    「……龍之介……これはどういうことですか？」


    「いや、これは……」


    「ルナはりゅーのすけの使いまだぞ！　ご主人さまの、いろんなお世せわをするんだ！」


    　龍之介が応える前に、ルナが腰に手を当てて堂々と宣言した。


    　七慧が無言で携帯を取り出す。


    「……もしもし、騎士警察ですか。ここに女児を誘ゆう拐かいして使い魔にした変態が──」


    「おい待て！　通報するな！」


    「まさか龍之介に、そんな性せい癖へきがあったとは思いませんでした……」


    　ファナがじっとりした視線を向けてくる。


    「ねぇよ!?」


    「なぁなぁ、もしかしてこいつらも、りゅーのすけの使いまになりたいのか？」


    「いいから、お前は早くこれを穿はけ！」


    　こちらの袖そでを引っ張ってくるルナに、龍之介は買ってきたばかりのパンツを袋から取り出して投げ付けた。


    　ルナは可か愛わいらしく小首を傾かしげる。


    「どうやって、はけばいいんだ？」


    「勘弁してくれ……」


    



    



    「で、教えてくれるかしら、龍りゆう之の介すけくん？　この子は一体どこからさらってきたの？」


    「何でさらったこと前提なんだよ。……ただの居い候そうろうだよ、居候」


    　七なな慧えに厳しく追及されて、龍之介はしぶしぶ事情を話した。


    「そうだったの……ほんと、相変わらずというか、なんというか……」


    　それを聞き終えた七慧は、どこか呆あきれた様子で溜ため息いきを吐つく。


    「ルナだ！　よろしくな！」


    　ようやく服を身に着けてくれたルナが、シュバッと手を上げて元気に挨あい拶さつ。その人見知りしない笑顔に、七慧とファナは少し呆あつ気けにとられてから、


    「わたしは天あま城ぎ七慧。龍之介くんの幼おさな馴な染じみよ」


    「わたくしは、ファナ＝リリオネーラです。龍之介とは……その……と、とても一言では言い表せられない仲と言いますか……」


    　ファナの言葉は、ごにょごにょと尻すぼみになった。


    「……で、一体、何の用なんだ？　いきなり人ん家ちに押しかけてきて」


    「そうね……」


    　七慧が居住まいを正して告げた。


    「実はあなたを、うちの事務所に勧誘しにきたのよ」


    「え？」


    　まるで予期していなかった提案に、龍之介は目を丸くした。


    「いや……俺は第九階級だぞ？　セレス民間騎士事務所は確か、最低でも第七階級以上じゃないと所属できない決まりだったよな？」


    　当然ながら、大手であるセレス民間騎士事務所の採用条件は厳しい。七慧は准魔導師セミソーサリーの称号を持つ第五階級であるし、まだ見習いであるファナでも第七階級だ。


    「原則はね。だけど戦闘能力に秀ひいでていて実績があれば、その限りではないわ。それにこれは所長直々の推薦なのよ」


    「あいつが？」


    　龍之介は、真しん紅くの髪を持つ女性の顔を思い出す。


    　セレス民間騎士事務所所長・来くる栖すセレスティーナ。


    〈紅炎ノ女帝プロミネンスクイーン〉の異名を持つ彼女は、人としては色々とアレだが、民間騎士業を営む者なら誰だれでも知っているほどの凄すご腕うでの戦闘魔術師だ。


    「──ッ！」


    　そのとき一瞬、龍りゆう之の介すけの脳裏に記憶がフラッシュバックした。


    



    『〝魔界の落らく胤いん〟。その身体からだのせいで、テメェはきっとこれからも辛つらい運命を辿たどることになるだろう。いっそのこと、この場で死んじまった方が楽かもしれねェ』


    



    　だがすぐにそれは頭の奥底へと沈んで霧消してしまう。


    　──今のは……？


    「……龍之介くん？　どうしたの？」


    　心配そうに顔を覗のぞき込んできた七なな慧えに、龍之介は「何でもねぇ」と首を振った。


    　不審げに眉まゆをひそめながらも、七慧が書類を見せてくる。どうやら契約書らしかった。


    「給与体系は、一般的な事務所と同じよ。固定給に加えて、出来高や業績に応じて歩合給が支払われるの」


    「おい、固定給だけでこの都市の平均年収の倍を軽く超えてるぞ……？」


    　そこに記載されていた金額を見て、龍之介は一瞬、ゼロの数を間違えたかと思ってしまった。


    「それだけじゃないわ。あなたが使っている魔弾は、すべて経費で購入できるようになるわ」


    「マジかよ……？」


    　至れり尽くせりの好待遇だ。訳あって自身の魔術を使えない龍之介は、他人が作った魔ま導どう拳銃に頼たよるしかなく、そのメンテナンスや魔弾の補充にかかる費用が困こん窮きゆうの大きな原因の一つとなっていた。


    「所長は、あなたのことを高く評価してくださっているみたいなのよ」


    　何か別の事情もあるみたいだったけど……と、呟つぶやく七慧。


    　龍之介はしばし黙考する。


    　セレス民間騎士事務所に入るということは、すなわちこの事務所を畳たたむということでもある。右も左もわからない状態から始めて三年。当然、そんなに簡単に決断できるほど、ここで積んできた経験は軽いものではない。


    「……そう言えば、セレス民間騎士事務所って、未成年は全寮制だったよな？」


    　七慧が頷うなずく。龍之介が問いたいことを察して、彼女は告げた。


    「寮には使い魔は一匹までという規則があるわ」


    「一匹……」


    　使い魔を育てるのは、弟子を育てるのに近い。片手間では、決して優秀な使い魔を生み出すことはできないからだ。それゆえ若いうちから多くの使い魔を持つのは推奨できないというのが、一般的な見解だった。


    「所長はそんな規則どうでもいいって言っていたんだけど、副所長が厳しくて」


    「あのばーさんか……」


    「だけど、彼らはどこかに預ければいいと思うわ」


    　不安気な顔をするアルンたちを見て、七なな慧えが提案してくれる。確かに、給与額を考えるとそれくらいは容易なことだろう。


    　だがしばし考えた後に、龍りゆう之の介すけは首を左右に振った。


    「……申し出はありがたいけど、やっぱ俺は今のままでいい」


    「ど、どうしてですっ？」


    　その決断が意外だったのか、ファナが目を瞠みはった。


    「このままどこまでやれるのか、試してみたいんだよ」


    　この事務所もようやく軌道に乗りつつある。高給は魅力的だが、それ以上に、今この環境で頑張り続けることの方が自分にとっては有意義だと思ったのだ。


    「……そう。それなら、仕方がないわね」


    　七慧が少し残念そうに息を吐はいた。


    「それに、なんだかんだ言って、俺はこいつらとの生活が気に入ってるからな」


    　言って、龍之介は使い魔たちを見渡した。


    　状況を把は握あくできていないのか、ルナが心配そうに訊きいてくる。


    「りゅーのすけ、どこか行ってしまうのか？　ルナ、せっかく使いまになれたのに……」


    「大丈夫だ。どこにもいかねぇよ」


    　頭に手を置いて、くしゃくしゃと撫なでてやる。


    「そうか！　よかったぞ！　ちゃんとりゅーのすけに使ってもらえるんだなっ！」


    「その言い方はやめろ」


    「しかし本当にいいのか、御主人？　こんな破格の条件、二度とないかもしれない。貧乏から抜け出せる絶好の機会だぞ？」


    「ああ。もう貧乏には慣れっこだしな」


    　シャルが慮おもんぱかってくれるが、龍之介は迷いを吹っ切って頷うなずいた。だが、


    「おお、そーいえば、りゅーのすけ！　ふろのでん気、ちかちかしてたぞ！」


    「……とりあえず、点つけなくても風ふ呂ろには入れるから放置な……」


    「食材も切れかかっておる」と、タロウ。


    「安売りのときにあんなに買い溜だめしておいたのにか!?」


    「そう言えば、トイレットペーパーも切れてたにゃ」


    「……こ、今月の出費が……」


    　次々と上がってくる悲しい報告に、早くも心が揺らぎかける龍之介だった。


    



    　　　　　　４


    



    「ったく、何で付いてきてるんだよ……言っただろ、これから俺は学校だって」


    　暗い地下層から地上へと出たところで、龍りゆう之の介すけはぼやいた。


    「だってだって、りゅーのすけがいないと、たいくつだぞ！」


    　龍之介の腕にぶら下がりながら、そんな主張をするのは七なな慧えの御下がりの服を着たルナだ。


    　居い候そうろう娘むすめの彼女は、家で留守番させておいたはずだったのだが、勝手に後を付いてきてしまったのである。


    「それに、ルナもがっこう行ってみたいぞ！　人がたくさん、いるとこなんだろっ？」


    「……仕方ねぇな」


    　追い返したところで、一人で家まで戻れるとは思えない。結局、龍之介の方が折れるしかなかった。


    　二人は並んでバス停へと向かう。


    　龍之介が通う学校は第三区の空中層にあった。


    　魔都の上空に浮かんでいる、お椀わんをひっくり返したような巨大な物体。それが空中層だ。龍之介はいつも浮遊バスを利用して通学していた。


    　バス停で他の学徒魔術師スチユーデントウイザードたちに混じって待つことしばし、空から何かが降ってきた。


    「うわ、なんだこいつ!?」


    　ルナが小さな身体からだを大おお袈げ裟さに仰のけ反らせて驚く。


    　それは虎とらだった。しかし体長は十メートル近くもある。背中には車両が乗っかっていて──というより、背中が車両と完全に融合していて、内部には座席と何人かの乗客の姿が見えた。


    　虎型の飛行バス──通称〝とらバス〟だ。


    　チェシャ猫のようなニヤニヤ笑いを浮かべたそれがバス停へと降り立つと、ぷしゅーという間の抜けた音とともに、胴体の一部がドアのように開いた。


    「の、のっていいのかっ？」


    「ああ。大人しくしてるんだぞ」


    　興奮した様子のルナの手を引いて虎の体内に入り、並んで座席に腰を下ろした。


    　ガルゥ、と、一ひと咆ほえ。とらバスが空中を駆け上っていく。


    「すごいすごい！　とんでる！」


    「ほら、大人しくしてろって言っただろ」


    「はやいはやい！」


    　注意するが、完全に右から左だ。


    　途中、何か所かバス停に寄って、やがて目的の空中層が見えてくる。魔都にはいくつもの空中層が存在しているが、第三区の空中層は学術地区として栄えていた。


    　沢たく山さんの立派な建物が並んでいる一帯を見下ろして、ルナがまたも歓声を上げる。


    「おおっ。あれが、がっこうか！」


    「そうだ。お前くらいの年齢のやつが魔術の基礎を学ぶ『初等部』から、もっと高度で専門的な魔術を学ぶ『大学院』まである。ちなみに大学教授になるってのが、この都市では最上級のステータスだな」


    「だいがくきょーじゅ？　それは、りゅーのすけの、みかんきしよりすごいのか？」


    「みかんじゃなくて、民間だ、民間。民間騎士はそんなに人気のある仕事じゃねぇよ」


    　ルナの素朴な疑問に、龍りゆう之の介すけは苦笑いしながら応こたえた。


    　魔術を極めていけば、自然と高い戦闘能力が身に付くものだ。だが、優秀な魔術師ウイザードたちが、必ずしも民間騎士コントラクターのような戦闘を専門とする職種に就つくわけではない。


    　むしろ多くの魔術師たちが目指しているのは、そんな荒事とは無縁の、一流の大学で教きよう鞭べんを執とることだ。そうなれば自身が率いる魔ま導どう教団に多くの弟子が入団してくるし、彼らの手を借りることで、自みずからの専門分野のさらなる深化を図ることができる。


    　とらバスが目的の停留所に着いた。


    　外縁部に近い場所に位置しているＤエリア。目の前に広がるキャンパスには、高層校舎が立ち並んでいる。


    　ここが龍之介の通う〈ウェルキエル学園〉だ。


    「ばすに残ったやつらは、どこ行くんだ？」


    「学校は他にも幾いくつかあって、あいつらはそこに通ってるんだよ。俺の実力と財力だと、ここくらいしか入ることができねぇんだ」


    〈ウェルキエル学園〉は大衆向け、すなわち下位魔術師たち向けの大規模校だ。高等部の大半は第八階級で、第七階級は数えるほどしかいない。


    　高等部にして第七階級以上に到達しているような優秀な魔術師たちは、もっと高い学費を払って名門校に入学していくのである。


    「なんだか、たのしそうだぞ！」


    　生徒や教職員たちが行き交う間を、うろちょろと駆け回るルナ。記憶喪失のせいか、それとも元からそういう性格なのか、やたらと好奇心が旺おう盛せいだ。見るものすべてに感動しているようだった。


    「行くぞ。もうすぐ二限目の授業が始まっちまう」


    　龍之介の今日の授業は二限目からだ。今にも迷子になりそうなルナの手を引いて、龍之介は南構内にある高等部の校舎へと向かった。


    「ルナが入ってもだいじょーぶなのか？」


    　校舎の入り口のところでルナが訊きいてきた。


    「たぶんな」


    　部外者が入るには本来、許可がいるはずだが、実際にはかなりルーズだ。そもそも生徒数が多くて、教員もいちいち顔を把は握あくしていない。明らかに子供のルナだが、ホビットや猫獣人ケツトシーあたりに紛まぎれれば、それも目立たないだろう。


    　龍りゆう之の介すけはルナを連れて講義室に入った。６０３号室だ。百人近くが一度に授業を受けるため、物もの凄すごく広い。二人は後ろの方の席に陣取った。


    「じゅぎょー？」


    「そうだ。色んな知識を学ぶためのもんだよ」


    「おお、知しき！　ルナも学びたいぞ！」


    　授業開始の鐘が鳴り、まだ新任の若い女性教師が入ってきた。


    　選択科目の『大日本大陸史概論』である。


    　こうした一般教養を学ぶのは、将来的に魔術に関わる仕事に就つくことができない可能性のある低位の学徒魔術師スチユーデントウイザードたちにとっては、結構重要なことだった。


    　女性教師は教壇上に立つと、おどおどと自信なさげに講義を開始した。


    「み、みなさん、す、すでに御存じのことかとは思いますが……その、い、今から二百年ほど前に起こった大規模な魔ま導どう災害によってですね……ち、地球の地形は完全に変わったとされてまして……」


    　魔術で増幅された声が、広い講義室内に響ひびき渡る。


    　同時に電子黒板には、過去と現在の世界地図が対比されて表示された。


    「ふむふむ、まどーさいがい、ちきゅー、と」


    　ルナは一言一句漏もらさまいと、懸命にノートを取っている。


    　恐らく半分も理解できていないだろうが、その表情は真剣そのものだ。全部ひらがなな上に、物凄く汚きたない字だが。


    「そ、その原因ですか……？　そ、そうですよね、気になりますよね……。その、い、異世界との次元衝突とも、魔導実験の失敗によるとも言われているんですが……ご、ごめんなさい……実はまだ解明はされてないんです……」


    「いせかい、しょーとつ、かいめー？　りゅーのすけ、かいめーとはなんだ？」


    「分かってないことを、明らかにするってことだよ」


    「そーか！　りゅーのすけは、かしこいな！」


    　子供に褒ほめられてもあまり嬉しくないが、龍之介は微ほほ笑えましい想いで、授業にのめり込むルナを見守った。


    「も、元々、『日本』と呼ばれていたこの島国はですね……そのせいで国土が数十倍にも増加してしまいまして……。そ、それ以後、大日本大陸と呼ばれるようになったんですけど……でも、資源を巡る闘争が起こって……その、国家が分裂しちゃうんです……。それで今は、この大陸に幾いくつもの国が乱立するようになってしまいまして……」


    　が、さすがに子供には難しい話だったらしい。次第にルナの瞼まぶたが落ち始めてくる。


    「にほん……すーじゅーばい……しげん……とーしょー……びゅんれちゅ……………っ!?」


    　ぶるぶるっ、と犬のように顔を振って眠気を覚まそうとするルナ。だが、それも大した効果がなく、やがてふらふらと舟を漕こぎ始めた。


    　ぽとり、と手からペンが落ちる。


    「…………すぅすぅ……」


    　結局、机に突っ伏して眠ってしまった。


    



    



    　授業終了の鐘が鳴った。女性教師がホッとしたように息を吐はいて、講義室を出て行く。


    「ふぁぁぁ……」


    　ルナが大きな欠伸あくびとともに起き上がった。それから周囲を見渡して首を傾かしげる。


    「あれ、じゅぎょーは？」


    「お前が寝ている間に終わったよ」


    「がーん」


    「安心しろ。ノートは俺が取っておいてやったから」


    　しょんぼりするルナにそう教えてやると、彼女はパッと笑顔になった。


    「さすがはルナのご主人さまだ！」


    「ばか、勘違いされるだろ」


    　生徒たちはそれぞれ仲の良い者同士が集まって、昼はどこで食べようか、などと楽しそうに話をしている。龍りゆう之の介すけはそのどの輪からも外れていた。


    「なぁなぁ、りゅーのすけには、友だちがいないのか？」


    　ルナが素朴な顔をして訊きいてくる。


    「……お、俺だって、中等部の頃には二人くらいは友人がいたんだよ」


    「そうか！　ふたりもいたのか！　さすが、りゅーのすけだ！」


    　そんなことで賛辞されると、かえって居いたたまれなくなった。


    　ウェルキエル学園では、高等部にもなると仕事やバイトを掛け持ちしながら学校に通う生徒が増える。そのため特定のクラスは存在しておらず、自みずから選択して履り修しゆう登録した科目を受けるという形式になっていた。だから、友人が作りづらいのだ。


    　それに加えて、龍之介は第九階級ということで敬遠されている。下位魔術師ウイザードたち向けの学校とは言え、それでも第九階級は少数だ。中等部の頃はまだ三割ほどは第九階級がいたが、その大半はドロップアウトし、高等部に進学していないからである。


    　二人は昼食をとるため、校舎を出た。


    「あれ、龍之介じゃん？　やっほー、おひさー」


    　構内を歩いていると、蒼あおい髪の少女と出くわした。


    「カナデ？　久しぶりじゃねぇか」


    　透き通るような同色の瞳ひとみに、スレンダーな体型。そして今時珍めずらしいセーラー服を着た彼女は、龍りゆう之の介すけの同級生、二にの宮みやカナデだった。


    　中等部時代には同じクラスだったこともあり、会えば挨あい拶さつくらいは交わす間柄だ。今も同じ学校に通っているはずだが、最近はあまり見かけなかった。


    　彼女はこちらの顔を見て、不ぶ躾しつけに言った。


    「しっかし、あんたってさ、相変わらずお葬式の参列者みたいな辛しん気き臭くさい顔してるよねー。なんか、見てるとこっちまで辛気臭くなっちゃうわー」


    「悪かったな、そんな顔で」


    「まぁでも、あんたがリア充な顔してるとムカつくし、その辛気臭いのも、それはそれでむしろ安定感あっていいかも？　って、あれ？」


    　失礼なことを遠慮なくバンバン言ってくるカナデの口が、ルナの存在に気付いて停止した。


    「その子、もしかしてあんたの妹？」


    「まぁ、そんなとこかな……」


    　歯切れ悪く応じると、カナデは目を白黒させた。


    「うっそー、あんたって、妹いたんだっけ？　ていうか、ぜんっぜん、似てないじゃん。髪の色もまったく違うしさー」


    　捲まくし立てるように言いながら、カナデはルナへと顔を近付けていく。
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    「ていうか、かわいー。ほんと、似なくてよかったねー。こいつの不幸顔に似たら、一生不幸になっちゃうもんねー。うんうん、よかったよかった。にしても、珍めずらしい髪の色だよねー。なんか、桜みたーい」


    「お、おう……」


    　どんどん迫ってくるカナデに圧倒されて、さすがのルナも龍りゆう之の介すけの後ろに隠れてしまう。


    「怖くないってばー。あたしにも、キミくらいの妹がいるんだよねー。あ、そうだ。ほら、アメちゃんいる？　これ、美お味いしいんだよー。口の中に入れるとビリビリするけど」


    　言って、カナデがルナに手渡した飴あめは、子供たちに人気の『びっくりキャンディー』だ。


    　美味しい、という言葉に弱いルナは、おっかなびっくり口の中へ入れて転がす。


    　すぐに驚いたように目を瞠みはった。


    「うまいぞ！　ほんとに、びりびりする！」


    「でっしょー？　もっとあるよ？　こっちのはさー、口の中に入れると勝手に動き回るんだよねー。で、こっちは舐なめてるとどんどん分裂していって……」


    「おい。今からご飯だし、後にしてくれ」


    　龍之介が割り込むと、カナデはそっかもうお昼だもんねーと頷うなずいて、


    「それはそうと、お名前は？」


    「ルナだ！」


    「へー、ルナちゃんかー。いい名前ねー。あたしは二にの宮みやカナデ。よろよろー」


    「よろよろ……？」


    「よろしく、ってこと。あ、じゃあせっかくだし、一いつ緒しよにご飯食べにいこっか」


    「そうだな！」


    　二人は龍之介を放置して、仲良く手を繋つないで歩き出す。あれよあれよという間に、カナデはルナを手なずけてしまっていた。


    　置いて行かれた龍之介は、やれやれと肩を竦すくめながら後を追う。


    　やって来たのは東構内の地下。ちょっとした飲食街になっており、定食屋が沢たく山さんあった。


    　龍之介がよく利用している定食屋〈御お粗そ末まつ〉に入る。あまり美う味まそうな名前ではないが、意外と味は悪くなく、何より定食がどれも四百円以下と安いのが嬉しい。


    　中は地味な居酒屋風の内装になっていた。


    　隅っこのテーブル席に腰を落ち着ける。ルナが壁に貼り付けられたメニューを見て言った。


    「ルナ、かれーが食べたいぞ！」


    「ここのカレーはめちゃくちゃ辛からいぞ？　大丈夫か？」


    「だいじょーぶだ！」


    「じゃあ、この摩マ迦カ羅ラカレーと、雷鳥サンダーバードの親子丼定食と……カナデはどうする？」


    「あたしは日替わりで！」


    　注文を終えて待っている間、龍りゆう之の介すけはカナデに疑問を投げかけた。


    「それにしても最近どうしたんだ？　あまり講義に出てなかったんじゃねぇか？」


    「あー」


    　カナデは少々決まり悪そうに頭を掻かいてから、


    「まぁ、ちょっと忙しくってさー。学校、辞めちゃったんだ」


    「え？　本当かよ？　何で辞めちまったんだ？　てか、じゃあ何で学校に来てるんだ？」


    「ちょっと、いっぺんに質問してこないでよ。辞めたのは、民間騎士コントラクターの仕事に集中しようと思ったから」


    「そうなのか……」


    　カナデが民間騎士を始めたのは、中等部の卒業と同時のことだ。確か、小規模な事務所に所属したが、そこでなかなか成果を上げられずに苦しんでいたはずだった。


    「けど民間騎士やるのに、学校の施設を借りられないと不便じゃねぇか？」


    　学校には教員や生徒であれば自由に利用できる魔術のための訓練施設があった。


    　プログラムされた魔ま導どう機械を相手にした模擬対戦ができ、競技魔術師アスリートや戦闘魔術師を目指す者たちにとっては無くてはならない環境だ。龍之介もよく射撃訓練のために利用している。……順番待ちが長いのが難点だが。


    「ところがどっこい、この学校くらいのものなら、あたしの事務所の方がずっと設備がいいんだよねー」


    　言いつつ、カナデは、じゃーんという効果音付きで民間騎士証を提示してきた。


    　そこには『鬼き頭とう民間騎士事務所所属』という記載があった。


    「おい、これマジかよ？」


    　鬼頭民間騎士事務所と言えば、セレス民間騎士事務所に勝るとも劣らない大手の民間騎士事務所だ。民間騎士協会が発行している会報誌『コントラクター』に掲載された最新のランキングでは、総合で三位に位置付けられていた。


    「それにお前、いつの間に第六階級になったんだ？」


    　さらに、騎士証に記載されていた彼女の階級に目を剥むく龍之介。


    「四か月くらい前かな？」


    「すげぇじゃねぇか。ちょっと前まで、俺と同じ第九階級だったのによ」


    「えー、それって、中等部の二年生くらいのときじゃん？　さすがに三年の頃にはもう、第八階級にはなってたって」


    「にしたって、そこから一年ちょいで第六まで上げたってことだろ？」


    　龍之介は当時のことを思い出す。


    　カナデはいつも人一倍努力する生徒だった。


    　予習復習は欠かさず、勉強熱心。それでも、なかなか結果が付いてこずに苦しんでいた彼女は、あるときこんなことを言っていた。


    『あたしは才能なんて信じてないんだ。だってさー、つまんないじゃん？　生まれつきで、自分の辿たどりつけるレベルが決まっちゃってるなんてさ』


    　そんな彼女の急成長ぶりに、龍りゆう之の介すけは嬉しくなった。


    「頑張ったんだな。おめでとう」


    　思わず口をついて出た言葉に、カナデが目を丸くした。それから、少し頬ほおを赤く染めて、


    「……な、なんかあんたに面と向かってそんなこと言われると、すっごい恥はずいんだけど。つーか、『おめでとう』って、あんたそういうこと言う柄じゃないじゃん？」


    「う、うるせぇな」


    　龍之介も恥ずかしくなってそっぽを向いたとき、ちょうど料理が出てきた。


    　先ほどから待ち切れない様子でそわそわしていたルナが、真っ先にスプーンを逆手に握にぎってカレーを小さな口へと運んだ。


    「……っ!?」


    　そのまま動きが停止する。だらだらと額ひたいから汗が流れてきた。かなり辛からかったらしい。


    「……み、みず」


    　水を飲みほしたルナは、それでもめげずに再びカレーを口へと運ぶ。


    「からいからい！　はーっ、はーっ！」


    「おい、大丈夫か？　無理なら俺のと交換してやるぞ」


    「だ、だいじょーぶだ！　むしろこのからさ、やみつきになりそーだぞ！」


    　かえって心配になった。


    「ねぇねぇ、ルナちゃんは龍之介の家に一いつ緒しよに住んでるの？」


    「そうだ！　なんたって、りゅーのすけの使いまだからな！」


    「あれ？　妹じゃないんだ？」


    「……まぁな」


    「うっわー、騙だまされたー。ていうか、道理でー。あんたと同じ親から、こんなに可か愛わいい子が生まれるなんて、やっぱどう考えてもあり得ないもんねー」


    「お前、さっきから俺に恨うらみでもあんのかよ……」


    「でもさ、だとしたらどういう関係？　も、もしかして……使い魔って、つまり……」


    「今お前が想像してるような関係では断じてねぇよ！」


    　変に勘ぐられても面倒だ。龍之介は記憶喪失のことも含め、彼女と出会った経緯を話した。


    「へー、あんた相変わらずだよねー」


    　七なな慧えと同じことを言われてしまった。


    「にしても、まさか今度は人間の女の子を拾っちゃうなんて。けど、ほんとに大丈夫？」


    「もちろん生活は苦しいに決まってんだろ」


    「いや、それもだけど、そうじゃなくてさ。ルナちゃん可か愛わいいし、無防備に寝てる姿とかに、ふとよからぬ気持ちが湧いてきちゃったりして……」


    「ねぇよ！」


    「いやでも、あんたも一応、男だしさ。やっぱ、ほら、あるでしょ？　そーいうの？」


    「真顔で追及してくるの止やめてくれよ……」


    「あはは、冗談だって、冗談っ！」


    「ったく……。ん？　どうした、ルナ？　やっぱ辛からすぎたか？」


    「……ふたりは、仲がいいんだな」


    　カレーを食べる手を止めてこちらのやり取りを眺めていたルナが、何を勘違いしたのか、急にそんなことを呟つぶやいた。


    「ルナも、友だちがほしいぞ」


    　いつも元気な彼女にしては珍めずらしく、少し哀かなしげに俯うつむく。


    　そんなルナを見て、ぽん、とカナデが何かを思いついたように手を叩いた。


    「じゃあさ、ルナちゃん。と、一応、龍りゆう之の介すけも。ちょっとこの後、時間ある？」


    



    



    　カナデに連れて来られたのは、ウェルキエル学園の附属病院だった。


    　その小児病棟の受付で、カナデが手慣れた様子で面会申請を済ませる。


    　病院らしい独特のにおいのする廊下を歩きながら、龍之介は納得して言った。


    「辞めたのになんで学校に来たのかと思ったら、病院に用があったのか」


    「そ。その途中で、あんたを見かけたってわけ。あ、ここよここ」


    　カナデが立ち止まったのは、とある個室の前だった。ネームプレートには、『二にの宮みやマリン』とあった。


    　ドアを開けると、ルナと同じ年くらいの少女が、ベッドに座って窓の外を眺めていた。少し痩やせていて、儚はかなげな雰ふん囲い気き。頭部をすっぽりと覆おおうヘッドギアのようなものを被かぶっていた。


    　少女がこちらを振り返る。


    「あ、お姉ちゃんっ」


    　嬉しそうに頬ほおをほころばせた少女だが、すぐに龍之介を見て驚いたような顔をする。


    「……もしかして、お姉ちゃんのお友達？」


    「まぁ、そんなとこかなー？」


    　マリンの問いかけに、カナデは少し曖あい昧まいに応こたえた。


    「紹介するよ。あたしの妹のマリン。年は十歳」


    　途端、マリンが布団ふとんを放って、ベッドの上に正座をした。深々と頭を下げてくる。


    「は、はじめましてっ。に、二宮マリンと言いますっ。まさか、お姉ちゃんに友達がいたなんて……こんな姉ですが、ぜひ末永くよろしくお願いしますっ」


    「ちょ、マリンっ……あたしにだって、友達くらい普通にいるってば！」


    「でもお姉ちゃん、今まで一度もお友達の話してくれたことないよね？」


    「べ、別に、毎日話をしたりできるような仲の良い子はいないってだけでさ……い、一応、いることはいる……よ？　たぶん……」


    　しどろもどろに誤ご魔ま化かすカナデ。


    「お姉ちゃん……そこは、はっきりいるって言ってほしかったな……」


    　と、哀かなしそうに呟つぶやくマリンが、龍りゆう之の介すけの後から病室に入ってきたルナを見て、いきなり感嘆の声を漏もらした。


    「わぁ、可か愛わいい髪の色っ……」


    「おまえのは、きれいだな！　カナデとおんなじだ！」


    　ルナが指差したのは、ヘッドギアから零こぼれるカナデと同じ蒼あおい髪だった。


    　その指摘にマリンは一瞬だけ辛つらそうな表情を見せたが、すぐに笑顔を取り戻して言った。


    「マリンたちには人魚マーメイドの血が流れているからね。ほら、肌も」


    　マリンは病衣の袖そでを捲まくった。彼女の細い腕は、その皮膚がうっすらと輝かがやいて見えた。


    「これは鱗うろこの名残らしいの。綺麗でしょ？」


    「そうなのか！　さわってもいいかっ？」


    「え？　い、いいけど……きゃ、くすぐったいよ～」


    「くるしゅーない、くるしゅーないぞ！」


    「もー。ところで、あなたお名前は？」


    「ルナだ！　よろしくな！」


    「あたしはマリン、よろしくね、ルナちゃんっ。あ、そうだ。一いつ緒しよに屋上に行かない？」


    「おくじょー？　よくわかんないけど、いいぞ！　行こう行こう！」


    　マリンがルナを誘って、一緒に病室を出て行く。年が近いせいか、二人はあっという間に打ち解けたようだ。


    「よかった。仲良くなってくれたみたいで」


    　カナデは妹の後ろ姿を微ほほ笑えましそうに見送ってから、ベッドに腰掛けた。


    「……少し痩やせてはいるけど、そんなに悪いようには見えないな」


    「マリンは幼い頃の事故のせいで、魔術回路に異常があるんだ」


    　龍之介の疑問に、カナデは眉まゆを伏せつつ教えてくれた。


    「魔術回路に？　なるほど、それを矯きよう正せいするためにあれを付けているのか」


    「うん。特に頭部辺りの回路に問題があるらしくて、あれを付けてないと脳に深刻な影響が出ちゃうんだって。だから、絶対に外すことができないんだよね。しかも数時間ごとに魔力を供給しなくちゃならないし、もしものことを考えると、病院から外に出ることができなくてさ。だからここの屋上が、マリンにとっての一番の遠出」


    「そうだったのか……」


    　魔力は常に体内を循環しており、その流れのことを西洋医術で魔術回路と呼んでいる。それに異常をきたせば、魔力の循環が上う手まくいかず身体からだに様々な変調が起きるとされていた。


    　シャルも同様の病気だが、日常生活を送る分には特に問題はない。どうやらマリンの場合はかなり重度のもののようだ。


    「前は家から近い病院に入院してたんだけど、そこはあんまり環境が良くなくてさー。ここは広くて快適だから、マリンも気に入ってくれてる」


    　鬼き頭とう民間騎士事務所に入れたお陰で、ここに移ってくることができたという。


    「それに、マリンの身体を治せそうな医術師がいることも分かったし。と言っても、結構なお金が必要でさ……」


    「それで学校を辞めて、仕事に専念することにしたのか」


    　カナデには両親がいない。つまり彼女一人でマリンの医療費を賄まかなっているということだ。その境遇は、龍りゆう之の介すけにとって他ひ人と事ごととは思えなかった。


    「そーゆーこと。まぁでも、元々、あんまし学校行くの好きじゃなかったしねー。……ぶっちゃけ、忙しくて友達もいなかったし。それに、可か愛わいい妹の笑顔を見れるならさ、お姉ちゃんどこまでも頑張っちゃうよ」


    　カナデは快活に笑う。その笑顔を見て龍之介は少しだけ安心した。


    　しばらくしてルナとマリンが帰ってきた。これからマリンは診察の時間らしい。


    　龍之介の方も、そろそろ戻らなければ次の講義が始まってしまう頃合いだった。


    「じゃーなっ、マリン！」


    「うんっ。また来てね、ルナちゃん」


    　大きく手を振るマリンに見送られ、龍之介はルナを連れて高等部校舎へと戻った。


    



    　　　　　　５


    



    「ったく、何でこんな仕事をやらされなきゃならねぇんだよ」


    　助手席で、ドワーフの青年がぼやいた。


    「……仕方ないだろ。俺らみたいな下級に、仕事をえり好みしてる余裕なんてないんだ」


    　応じたのは運転席の犬獣人クー・シーの青年だ。だからってよ、とドワーフは忌いま々いましげに返す。


    　車のエンジン音に混じって、背後から時折、獣の呻うめき声が聞こえてきていた。


    　魔獣の輸送車だった。


    　魔ま導どう実験に使われるための魔獣を輸送するのが、二人の仕事だ。もちろん檻おりの強度は十分で、魔獣には興奮抑制剤を打っている。それでも万が一のことを想像してしまい、落ち着かない。


    　それになぜか今日は、いつもに比べて檻おりの中の魔獣が騒がしい気がした。


    「しかも最近、あちこちで脱走事件が起こってやがるしよ」


    「……〈龍りゆう宮ぐうランド〉やサーカス団で魔獣が逃げ出した件か」


    　ドワーフの呟つぶやきに、犬獣人クー・シーが応じる。


    「ああ。アングラの魔獣ペットショップから脱走したってのもあったな。どんな杜ず撰さんな管理してやがったんだよ、ったく」


    「……何で立て続けにそんなことが起こっていると思う？」


    「はぁ？　俺に訊きくんじゃねぇよ。まぁ、巷ちまたではテロじゃねぇかって言われてるし、実際、そうなんじゃねぇの？」


    「……」


    　ドワーフが訊き返すが、犬獣人から返事は返ってこなかった。


    　んだよ、てめぇ、自分から訊いといてよ、と言いかけたそのとき、突然、犬獣人がアクセルを踏み込んだ。急激な加速に、危うく舌を噛かみそうになったドワーフが怒ど鳴なる。


    「おい、何してやがんたよ!?　イかれやがったのかっ！」


    　だが犬獣人の表情は、むしろ真剣そのものだった。


    　だというのに、周りの車に激突しても決して速度を緩ゆるめようとしない。その相棒の奇行に明確な意志を感じて、ドワーフは恐怖を覚えた。


    「……我らが神に栄光あれ」


    　悲鳴とクラクションが鳴り響ひびく中、犬獣人の小さな呟きが聞こえた。


    



    　　　　　　６


    



    　その日の講義をすべて受け終えた龍りゆう之の介すけは、ルナとともに地上層へと戻ってきていた。


    「良かったな。友達ができて」


    「うん！　たのしかったぞ！　また会おうって、やくそくもしたしな！」


    　ルナは先ほどからずっと不器用なステップを踏んでいる。よほど嬉しかったらしい。


    「そうだ。タロウに買い物を頼まれてたんだった」


    　地下層へと降りる前にふと思い出して、龍之介は地上にいる内に買い物を済ませておくことにした。総合スーパーに立ち寄る。


    「おおっ、食べものがたくさんだ！」


    「一階は食品売り場になってるんだよ」


    　団だん子ごのように三つ連なったトマトに、ドーナツ形のじゃがいも。鋭利な刃物の形状をした茄な子すもある。陳列台の上を好き勝手に歩き回る足を生やした大根は、外に出る度たびにおばちゃん店員に捕まえられて台の上へと戻されていた。いずれも魔術によって品種改良された野菜だ。


    「気を付けろよ。中には危険な野菜もあるからな」


    「りゅ、りゅーのすけ……助けて……」


    「──って、おい!?」


    　言っている傍そばから、ルナが巨大南瓜かぼちやに食べられかけていた。何とか引っぺがす。


    「た、助かったぞ。あやうく、ルナが食ざいにされるとこだった……」


    　気を取り直して買い物を続ける。龍りゆう之の介すけは頼まれた食材を手際よく籠かごへと放ほうり込んでいった。ルナが勝手に入れようとしてきたお菓子類は、もちろん断固拒否である。


    「ええと、これで全部か」


    「……りゅーのすけ……まほー少女のうえはーす、だめなのか……？」


    「レジに並ぶぞ」


    「まほー少女がとびだす、かーどが入ってたのに！」


    「はいはい」


    「ぜんぶあつめると、まほー少女がきゅーきょく合体して、巨大まほーへーきになるんだぞ！」


    「何で魔法少女なのに男の浪漫ロマンを具現化させてるんだよ……」


    　よほど欲しかったらしい。涙目のルナを何とか宥なだめすかし、レジへと向かおうとして──


    　突如、凄すさまじい破砕音が轟とどろいた。建物が大きく震ふるえ、棚から商品が土砂崩れのように落下する。客たちが叫きよう喚かんを上げた。


    「な、なんだなんだ？　りゅーのすけ、なにが起こったんだっ？」


    「……分からねぇ。ルナ、お前はここで待ってろ」


    　揺れが収まると、龍之介はルナを置いて店の入り口へと向かった。


    　轟ごう音おんの原因はすぐに視界へと飛び込んできた。入り口のガラスを突き破って、大型トラックが店内へと侵入していたのだ。フロントガラスが粉々に割れ、フレームは大きく拉ひしやげていた。


    「おい、大丈夫かっ？」


    　龍之介は車内に横たわっていたドワーフを発見した。凹へこんだドアを強引に破壊して、すぐに救助する。頭から血を流しているが、さすがは頑丈な種族だ。ふらつきながらも、立ち上がろうとしている。


    「……ま、まじゅ……うは……」


    　掠かすれた声を吐はきながら、蒼あおい顔でトラックの後部へと視線を向けるドワーフ。まさにその瞬間、トラックが運んでいた巨大な檻おりから魔獣が飛び出してきた。


    「魔獣の輸送車だったのかっ！　おいあんた、中に隠れてろ！」


    　合成獣フンババだ。三メートルを超す二足歩行の巨体。獅し子しを思わせる腕に、足には鷲わしのような爪つめ、頭部には牛のごとき角が伸びている。


    　タイミング悪く駆けつけてきた店員が、その獰どう猛もうな腕で薙なぎ払われる。吹き飛んだ店員は、ショッピングカートの列に頭から突っ込んだ。


    　店員や客たちが一斉に逃げ出した。フンババはかなり興奮している様子で、雄お叫たけびを上げながら彼らを追い駆けようとする。


    「りゅーのすけ、なんだこいつは……？」


    「ルナ！　お前も逃げろ！」


    　龍りゆう之の介すけはこちらに歩いてこようとしていたルナを怒ど鳴なりつけ、特注の回転式魔導拳銃リボルバー──漆黒の覇王ブラツクダイナストを抜いて、トリガーを引き絞った。


    　魔弾が音もなく発射され、フンババの背中に着弾、鮮血が噴き出す。だが、弾丸は分厚い肉に阻はばまれ、浅い場所で止まっていた。


    「なんて硬い筋肉してやがんだよ！」


    　今の一撃で、フンババの注意がこちらへと向いた。


    　憤ふん怒ぬで瞳ひとみを赤く染め、レジを粉砕して迫りくる。


    　龍之介は発砲しつつ、散乱したインスタント食品を踏み潰つぶしながら後退。魔弾がフンババの右腕、左ひだり腿もも、脇わき腹ばらを穿うがった。


    　それでもフンババの突進は止まらない。龍之介はギリギリまで引きつけた上で、素早く横転して回かい避ひした。勢い余って、フンババは商品棚へ激突した。


    　いっそう憤いきどおったフンババだが、それが動きの単調さを加速させ、かえって与くみしやすくなった。頭の悪いワンパターンの突進を躱かわしながら、逆に魔弾を確実に撃ち込んでいく。


    　こういう事態を想定していたわけではないため弾数が乏とぼしいが、それでも的確にダメージを与えていけば仕留めることができるだろう。


    　──また魔獣の脱走か。この一週間だけでもう十件以上は起こってるぞ。


    　戦いながら、龍之介はここ最近、連日のようにニュースで放送されている事件のことを思い出していた。


    　魔獣の輸送車がたまたまスーパーに突っ込んで、檻おりの中の魔獣が脱走した。


    　そう捉とらえることもできるが、果たして似たような事件がこれほど度たび重なって発生するものだろうか。


    　そのとき突然、フンババが口を大きく開いた。


    　火炎放射フアイヤーブレス。


    「──っ！」


    　咄とつ嗟さに思考を中断。龍之介は反射的に商品棚の背後に飛び込み、危ういところで直撃を避さける。焼けつくような熱風がすぐ背中を駆け抜け、肌を炙あぶった。


    　散らかった商品が燃え上がり、一帯に煙が立ち込める。


    　放射量に限界があるのか、やがて火炎放射は停止したものの、炎は次から次へと別の商品へと燃え移って広がっていく。惨さん憺たんたる有様だ。


    　煙で視界が悪くなる中、フンババは炎など意に介さず真まっ直すぐこちらへと突っ込んでくる。


    「くそ、こりゃ悠長に戦ってられねぇぞ」


    　龍りゆう之の介すけは煙から逃のがれるように走りながら、〝Ｂ─06〟というナンバーが底面に刻印された特殊魔弾オリジナルブレツトを取り出し、漆黒の覇王ブラツクダイナストに装そう填てんした。


    「アクティベーション──《爆鴉バーストクロウ》！」


    　音声に反応して弾倉シリンダーが自動で回転する。装填した魔弾が所定の位置へと移り、発動準備が完了したのを見計らって、龍之介はトリガーを引き絞った。


    　撃ち出されたのは、魔術で生み出された鴉からすだ。


    　炎と煙の中を飛ひ翔しようし、襲しゆう来らいするフンババの胸部に激突して激しい爆発を引き起こした。


    　トドメとばかりに、今度は〝Ｂ─12〟と刻印された魔弾を装填。


    　だがそのとき、眼下から何かが高速で迫った。手から銃身が弾はじかれて宙を舞う。


    「なっ!?」


    　それは大だい蛇じやだった。その太く長い蛇身を視線で追うと、フンババの尾へと繋つながっていた。


    　龍之介から漆黒の覇王を奪った大蛇は、それ自体が一つの意志を持った生き物だ。牙きばを剥むいて再び襲い掛かってくる。


    　龍之介は素早く代わりの回転式魔導拳銃リボルバー──白銀の賢帝シルバーワイズマンを抜くと、魔弾を発砲。38ミリ口径のそれが大蛇の頭部を破壊し、周囲に醜みにくい血の雨が降った。


    「っ！」


    　背せ筋すじに悪お寒かん。振り返るより早く身を投げ出すと、フンババの拳こぶしが先ほどまで龍之介がいた床に叩き付けられた。破壊された床の破片が辺りに飛び散る。


    　大量の血を流し、全身に火傷やけどを負いながらも、フンババに戦意を失う様子はない。


    「こいつ、興奮剤でも打たれてんのか……っ!?」


    　龍之介は白銀の賢帝で牽けん制せいしつつ、逃走を図ろうとする。炎が店内に広がる中、これ以上の戦闘は得策ではない。


    　もう少し時間を稼かせぎたいところだったが、さすがに客たちは避ひ難なんを終えている頃だろう。騎士警察もすぐに駆けつけてくるはず──


    「りゅーのすけっ！　あぶないぞ！」


    　突然、背後からルナの叫び声が聞こえた。


    「おい、何で逃げてね──っ!?」


    　龍之介は怒ど鳴なり声を呑のみ込んだ。


    　後方から巨大な影が迫りつつあったのだ。唾だ液えきを散らしながら疾しつ走そうする、巨大な黒い犬。


    　地獄犬ヘルハウンド。檻おりの中にいた魔獣は、一匹だけではなかったのだ。


    　体長二メートルを超すヘルハウンドが、ルナの声に反応して標的を彼女へと変えた。


    「逃げろ、ルナ！」


    　だがその怒声も虚むなしく、ルナは動けない。よしんば逃げようとしても、あの速度で走る魔犬から逃げ切ることなどできないだろう。


    「くそっ！」


    　龍りゆう之の介すけは38ミリ口径の魔弾を撃つが、即座に弾切れ。再さい装そう填てんが間に合わない。


    　ヘルハウンドがルナ目がけて跳躍した。


    　少女の肌が魔獣の牙きばで引き裂かれる瞬間を想像して、龍之介の背せ筋すじが凍りつく。


    　そのとき、信じがたい異変が起こった。


    



    　ルナの身体からだが巨大化していく。


    



    　腕や脚、胴体が膨ふくれ上がり、服がはち切れた。首が伸長し、鼻頭が突き出て口元に鋭するどい牙が生える。全身が硬質な鱗うろこで覆おおわれていき、背中には雄大な翼が出現。大樹の幹のごとき尾が伸び、それが軽く振り回されただけで近くの商品棚が粉砕させられた。


    　ぎゃん、という鳴き声が響ひびいた。


    　ヘルハウンドの牙が、鱗を貫つらぬけずに逆に砕けてしまったのだ。


    　龍之介は我が目を疑う。そこには、ヘルハウンドを遥はるかに超す巨体を誇ほこる、伝説の魔獣が出現していた。頭部が天てん井じようにめり込み、その重量で地面が陥没している。


    「竜ドラゴン……？」


    　それはまさしくドラゴンだった。


    　しかも、美しい。その輝かがやく鱗は、穢けがれのない新雪のような純白。たてがみ状の鱗だけが、鮮やかな桃色をしていた。


    　ウオオオン！


    　ドラゴンは巨大な顎あごでヘルハウンドに噛かみ付き、豪快な雄お叫たけびとともに振り回した。


    　思いきり壁に叩き付けられ、気を失う地獄の魔犬。


    　一瞬にして狂暴な魔獣を戦闘不能にしたドラゴンは、今度はフンババへと躍り掛かった。


    　フンババが火炎を放射して接近を阻はばもうとするも、強きよう靭じんな鱗の前にはまるで効果がない。


    　ならばと、フンババはドラゴンに殴なぐり掛かった。頬ほおを殴られ、ドラゴンは苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げたが、すぐさま反撃。前脚の爪つめが、フンババの皮膚を引き裂いた。


    　よろめくフンババへ、ドラゴンが白い光線を吐はき出す。


    　フンババの脇わき腹ばらを貫通し、それどころか後方の床に深々と穴を開けた。


    　ドラゴンが突進する。満まん身しん創そう痍いのフンババはそれでも負けじと巨体でぶつかっていったが、重量で押し負けて吹き飛ばされる。倒たおれたフンババの上に、ドラゴンが飛び乗った。


    　後は一方的な蹂じゆう躙りんだった。


    　伝説の魔獣を前に、フンババは成す術すべがない。


    　最後は鋭い牙で首筋を引き裂かれ、フンババは完全に沈黙した。


    　いとも容易たやすく魔獣二体を片付けたドラゴンが、呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんで戦況を見守っていた龍りゆう之の介すけの方へと長い首を向けてくる。


    「っ……」


    　本能が恐怖を覚え、龍之介は思わず一歩後ずさった。


    　先ほど彼女が変身していく姿を目まの当たりにしていながら、それでもなお、疑わずにいられなかった。


    「……もしかして、ルナ、なのか？」


    　恐る恐る、問う。


    　すると口周りを凄せい惨さんな血で赤く染めたドラゴンが、なんとも困ったように眉まゆ根ねを寄せた。


    「どうやら、そーみたいだぞ……」
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    　龍之介はルナを連れて、第十区にあるセレス民間騎士事務所を訪れていた。


    　普通の人間ではないことが分かったルナを、一度医術師に診せるべきだと思ったのだ。


    　とは言え、安易に適当な病院に連れていくわけにはいかない。


    　信頼のおける医術師といって、龍之介がすぐに思い当たったのは、先日の事件でお世話になった女性医術師くらいのものだった。


    　セレス民間騎士事務所と契約して、週に三日ほど勤務しているという彼女には、七なな慧えを通じて診断を依頼した。


    　その分の面倒はあったが、結果的にその判断は正しかった。


    　一通りの検査を終えた後、自称・名医の女性医術師が、不安気に椅い子すに腰掛けているルナに告げた。


    「結論から言うと、あなたは竜族ドラゴニユートね」


    「どらごにゅーと……？」


    「竜ドラゴンと人の混血ハーフの一族のことだよ」


    　首を傾かしげるルナに、龍りゆう之の介すけは説明してやる。しかし龍之介自身、元からある程度の予測はしていたものの、未いまだに信じられなかった。


    「それって、すげーのか？」


    「そうね。とってもすごいわ。ドラゴンっていうのは、伝説の存在。その誰だれもが憧れる最強の魔獣に変身できるのが、竜族ドラゴニユートなのよ」


    「おおっ、伝せつで、さいきょーなのか！　なんだか、とってもすごそうだな！　どらごにゅーと！　どらごにゅーと！」


    　医術師の返事に、先ほどまでの不安そうな様子はどこへやら、ルナは嬉しそうに連呼した。


    「この先については、私も確証がないんだけれど、恐らくその血統の出自は月煌竜ムーンドラゴン。その美しさと気高さゆえに『空の女王』とまで謳うたわれた、ドラゴンの中でも最上級の種族よ」


    「空のじょーおーっ！　むちゃくちゃ、つよそーだ！」


    「けど、竜族なんて……」


    　喜ぶルナとは対照的に、龍之介は戸惑いと驚きを隠せなかった。


    　なぜなら彼ら竜族は、すでに絶滅したはずの種族だからだ。


    　それをルナに伝えるべきかと逡しゆん巡じゆんする龍之介に、医術師が小さく首を左右に振る。教えない方がいい、という意味だろう。


    「それとね、頭部に小さな外傷の痕あとが見られたわ。特に脳には異常がないみたいだけど、それが記憶喪失の原因かもしれないわね」


    「ルナの気おくは、もどらないのか？」


    　ルナの質問に、女性医術師は「そんなことはないわ」と否定する。


    「きっと必要な時がくれば、ちゃんと思い出すわよ」


    「そーか！」


    「あ、保護者の君だけ、少しいいかな？」


    　礼を言って診察室を出ようとしたところで、龍之介は呼び止められた。ルナには待合室で待っているように伝えて、龍之介だけが残る。


    「竜族の医学的データなんてまるで残っていないから、これはあくまでも推測でしかないんだけど……」


    　ルナが出て行ったのを確認してから、女性医術師は心なしか先ほどより深刻な顔で告げた。


    「彼女は、人工的に生み出された可能性があるわ」


    「人工的に……？」


    　予期していなかった医術師の見解に、龍之介は息をつまらせる。


    「つまり、彼女は培養液の中で生み出された体細胞クローンかもしれない、ということよ。クローン技術で誕生した多くの動物や魔獣に共通している、先天的な異常が観みられたの」


    　軽度のもので、それ自体には大きな懸念はないと、女性医術師は付け加えた。


    「けど、絶滅したはずの竜族ドラゴニユートを人工的に生み出すことなんて可能なのか？」


    「……不可能ではないわ。例えば、竜族の遺い骸がいや遺骨が残っていたのだすれば、そこからＤＮＡを復元できる可能性はあるの。もちろん破損や欠損が激しいことも多いし、容易なことではないけれど」


    　だが彼女の仮説が正しいとすれば、現に絶滅したはずの竜族がいることへの説明がつく。


    「だとしたら、一体、誰だれがあいつを……？」


    「それは分からないわ。でも、月煌竜ムーンドラゴンを起源とする竜族となれば、そのクローンを生み出す価値なんていくらでもあるはずよ」


    「……」


    　彼女がなぜ記憶を失い、路地裏で独り彷徨さまよっていたのかは分からない。


    　もしかしたら、自分を作り出した組織から逃げ出してきたのか──


    「さっきはあんなふうに言ったけど、彼女は過去の記憶を思い出さない方がいいかもしれないわね」


    「……そうだな」


    　このことはとりあえず自分の胸の中だけに仕舞っておこう。そう決めて、龍りゆう之の介すけは医務室を後にした。


    「りゅーのすけ！　りゅーのすけ！」


    　言いつけ通りに待合室で待っていたルナが、ぶんぶんと手を振ってきた。ここ数日で、随ずい分ぶんと懐なつかれてしまったものだなと、龍之介は思わず苦笑する。


    　彼女の傍そばに神妙な顔つきをした七なな慧えもいた。どうやらルナから検査結果を聞いたらしい。


    「まさか、ルナちゃんが竜族だったなんて……」


    「どうだ！　すごいだろ！　どらごにゅーとだぞ、どらごにゅーと！」


    　そんなに気に入ったのか、ルナはまた無邪気に連呼している。


    　龍之介は少し強い口調で言い聞かせた。


    「いいか、ルナ。自分が竜族だってことは、外では絶対に言うなよ」


    「え？　どーしてだ？」


    「どうしてって……とにかく、ダメなものはダメだ」


    　何と説明していいのか分からず、結局、龍之介は強引に念を押した。


    「なんでだよー。まぁでも、りゅーのすけが言うなら、しょーがないな！」


    　悪態をつきつつも、ルナは一応、了解してくれた。


    　竜族が絶滅したのは、その血肉が魔術の触しよく媒ばいや、高位存在トラセンダーを召喚するための生いけ贄にえとして、高い効果を有していたからだ。


    　そのためもし悪意ある魔術師ウイザードや魔ま導どう教団にその存在が知られでもしたら、彼女は一生狙われ続ける羽目になるかもしれない。


    「あなたって、本当に昔から厄やつ介かいごとを抱え込む性質よね……」


    　そのことを察したのか、七なな慧えが心配してくれる。


    「もし何かあったらすぐに連絡してよ？」


    「なんだなんだ、りゅーのすけ？　どーしたんだ？」


    　ルナが不思議そうな顔をして見上げてきた。


    「なんでもねぇよ」


    「よくわかんないけど、心ぱいは、ごむよーだぞ！　いざとなったら、りゅーのすけはルナがまもってやるからな！」


    　ルナが自分の薄い胸を叩いて、そう宣言した。


    「なんで俺が子供のお前に護まもられなきゃなんねぇんだよ」


    　と突っ込んだものの、実際、ドラゴンと化した彼女の力は絶大だ。あの合成獣フンババと地獄犬ヘルハウンドをいとも容易たやすく仕留めてしまった光景を、龍りゆう之の介すけは戦せん慄りつとともに思い出す。


    　──確かに、俺の方が弱いかも……。


    　なんて物ぶつ騒そうな居い候そうろうを抱えてしまったのかと、嘆息する龍之介だった。


    



    



    　翌日、龍之介はルナを連れて一いち之の瀬せ蘭らん子この研究室へと向かっていた。


    〈ウェルキエル学園〉の大学院魔ま導どう工学研究科魔導機械学専攻に所属する彼女は、若くして魔導師ソーサリーの称号を戴いただいた第四階級の魔術師ウイザードだ。


    「へー、そいつ、すげーんだな」


    「ああ。この二挺ちようの魔導拳銃を作ってくれた先生でもあるしな。まぁ、人としては最低だけど」


    　ルナに彼女の説明を一通りしてから、龍之介は研究室の扉脇わきに設置されているインターフォンを鳴らした。すぐに返事が返ってくる。


    『誰だれが人としては最低だって？　真っ昼間から幼女を連れ回して大興奮御礼中の君にだけは言われたくないね』


    「おい、今のどうやって聞いてたんだよ？」


    『この学園の監視カメラは、すべてあたしの支配下にあるんでね』


    　どうやら勝手にハッキングしているらしい。


    　中に入ると、相変わらず汚きたない部屋だった。大量の作りかけの機械類に、空の弁当容器や服飾類が散乱している。


    「なんだか、におうぞ……」


    　ルナが顔を顰しかめたそのとき、大型の機械の陰からぬっと何かが現れた。


    　ホッケーマスクを被かぶった、高さ二メートルを超す武ぶ骨こつな機械人形──ジェー・ソンだ。


    　だが胸のところに、黒の油性ペンで大きく『２号』と書いてある。どうやら２号機らしい。


    　前回の１号機に襲われた経験から、思わず身構えた龍りゆう之の介すけだったが、ジェー・ソンは紅茶を載せたお盆を運んできただけだった。


    「執事ロボットにでも改造されたのか……？」


    　首を傾かしげる龍之介に、どうぞ、という感じでカップを手渡してくるジェー・ソン。


    　龍之介は思わず「悪ぃな」と言いつつ、カップを受け取ろうとして、シュコン！


    　突然、ジェー・ソンの口からノズルが出現。そこから濃緑色の液体が飛び、龍之介の足元を覆おおう。ルナが「なんだなんだ!?　口からつばがとんだぞ！」と叫んだ。


    　直後、ウィィィィン、という破壊的な音が研究室内に響ひびき渡った。


    「やっぱり前回と同じかよっ！　って、動けねぇ!?」


    　粘性の高い濃緑色の液体が、龍之介の足を床に接着させていた。お陰で身動きが取れない。


    　ならばと、龍之介は漆黒の覇王ブラツクダイナストを素早く抜いて発砲。頭を魔弾でぶち抜かれたジェー・ソンは、そのまま呆あつ気けなく後方に倒たおれ込んで沈黙した。


    「くそっ、無む駄だ弾だま使っちまったじゃねぇか……」


    　何とか足を床から引っぺがして、龍之介は嘆く。


    「君っ、銃を使うなんて卑ひ怯きようじゃないか！」


    　そんな頓とん珍ちん漢かんなことを言いながら、積み上げられた機械の後ろから白衣を着た女の子が出てきた。


    　彼女こそが一いち之の瀬せ蘭らん子こだった。見た目に反して、実年齢は二十五である。


    「やはり、もっと装甲を強化すべきだったようだね」


    「そんな馬ば鹿かなもん作ってる暇ひまがあったら、研究やれよ……」


    「何を言っているんだい。君を改造して、あたし専属の執事機械にするのが夢なんだ」


    「前回と言っていることが変わってるじゃねぇか。歌って踊れて戦える、魔都史上初のエンターテイメント系戦闘用改造人間バトルサイボーグにするんじゃなかったのかよ？」


    　龍之介はウンザリと息を吐はいた。


    「よく覚えているね。本当はなりたかったんじゃないのかい？」


    「んなわけねぇよ」


    「なんだか、かっこいいぞ！　ルナも、えんたーなんたらになりたい！」


    「ほう、君はなかなか見どころがあるな」


    　ルナが瞳ひとみを輝かがやかせて主張すると、蘭子はうんうんと頷うなずいた。


    「それはそうと、らんこ、とかゆーやつはどこにいるんだ？」


    「彼女が先生だよ。こう見えて、二十五歳だ」


    「えっ？」


    　ルナは目を瞬しばたたかせた。


    「ほんとか？　てっきり、ルナとおなじくらいかとおもったぞ！」


    「おい、ちょっと待て！　あたしのどこが君と同じくらいだ！　どこからどう見ても年上の美人お姉さんだろう!?」


    　珍めずらしく語気を荒らげる蘭らん子こ。だがルナはきっぱりと言った。


    「大人には、みえないぞ」


    「くっ……なんて失礼な子なんだ！　前言撤回だ！　君は全然まったくもって見る目がないな！　おい、君もなに笑っているんだ!?」


    　本気で憤ふん慨がいしている蘭子を見て、日頃の鬱うつ憤ぷんとばかりに龍りゆう之の介すけは全力で笑ってやった。


    「……で、一体全体、今日は何の用なんだい？　銃のメンテナンスはこの間してやったばかりだろう？」


    　すっかり機嫌を悪くしてしまった蘭子が、龍之介をじろりと睨にらんでくる。少し笑いすぎてしまったかもしれない。


    「実は、調べてほしいことがあるんだ」


    　眉まゆをひそめる蘭子に、ルナの手前、口頭での説明は避さけてメモを手渡した。


    「ふん、あたしは便利屋じゃないんだ」


    　とかなり嫌いやそうにしていた蘭子だったが、メモに視線を落とすと、不意に真剣な表情になった。じろじろとルナの顔を遠慮なく見回す。


    「ふぅん、なるほど。見た目だけでは分からないんだね」


    　どうやら興味を持ってくれたらしい。蘭子は「月煌竜ムーンドラゴン……竜族ドラゴニユートか……」と呟つぶやく。


    　専門である魔ま導どう機械以外にも、幅広い知識と関心を持っている彼女は、面白い出来事があれば自分から喰くいついてくる。自分勝手で意地悪な性格をしているが、上う手まく好奇心を刺激してやれば意外と与くみしやすいということを、龍之介は最近悟りつつあった。


    　彼女に頼んだのは、竜族を人工的に造り出しているような組織がないか、ということだった。独自の情報網を持つ蘭子ならば、怪しい組織の候補くらいは出てくるかもしれない。


    「……しばらく時間をくれたまえ」


    　そう言って、蘭子は研究室の奥へと引っ込んでいく。ぶっきら棒な口調だったが、その背中はとても嬉しそうだった。


    　伝説の月煌竜とか絶滅したはずの竜族とか、そういうのが好きなのである。


    「完全に子供じゃねぇか」
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    「そうか、マリンは、そのあいどるとかゆーものになりたいんだな？」


    「わわっ、こ、声が大きいよ～っ、ルナちゃんっ」


    「よくわからないけど、マリンならきっとなれるぞ！」


    「で、でも、あたし、あんまり自信がなくて……それに、外に出ることもできないし……」


    「だいじょーぶだ！　だって、あいどるはかわいいやつがなるんだろ？　それならマリンがなれないはずがないぞ！　こんなにかわいいんだからな！」


    「うぅ……そ、そんなにはっきり言われちゃうと、嬉しいけど恥はずかしいよぉ～」


    　絵本や玩おも具ちやなどが置いてある、小児科病棟のプレイルーム。


    　──俺、何やってんだろ？


    　そこで楽しげに会話する二人の幼女たちを見守っていた龍りゆう之の介すけは、場違いな自分に気付いて思わず自問してしまう。


    　カナデの妹であるマリンに会うため、龍之介は今日の講義をすべて受け終えた後、ルナとともに再び大学病院を訪れていた。


    「あれ、龍之介？　来てたんだー？」


    　明るい声に振り返ると、リュックを背負ったカナデがいた。「やっほー」と、手を振りながらこちらに歩いてくる。


    　ルナとマリンが仲良く遊んでいる様子を見て、彼女はにこやかに笑った。


    「ルナちゃん連れてきてくれたんだー。いやー、助かるよー。ここ数日さ、マリンったらルナちゃんは次いつ来るのかないつ来るのかなって、そればっかりでさー。よっぽど気が合っちゃったんだろーねー。なんだか、おねーちゃん、ちょっと嫉しつ妬としちゃうレベル」
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    「ルナもだ。マリンに会いたいってうるさくて仕方ねぇ」


    「それにしても、いいよねー」


    「何がだよ？」


    「かわゆい幼女たちが、キャッキャウフフとじゃれ合ってるとこに決まってんでしょー？　あんたがついガン見しちゃうのも分かるわー。あ、写メ撮っとこ」


    　カナデが携帯カメラで二人の少女の盗撮を始める。


    　お前と一いつ緒しよにすんな、と反論しながら、ふと龍りゆう之の介すけは違和感を覚えた。


    「カナデ、お前、その腕どうしたんだ？」


    「え？」


    「なんつーか、動きが不自然じゃないか？」


    　龍之介の指摘に、カナデは驚いたようにしばし目を瞠みはってから、


    「鋭するどいねー、あんた。あははー、ちょっと怪け我がしちゃってさー。任務中にしくじっちゃって」


    　てへへ、と頭を掻かくカナデ。


    「まぁでも大した怪我じゃないし、あたしは接近戦タイプじゃないから、ぜんっぜん問題ないんだけどねー」


    　言いつつ、カナデは携帯を龍之介の方へと向けてシャッターを切った。


    「って、おいっ、何で俺の顔を撮ってんだよ？」


    「えー、いいじゃん別にー。あーでも、あんたの不幸顔のデータが入ってたら、あたしにも不幸が感う染つっちゃう？　うっわー、消去消去っ！」


    「それはそれで失礼だろーが」


    　そんな益やく体たいもないやり取りをしてから、カナデは持ってきたリュックをマリンに見せて、「病室に置いておくねー」と伝えた。どうやら、入院生活に必要なものを詰め込んで持ってきたらしい。


    「じゃー、可か愛わいい可愛いマリンたん。おねーちゃんは、仕事があるのでこれにておさらばっ」


    「うん、頑張ってね、お姉ちゃん」


    　カナデが忙せわしなく去っていく。


    　──そろそろ俺たちも帰るか。


    　そう思ってルナに声をかけようとしたとき、ふと、あることに気付いた。


    　笑顔で姉を見送っていたマリンだったが、カナデの姿が廊下の向こうに消えるなり、その表情を寂しそうに翳かげらせたのだ。病人とは思えないくらい明るい普段の彼女からは、あまり想像できない顔色の変化だった。


    「なぁなぁ、あいどるって、なにをするんだ？」


    「え？　あ、そうだね、アイドルっていうのはねっ──」


    　しかしルナが声をかけると、マリンは再び笑顔を取り戻す。


    「そうか！　あいどるは、うたって、おどれるのか！　ばとるさいぼーぐだな！」


    「ばとる、さいぼーぐ……？」


    「なにか、うたってみてほしいぞ！」


    「えー、恥はずかしいよ～」


    「だいじょーぶだ！　りゅーのすけが手をたたいて、もりあげてくれるぞ！」


    「ほんとっ？」


    「何で俺なんだよ……」


    　──ま、今日は特に予定もねぇし、もう少しいてやるか。


    　龍りゆう之の介すけはそう思い直した。


    



    　　　　　　３


    



    　病院構内を連れだって歩く少年と少女を、病棟の屋上から見詰めている人影があった。


    　黄色いドレスを着た若い女性だ。病院という場所において、明らかに場違いな格好だった。


    「……」


    　彼女は無言のまま頷うなずいた。その動作だけで言いたいことを察して、隣となりにいた人物が口元に薄い笑みを浮かべる。タキシードを着た男だ。


    「どうやら間違いないようだネ。それにしても、なんて幸運だろうカ。先日の襲しゆう撃げきの際に取り逃がしてしまったときは、どうしようかと思ったけれド……。これはきっと、我らが神のお導きだヨ」


    　二人の首には、同じものがぶら下がっていた。恐らく何かのシンボルだろう、車輪に似た装身具の付いたペンダントだ。


    　タキシードの男がそれを掴つかみ、僅わずかに持ち上げて祈るように呟つぶやいた。


    「我らが神アドラメレクに栄光あれ」


    



    　　　　　　４


    



    　病院を後にした龍之介たちは、真まっ直すぐ自宅兼事務所へと戻ってきた。


    　随ずい分ぶんと長居してしまったため、すでに日が暮れかかっている時刻だ。もっとも地下のため、日が出ていようが沈んでいようが関係ないのだが。


    　玄関に入ると、先日拾ったばかりの子猫たちが駆け寄ってきた。当初はかなり衰弱していたが、もうすっかり元気になっていた。


    「こら、あんまり急ぐと落っこちるにゃ！」


    　アルンが追い駆けてくる。案の定、子猫の一匹がフローリングの床で滑って止まり切れず、段差から落下しかけた。


    　すかさずキャッチした龍りゆう之の介すけは、顔の高さまで持ち上げてニャアニャア鳴く子猫を見る。


    「うーん……こいつは確か……みるく、だったっけ？」


    「そいつは〝ゆき〟だぞ！」


    　ルナが訂正する。


    「〝みるく〟はこっちだ！　で、そっちは〝わたぐも〟だ！」


    　三匹とも真っ白い猫なので見分けがつきにくいが、ルナはすらすらと言い当ててしまった。子猫たちが、大正解、とばかりにニャーと鳴いた。


    「元気になったのはいいけど、あんまり腕わん白ぱくなのには困ったものにゃ」


    　アルンが器用に三匹を同時に咥くわえて、リビングへと運んでいく。ブツクサ言いつつも、何だかんだで子猫たちの世話役をしっかりやってくれていた。


    「遅かったな、御主人」


    「ああ、ちょっと病院に寄ってたんだ」


    　声をかけてくるシャルに応じつつリビングに入ると、美お味いしそうなにおいが漂ってきた。


    　家主の帰宅に合わせて、タロウが料理を始めたのだ。


    　そこへ雪男イエテイのユキオがのっそりと現れた。ソファに座って、大人しくご飯ができるのを待っている。


    　そんな彼の様子を、じぃっと観察していたルナだったが、やがて何を思ったか抜き足差し足で近付いていき、


    「えい！」


    　という掛け声とともに、いきなりユキオの腰に抱き付いた。一瞬、ビクッと身を震ふるわせたユキオだったが、ルナを振り解ほどいたりはしなかった。


    「すごいすごい！　おもった以上に、もっふもふだぞ！　もふもふは正ぎ！」


    　ユキオのお腹なかの辺りの体毛に顔をうずめ、驚嘆するルナ。ユキオは無言のままだったが、どことなく、くすぐったそうにも見えた。


    「へい、おまち」


    　そこへタロウの節約料理が出てくる。龍之介とルナ、タロウ、ユキオ以外は専用のフードだが、みんなで一いつ緒しよに食卓を囲んだ。


    　ユキオがあっという間に白米を食べつくし、さっと空からのお茶碗をタロウに差し出す。タロウはひょいとそれを受け取って、しゃもじで白飯を盛り直した。


    「やっぱり、タローのごはんはうまいぞ！　おかわり！」


    　口元にご飯粒を付けたルナが、負けじと空になったお茶碗を掲げた。


    「うむ、やはり費用対効果で考えれば、ロイヤルワン社のものが一番だな」


    　シャルは満足げにドッグフードを頬ほお張ばっている。


    「お前たちにはまだ早いにゃ！　こっちのミルクで我慢するにゃ！」


    「にゃー」「にゃー」「にゃー」


    　アルンがキャットフードを取り上げると、子猫たちが非難の合唱を響ひびかせた。ナナとクロイも「ほーほー」「カァカァ」と鳴き出した。どうやら餌えさが足りなかったようだ。


    　──ったく、騒がしいな。


    　そう思いつつも、龍りゆう之の介すけは思わず口元を綻ほころばせてしまう。


    　一家団だん欒らん。そんな言葉が相応ふさわしい光景だった。


    　そのとき、龍之介のポケットの中で音が鳴った。


    　取り出したのは民間騎士証だ。


    　民間騎士協会から発行されているこれは、クラウド型の電子手帳となっており、民間騎士コントラクターの活動に必要な様々なサービスを利用することができる。これが、パソコンも携帯電話も持っていない龍之介が保持する唯ゆい一いつのＩＴ機器だった。


    　電話サービスに蘭らん子こからの着信だ。


    　念のためルナに聞かれないよう、イヤホンを装着する。


    『どうだい、幼女使い魔との幼女ライフは？　幼女エンジョイしてるかい？』


    　開口一番、からかってくる。こういうつまらないことを楽しそうに言ってくるときは、比較的機嫌がいいときだ。


    「んな前置きはいいから。どうしたんだ？　もしかして何か分かったのか？」


    『ああ。君の幼女使い魔が作られたと思われる場所が判明した』


    「ほんとうか？　しかし早いな……」


    　依頼してからまだ数日しか経っていない。情報屋業でも食っていけるのではないだろうか。


    『それほど難しいことではないさ。そもそも、クローン作製には高度な魔ま導どう技術が必要だ。そんなことができるところなんて、最初から限られているからね』


    　言って、蘭子はチャット機能でＵＲＬを送信してきた。


    　アドレスを開くと、とある企業のＨＰが表示される。


    「……聞いたことがある企業だな」


    『人工生命ホムンクルスを製造している企業として有名だね。第十三区にある遊ゆう郭かくの娼婦なんかは、ほとんどがここの製品だ。どうやらその技術を転用して、最近は様々な幻想生物のクローンを作製する技術の開発にも乗り出していたらしい』


    　ＨＰを見ていくと、幻想生物のクローン作製に成功したという事例が、幾いくつか写真付きで紹介されていた。


    「これは……違法じゃないのか？」


    『一部の狂信的な魔導教団が、生命倫理がどーたらと根強く反対しているが、違法ではないよ。幻想生物ならね。禁止されているのは、人間と指定された亜人種のみ。残念なことに、すでに絶滅したとされている竜族ドラゴニユートはその中に入っていない』


    「……」


    「もういっぱい、おかわりだ！」


    　美お味いしそうにご飯を頬ほお張ばっているルナを見て、龍りゆう之の介すけは居いたたまれない気持ちになる。


    　彼女は本来、存在しているはずのない存在なのだ。


    　竜族が法的に保護されていない以上、その企業を罪に問うこともできないだろう。それに彼らを裁いたところで、ルナの置かれた状況を改善することになるとも思えない。


    　唯ゆい一いつの救いは、彼女が今この場所を、自分の居場所だと思ってくれていることだった。


    　龍之介はルナに聞こえないよう声を潜ひそめ、蘭らん子ことの通話を続ける。


    「けど合法だとすれば、クローン技術ってのは他のところでも扱われているんだろ？　なんでこの企業だと特定することができたんだ？」


    『頭の残念な君にしてはいい質問だ。実は、君がその子と出会ったという日から、二日ほど前。その企業の研究施設が、何者かに襲しゆう撃げきを受けたようなんだ』


    「襲撃……？」


    　不穏な単語に、龍之介は眉まゆをひそめた。


    『その襲撃の直後、白い竜のようなものが横切る瞬間を映した監視カメラのデータが残っていたことが、特定に至った一番の要因だね』


    「つまり、ルナはその襲撃のドサクサに紛まぎれて施設を逃げ出したってことか？」


    『その可能性は高いだろうね』


    「……御主人」


    　そのとき突然、食事を終えて横になっていたシャルが顔を跳ね上げた。


    　警戒の瞳ひとみで玄関の方を見ている。他の使い魔たちも何かを察したのか、息を潜めた。ルナと子猫たちだけが「なんだなんだ、どーした？」「にゃー？」と首を傾かしげている。


    「龍之介、誰だれか来たみたいにゃ」


    「……宅配便、って雰ふん囲い気きじゃなさそうだな。すまねぇ、先生。助かったよ。いや、分かってるって、ちゃんと謝礼はするから。え？　幼女と一いつ緒しよにお風ふ呂ろ？　うるせぇ切るぞ」


    　蘭子との通話を強制終了し、龍之介は立ち上がった。


    　いつものロングコートを纏まとい、二挺ちようの魔ま導どう拳銃をホルスターに仕舞う。念のため予備の弾倉シリンダーの他、ナンバリング付きの特殊魔弾オリジナルブレツトも幾いくつかポケットの中へと突っ込んだ。


    　廊下へと出たところで、突然、インターフォンが鳴る。ユキオが怖がって奥の部屋へと逃げ込んだ。


    　──研究施設が何者かに襲撃を受けた、か。


    　先ほどの蘭子の報告が脳裏を過よぎる。


    　もしその襲しゆう撃げきの目的が、竜族ドラゴニユートであるルナだったとしたら……。


    「りゅーのすけ、きゃくか？」


    　緊きん迫ぱくした空気を察してか、不安気な顔で訊きいてくるルナ。不意に嫌いやな予感がして、龍りゆう之の介すけはリビングから出てこようとしている使い魔たちに向かって叫んだ。


    「みんな、下がれ！」


    　直後、破壊音とともに玄関の扉が吹き飛んだ。こちらへと飛来してきたそれを、龍之介は足の裏で蹴けり飛ばすようにして弾はじき返す。扉は廊下に落下して派手な音を立てた。


    「お邪じや魔ましますヨ」


    　丸いサングラスをかけ、タキシードに身を包んだ金髪の男が、悠々と玄関から入ってくる。その異質な格好だけではない。どこか異常さを孕はらんだその存在感は、並の魔術師ウイザードではないことを龍之介に直感させた。


    　だがそれ以上に、憤いきどおりが先に立った。


    「てめぇ、なに人んちのドアぶっ壊してくれてんだよ!?」


    「それはどうも失礼いたしましタ。謹つつしんでお詫わびを申し上げまス」


    　ややイントネーションのおかしな日本語でそう言って、男が丁てい寧ねいに頭を下げてくる。


    「んなことより、ちゃんと弁償してくれんだろうな!?　うちには修しゆ繕うぜん費ひを出す余裕なんてねぇぞ!?」


    「龍之介っ、落ち着くにゃ！」


    　声を荒らげる龍之介を、アルンが宥なだめてくる。それで何とか冷静さを取り戻して、龍之介は闖ちん入にゆう者しやを睨にらみ付けた。よく見ると、首にペンダントを提さげている。そこにぶら下がっているのは、車輪のような装身具だ。


    「……何者だ、あんた？」


    「その女の子を渡してもらおうかナ」


    　龍之介の誰すい何かには応じず、男は廊下に顔だけ出しているルナを指して、そう告げた。


    「どういうことだ？　こいつは俺の妹、普通の人間だぞ？」


    「誤ご魔ま化かしても無む駄だですヨ。その子が竜族であることはすでに調べがついていまス」


    　案の定、狙いはルナのようだ。だが龍之介はあえてしらばっくれた。


    「竜族？　何のことだ？　……いずれにしても、誰だれがあんたなんかに渡すかよ。それ以上、踏み込んでみやがれ。撃つぞ？」


    　漆黒の覇王ブラツクダイナストの照準を男の眉み間けんへと合わせる。


    　だが男に動じる気配はない。それどころか、その手に音もなく長い棒状のもの──指揮棒を出現させた。魔導具ウオンドだ。


    「……随ずい分ぶんと手荒いじゃねぇか」


    　交戦も辞さないという男の意思表示に、龍之介も戦う覚悟を固める。


    「アルン、子猫と一いつ緒しよに地下に隠れてるんだ。このままだと巻き添えを食っちまう」


    「わ、わかったにゃ！」


    　アルンが三匹の子猫を咥くわえ、慌あわてて退たい避ひしていく。


    「できれば、やり合うなら外にしてほしいんだけどな？」


    　期待せずそう提案してみるが、男に耳を傾ける様子はない。玄関に土足で上がってきた。


    「ちゃんと忠告はしたぜ！」


    　龍りゆう之の介すけは男の眉み間けんに照準を合わせたまま、トリガーを引き絞った。


    　音もなく打ち出された魔弾が、一直線に男の額ひたいを穿うがつ──


    　だが魔弾は男の脇わきを逸それ、近くの壁に弾だん痕こんが刻まれた。


    　龍之介は我が目を疑う。この距離で外すわけがない。それに途中までは、確実に男の頭部を撃ち抜く弾道だったはずだ。


    「弾丸が曲がった……？」


    　一瞬、そう見えた。驚きよう愕がくする龍之介に、タキシードの男は口元に笑みを刻んだ。


    「残念でしタ。私にそれは当たらないヨ」


    「くそっ」


    　龍之介は連続でトリガーを引いた。計五発の魔弾が、男の胸、両肩、両足へと跳ぶ。


    　だがそれもすべて逸れ、あらぬ場所を穿った。


    　その間、男は悠々と前進し、爪つま先さきで先ほど破壊された玄関の扉を軽く蹴ける。


    「──ッ!?」


    　爪先を僅わずかに当てただけだというのに、尋常ではない速度で扉が迫ってきた。龍之介は咄とつ嗟さにルナを抱えてリビングに飛び込み、それを回かい避ひ。廊下の奥で耳みみ障ざわりな激突音が響ひびいた。


    「くそっ！　これ以上、家を破壊するんじゃねぇよ！」


    　男がリビングへと踏み込んでくる。


    　魔弾を再さい装そう填てんした龍之介は、さらに連続で発砲。だが掠かすりさえもしない。


    「ウォン！」


    　そのときシャルがソファの陰から飛び出し、男目がけて疾しつ駆くした。


    　指揮棒が躍る。狼犬ウルフドツグの前脚が男を捉とらえるその寸前、近くのテーブルが弾はじかれたように飛び、横合いからシャルの胴体に激突した。ぎゃんと鳴き声を上げ、シャルは廊下の方へと吹き飛ぶ。


    「シャル！」


    　だが、彼のお陰で龍之介は男の扱う魔術の正体を察した。


    「……物体操作オブジエクトオペレーシヨンかっ！」


    「ご明察でス。ですが分かったところで、どうにもできませんヨ」


    　再び指揮棒が躍った。


    　キッチンにある食器棚がひとりでに開き、皿やナイフ、フォークなどが次々と襲い掛かってきた。さらに包丁やフライパンなどの調理器具も飛んでくる。ナナとクロイは宙を舞って逃げたが、龍りゆう之の介すけが躱かわすと背後のルナとタロウが危ない。


    　龍之介はそのすべてを両手で打ち払った。フォークが刺さって拳こぶしから血が出たが、大した怪け我がではない。だがそのとき、ルナが叫んだ。


    「りゅーのすけっ！　うしろだっ！」


    「っ!?」


    「ウキィッ！」


    　背後から龍之介の首筋に突き立てられようとした包丁を、タロウが跳躍して撃ち落とした。


    「タロウ、助かった！」


    「何のこれしき」


    　そうカッコよく応じたタロウだったが、直後に飛来してきた土鍋が激突。衝撃で吹き飛んだタロウは、壁に強したたかに叩き付けられる。


    「カァカァ！」


    　仲間をやられて怒りの鳴き声を上げながら、鴉からすのクロイが分身して男に襲い掛かった。


    　だが男の周囲をソファなどの大型の家具が旋せん廻かい。十羽を超すクロイがまとめて薙なぎ払われてしまう。分裂が解け、本体は冷蔵庫にぶつかった。


    「ホーホーッ！」


    　白しろ梟ふくろうのナナが魔術の矢を打ち出した。だがそれも家具で防がれる。飛来した花瓶の直撃を受け、彼女は気絶して床に落下。


    「なかなか生きのいい使い魔を飼っているじゃないカ」


    「この野郎ッ！」


    　龍之介は怒りに任せて魔弾を連射。だがやはり男には当たらない。


    　どうすれば、と焦しよう燥そうが募つのる。


    　そのとき、ふと頭の片隅に疑問が浮かんだ。


    　──待てよ？　こいつは何で跳び掛かってきたシャルを、わざわざ家具で防いだんだ？　それに、クロイやナナの攻撃も……。


    　ふぅ、と気持ちを落ち着けるように、龍之介は大きく息を吐はいた。


    「わかったぜ。あんたの魔術の弱点」


    「ほウ？」


    　龍之介は地面を蹴けった。絨じゆう毯たんの上を駆け抜け、一気に男との距離を詰める。


    　飛んできたソファを掻かい潜くぐって、勢いそのままに強烈な拳を繰り出した。


    　拳が頬ほおを捉とらえて男の矮わい躯くが飛び、散乱した食器類の上に頭から突っ込む。


    　ルナが歓声を上げた。


    「おおっ、すごいぞ、りゅーのすけっ！」


    「あんたの物体操作オブジエクトオペレーシヨンは、生き物や魔術で生み出されたものには使えねぇ」


    　龍りゆう之の介すけは看破する。


    　だから家具を利用して、使い魔たちの攻撃を防いだのだ。一方で、魔弾は推進力そのものは魔力だが、弾たま自体は物質だ。


    「つまり、銃弾は逸そらすことができても、拳こぶしを逸らすことはできねぇんだよ」


    　龍之介は拳銃をホルスターに収めながら、反撃を宣言する。物体操作は厄やつ介かいだが、この部屋にある家具程度ならば飛んできても対処できるだろう。


    「ふ、ふふフ……」


    　唇くちびるから垂れた血を手の甲で拭ぬぐいながら、タキシードの男が立ち上がる。ずれたサングラスの位置を人差し指で調節した。


    「なるほどネ。思っていたより、観察眼があるようだヨ」


    　見抜かれたにもかかわらず、男は余裕の態度を崩さない。


    「だけど、果たして接近戦デ、私に勝てるかナ？」


    　そう不敵に笑った直後、男の口が大きく裂けた。


    「なっ!?」


    　驚きよう愕がくする龍之介の目の前で、男の全身を髪の色と同じ、くすんだ金色の体毛が覆おおっていく。


    　鼻頭が突き出し、裂けた口に牙きばが生え揃そろい、細かった四し肢しが一回りも二回りも太くなった。


    「ワオォ───ンッ！」


    　獣の咆ほう哮こう。目の前に現れたのは、二足歩行の金色の狼おおかみだ。伸縮性のある素材でできているのか、タキシードを着たままだった。


    「まさか、人狼ウエアウルフだったのかッ……」


    「いかにモ」


    　短く応じ、人狼が床を蹴けった。先ほどのお返しとばかりに、龍之介の倍以上はある拳が凄すさまじい速度で放たれる。


    　反射的に腕でガードするも、龍之介は耐え切れずに吹き飛んだ。壁に叩き付けられ、肺はい腑ふから無理やり息が吐はき出される。


    「が、くそ……げほっ」


    「りゅ、りゅーのすけっ……」


    「下がってろ、ルナ！」


    　真まっ直すぐ突進してきた人狼を横転して躱かわし、龍之介は三角飛びの要領で壁を蹴って宙を舞った。落下の勢いを味方に付け、人狼の頭部目がけて踵かかと落としを繰り出す。


    「軽いネ」


    　だが、人狼はそれを右腕一本で易やす々やすと受け止めた。そこから予備動作なしに打ち出される上段蹴り。脇わき腹ばらにまともに喰くらい、龍之介は再び吹き飛ばされる。


    「人間が人狼ウエアウルフに、徒と手しゆ空くう拳けんデ、敵かなうわけがなイ」


    　追撃がくる。龍りゆう之の介すけは鋭するどい爪そう撃げきを辛からくも避さけ、落ちていた包丁を投とう擲てき。だが人狼がそれを物体操作オブジエクトオペレーシヨンで反転させた。こちらの喉のど首くび目がけて包丁が迫る。


    　拳こぶしを薙ないで弾はじき飛ばすと、その瞬間を狙って、踏み込みと同時に回し蹴げりが放たれる。龍之介は素早く身を反転。足爪で腹部に浅い傷を刻まれながらも、間一髪で躱かわした。


    「どうしましタ？　先ほどの威勢はどこにいきましたカ？」


    「くっ……」


    　間断なく繰り出される鋭く重い攻撃に、対処するだけで精一杯。


    　攻撃に回れない。


    　──身体能力が違いすぎる……っ。


    「ちょこまかと、鬱うつ陶とうしいですネ」


    　人狼が呟つぶやくと同時、龍之介の周囲で家具や調度品が一斉に浮き上がった。物体操作の魔術。


    　──逃げ道を塞ふさがれた……っ！


    　あの身体能力に加えて、これだけの数の物体を一度に操作する魔術。厄やつ介かいにもほどがある。


    　だが、こちらは一人ではない。


    　龍之介はアイコンタクトをしながら、再び漆黒の覇王ブラツクダイナストを抜いた。


    「またそれですカ？　効かないと分かったというのに、芸がないですネ。いい加減、無む駄だな抵抗は止やめて、彼女を渡していただきたいのですガ？」


    「お断りだ！　アクティベーション──《爆鴉バーストクロウ》！」


    「ッ？」


    　音声に応じて、秘ひそかに装そう填てんしていたＢ─06弾が起動する。


    　さらにトリガーを引く直前、息を潜ひそめていたユキオとシャルが、リビングへと飛び込んできた。ユキオは倒たおれたタロウ、クロイ、ナナを回収して奥の部屋へと走り去り、シャルはルナを押し倒した。


    「ふぎゃんっ？」


    　ルナが上げた悲鳴を掻かき消して、部屋の中で激しい爆発が巻き起こった。


    　窓が爆風に耐え切れずに破砕し、電灯が割れる。家具や食器が吹き飛んだ。被害は甚じん大だいだ。


    　──ああこれ絶対、修理代やべぇだろ！


    　発動と同時に倒れた箪たん笥すの陰に身を伏せていた龍之介は、爆発が収まるなりルナを抱え、割れた窓から庭へと飛び出した。


    　テーブルを盾たてに爆発の直撃を避さけていた人狼が、後を追って庭へと出てこようとする。


    「アクティベーション──《雷獅子サンダーレオ》！」


    　すかさず魔術プログラム《雷獅子》を発動。Ｂ─12弾が生み出した紫電の獅し子しが、人狼を呑のみ込んで弾けた。雷鳴が轟とどろき、衝撃の余波が一帯を駆け抜ける。


    　龍りゆう之の介すけはルナを背中に負ぶって塀へいを乗り越えた。シャルが塀を飛び越えて付いてくる。


    「ルナ、あいつの目的はお前だ！　見覚えはあるか!?」


    「な、ないぞ！　も、もしかして、あいつはルナのからだ目あてのへんたいなのか……？」


    「そういう意味じゃねぇ！」


    　彼女を背負ったまま、〈幽霊街ゴーストタウン〉を駆ける。あれでくたばってくれた可能性は低い。追われれば、逃げ切る自信は無かった。


    《韋駄天ランナーズハイ》を発動するＳ─17弾を持っていないのが悔やまれる。しかも突然の襲しゆう撃げきのせいで他の装備も心こころ許もとない。


    　人狼ウエアウルフに魔弾は通じない。頼みの特殊魔弾オリジナルブレツトは、《爆鴉バーストクロウ》のＢ─06弾が二発、雹燕ヘイルスワロウのＢ─09弾が一発、そして蜘蛛の糸スパイダーシルクのＳ─04弾が二発と、僅わずか数発のみだ。


    「りゅーのすけっ、ルナが……」


    「分かってる。けど、〈幽霊街〉と言っても住民がいないわけじゃねぇ」


    　目撃される危険性を、できる限り少なくしたかった。


    「……どこかに広くて誰だれもいない場所があれば……」


    



    



    「逃がしてしまいましたカ」
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    　焼け焦こげたソファや箪たん笥すを押し退のけ、人狼ウエアウルフはゆっくりと立ち上がった。


    　紫電の獅し子しが迫りくる直前、家具の防壁を作って身を護まもったのだ。


    「まさか、あんな弾たまを隠し持っていたなんてネ。やはり一人だけで十分と油断したのは、間違いでしたカ」


    「……」


    　破壊されたリビングに、ドレスを着た女性が入ってきた。喉頭を失い、言葉を発することのできない彼女は相変わらず無言だが、何か言いたそうにしている。


    「いえ、問題はありませんヨ」


    　眼球のない人狼はそれを聴覚だけで察して、応じた。


    「彼のにおいは覚えていまス。すぐに後を追いますヨ」


    



    　　　　　　５


    



    　龍りゆう之の介すけがルナ、シャルとともに辿たどり着いたのは、〈幽霊街ゴーストタウン〉に隣りん接せつする第十一区地下層のＥエリア──複層共同霊園〈黄よ泉み〉だった。


    〈黄泉〉は地下層から地上、そして空中層までを貫つらぬく巨大な霊園だ。


    　数千万とも言われる墓が存在し、毎日のように大勢の人たちがお墓参りに訪れる。


    　だが下層にある墓はどれも古く、誰だれが眠っているのかも定かではないものばかりだ。管理する者もおらず、完全に放置されていた。年月を感じさせる墓石は、もうほとんど戒かい名みようを読み取ることができないほど風化し、苔こけがびっしりと生えている。


    　雑草が生い茂った下層墓地の中心で、二人と一匹は立ち止まった。


    　地下のため月明かりもなければ、街灯もない。遥はるか昔に着火されたと思おぼしき永久蝋ろう燭そくがぽつぽつと点在しており、それだけが唯ゆい一いつの光源だ。


    　シャルが最初に気配に気が付いた。


    「御主人」


    「……来たか」


    　金色の人狼が暗闇の奥から姿を現す。


    「これは、なかなか良い死に場所を選ばれましたネ」


    「ああ、お前のために素す敵てきな墓場を用意してやったぜ」


    　裂けた口でこちらを嘲あざ笑わらう人狼にそう返してから、龍之介は隣となりにいる少女に声をかけた。


    「ルナ、ここならいいぞ」


    「りょーかいだ、りゅーのすけ！　まかせとけ！」


    　力強く応じて、ルナが素早く服を脱ぎ捨てて真っ裸になった。


    「おい、何で脱ぐ!?」


    「そーしないと、ふくがもったいないぞ！」


    　直後、少女の小柄な身体からだが変へん貌ぼうを遂げた。


    　オオオオオッ！　衝撃波じみた咆ほう哮こうを上げて出現したのは、白いドラゴンだ。淡く発光する幻想的な巨体が墓所の中心で屹きつ立りつする。


    「りゅーのすけは、ルナがまもってやるぞ！」


    　ルナは挨あい拶さつ代わりとばかりに、口こう腔こうから白い光線を吐はき出した。


    　刹せつ那なの閃せん光こう。周囲一帯の墓石を一瞬にして薙なぎ払った。


    　直撃すれば一ひと溜たまりもない威力の一撃に、さすがの人狼ウエアウルフも息を呑のむ。


    「これが、ドラゴンの力……。なるほど、この場所を選んだのは、その圧倒的な破壊力を存分に発揮できるからというわけですカ」


    「そういうことだ。それと、あまりこの姿を人目には晒さらしたくなかったんだよ」


    　そう明かしながら、龍りゆう之の介すけは奥歯を噛かみ締しめていた。


    　竜族ドラゴニユートとはいえ、子供の力に頼たよらざるを得ないことに、己の無力さを痛感させられる。


    「こんどは、あてるぞ！」


    　ルナが宣言する。だが人狼は口端に笑みを刻んだ。


    「あらかじめ、対策を練っていないとでも思いましたカ？」


    「─────────」


    　不意に、どこからともなく美しい音色が聞こえてきた。


    「……なんだ、この音は？」


    　墓所の暗く重苦しい空気を掃はらうような、ゆったりとした不思議なメロディーだった。


    「あれっ……？」


    　突然、ルナがよろめいた。巨体が傾かしいで龍之介の方へと倒たおれてきそうになったが、危うく持ち直す。


    「おい、どうしたんだよ、ルナっ？」


    「な、なんか、へんだぞ……」


    　首をフラフラさせながら、ルナが呻うめく。見ると、瞼まぶたが落ちかけていた。


    「御主人、もう一人いるぞ！」


    　シャルが咆ほえる。存在を看破され、墓石の陰から場違いなドレス姿の女が現れた。年は二十代の後半ほどか。首には人狼と同じペンダントを提さげている。


    　木管楽器フルートを吹いていた。


    「まさか……」


    「睡眠を促す音色だヨ。ドラゴンと言っても、まだ子供。眠気には勝てないようだネ」


    「も、もう、がまん、できない……」


    　ルナへと照準を合わせた指向性の音色が、彼女の首を地面へと沈ませる。そのまま元の小さな身体からだへと戻ってしまった。


    「くそっ！　ルナ、起きろ！」


    　耳元で怒ど鳴なっても、目を覚ます気配はまるでない。仕方なく龍りゆう之の介すけは彼女を担かつぎ上げた。


    　人狼ウエアウルフを睨にらみ付けながら、漆黒の覇王ブラツクダイナストの銃口を向ける。


    　通常の魔弾は効果がない。果たして、限られた特殊魔弾オリジナルブレツトだけで切り抜けられるか……。


    　頭をフル回転させて戦略を練る龍之介だったが、それを嘲あざ笑わらうかのように、周囲の墓石が一斉に浮き上がった。龍之介は愕がく然ぜんと目を瞠みはる。


    「なっ……どれだけの重量があると思ってんだよっ……？」


    　その数は、視界に入るだけでも数百にも上った。その一つ一つの墓石は、小さいものでも百キロはあるだろう。それを同時に操作するなど、並の魔術師ウイザードでは不可能だ。


    　高位魔術師にも匹敵する、底が見えない魔力量。


    　戦せん慄りつする龍之介に、無数の墓石が砲弾と化して怒ど濤とうのごとく襲いくる。


    「シャル！　お前は別方向から逃げろ！」


    「御主人ッ!?」


    　龍之介はルナを抱えたまま全力で逃走を図った。


    　すぐ背後で、墓石が次々と地面に叩き付けられていく。土が抉えぐれ、崩れた石が四散し、土煙が舞い上がった。


    「逃がしはしませんヨ」


    「っ！」


    　前方に墓石が落ちた。慌あわてて急停止したその瞬間、横合いから凄すさまじい衝撃が叩き付けられ、龍之介は呆あつ気けなく吹き飛ばされた。


    　起き上がる余裕もなく、容よう赦しやなく降り注いでくる墓石の雨。


    　土つち塗まみれになりながら転がって躱かわすも、そのうちの幾いくつかに身体を殴おう打だされて、衝撃と激痛のコンボに蹂じゆう躙りんされる。


    　気付けば周囲一帯は墓石の山だ。これがお前の墓場だとばかりに、逃げようとする龍之介の行く手を阻はばむ。


    「アクティベーション──《爆鴉バーストクロウ》！」


    　落下してくる墓石を爆発で強引に留めながら、龍之介は石の間かん隙げきを縫ぬって走った。残っていたＢ─06弾二発をすぐに使い尽くしてしまう。


    　どうにか積み上がった墓石を抜けたときには、全身打だ撲ぼくでボロボロだった。


    　一時的に墓石の雨は止やんだが、女の笛の音色は続いている。これだけ激しい衝撃に晒さらされながらも、ルナはまるで目を覚ます気配がない。


    「正直、計画のためにその子は死体でも構わないんですヨ。その身体さえあればネ」


    「──っ！」


    　遠くから近付いてきているソレを発見して、龍りゆう之の介すけは愕がく然ぜんとした。


    　二十トン以上はあろうかという巨大な墓石。それが宙を浮遊してこちらへとやってくる。


    「うそ、だろ……？」


    　内出血した足が痛む。ルナを抱えたまま、あれを回かい避ひするのは不可能だ。


    　戦せん慄りつする龍之介へ、人狼ウエアウルフは隕いん石せきじみた墓石を降下させてきた。


    「御主人ッ！」


    　突然、龍之介は物もの凄すごい強さで襟えり首くびを引っ張られた。そのまま宙を舞い、墓石の落下地点から辛からくも離脱する。


    　龍之介を救ってくれたのは、体高二メートルもの大きさに巨大化したシャルだった。


    　それが彼の魔術だ。だが生まれつき体内の魔術回路に異常を持つ彼は、長時間この状態を維持し続けることはできない。


    　それでも彼は、主人のために咆ほえた。


    「今のうちに逃げろ御主人ッ！　早くッ！」


    　そして人狼に飛び掛かっていく。人狼は素早く後退しながら、周囲の墓石を次々とシャルにぶつけていった。墓石の豪雨に晒さらされながらも、シャルは主人が逃げる時間を稼かせごうと、一いつ気き呵か成せいに人狼を攻め立てる。


    「シャル……っ！　くそっ！」


    　龍之介は後ろ髪を引かれる思いを振り切って、走った。


    　上層へと繋つながる階段があった。ルナを肩に乗せ、螺ら旋せん状のそれを駆け上がる。息が切れそうになるが、意志の力で強引に捻ねじ伏せて速度を緩ゆるめない。


    　このままいったん、人の多いところまで出て──


    「逃がさないと言ったはずですヨ」


    「……っ！」


    　ぞっと背中に寒気が走る。振り返ると、空飛ぶ石の上に人狼とドレスの女の姿があった。


    　物体操作オブジエクトオペレーシヨンで墓石を浮遊させ、その上に乗ってこちらを追ってきているのだ。


    　シャルはどうなったのか。胸中を不安が掠かすめるが、今はとにかく逃げることが先決だ。


    　しかし墓石は龍之介の頭上を軽々と追い越して、階段の先へと突き刺さった。


    　龍之介は近くの階層へと逃げ込んだ。先ほどよりはマシだが、ここもかなり年季の入った墓石がずらりと並んでいる。


    「はぁ、はぁ……」


    　体力の限界がきていた。


    　こちらの荒い呼吸からそれを察しているのか、人狼が女とともに悠然と階段部から墓所へと入ってくる。


    　逃げ切れない。龍之介はルナを近くの墓の上に寝かせて、迎え撃つ覚悟を決めた。


    「アクティベーション──《雹燕ヘイルスワロウ》！」


    　破れかぶれで《雹燕》を発動。だが射出された氷の燕つばめは墓石で防がれ、その余波が人狼ウエアウルフの金の毛並みを僅わずかに揺らしただけだった。


    　龍りゆう之の介すけは白銀の賢帝シルバーワイズマンを抜いた。両手撃ちトウハンド。


    　全弾撃ち尽くすが、結果は火を見るよりも明らかだった。一発も当たっていない。


    　女が無言のまま人狼の袖そでを引っ張った。


    「分かっていますヨ。油断は大敵、というやつですネ」


    「っ!?」


    　突然、二挺ちようの魔ま導どう拳銃が空間に縫ぬい付けられたように動かなくなった。力を込めてもビクともしない。


    「どういうことだっ!?　ま、まさか……」


    「生き物や魔術で生み出したものは操れなイ。あなたはそう指摘されましたネ。ですが、その銃は大半が機械でできているでしょウ？　だとすれば、それも例外ではありませんヨ」


    　龍之介の手から人狼に操られた魔導拳銃が離れていき、それぞれ数十メートル先の草むらの中へと落下した。


    　完全な無防備となった龍之介へ、人狼が口端を満足げに歪ゆがめながらやってくる。


    「そうそう。先ほどの狼犬ウルフドツグですが、早く助けにいかなければ死んでしまいますヨ？　墓石の真下に埋うめてしまいましたからネ」


    「てめぇっ！」


    　龍之介は激高し、拳こぶし一つで人狼に躍り掛かった。


    「無む駄だですヨ」


    　渾こん身しんの右ストレートが易やす々やすとガードされる。それでも相手の下した顎あごを抉えぐるように繰り出した左のアッパーが、狙い通りに突き刺さった。


    「だから無駄だと言ったでしょウ？」


    「っ！」


    　効いていない。


    　人狼の鋭するどい鉤かぎ爪づめが、空間に五条の線を刻んだ。龍之介の胸部がバッサリと切り裂かれ、血ち飛沫しぶきが舞う。よろめいたところへ、人狼の強烈な蹴けり。龍之介は宙を舞って墓石に激突した。


    「く、そ……」


    　周囲の墓石が一斉に浮き上がり、龍之介の頭上へと集まってくる。


    「さようなラ」


    　降り注ぐ墓石の雨。それに押し潰つぶされて絶命する己の姿が頭に浮かぶ。


    　だが次の瞬間、頭上で尋常ではない暴風が吹き荒れ、墓石が一斉に吹き飛んでいた。


    「な……？」


    「あらあら、随ずい分ぶんと下層が騒がしいと思って来てみたら……。だめよ？　こんなところで暴れてたらバチが当たっちゃうわ」


    　何事かと目を剥むく龍りゆう之の介すけの耳に届いたのは、場違いなほどにおっとりとした女性の声。


    　軽快な下げ駄たの音を鳴らしながら、着物姿の美女が墓石の奥から姿を現した。


    「……邪じや魔まをしないでいただきたいですネ」


    　人狼ウエアウルフが美女を睨にらみ付ける。警戒している様子なのは、あの数の墓石を彼女が一瞬にして吹き飛ばしてしまったからだ。


    「そうはいかないわ。だって、わたしはいつだって若い男の子の味方だもの」


    　色っぽく笑って、着物美女が人狼の要求を突っぱねる。


    「仕方ありませんネ」


    　人狼の魔術で再び大量の墓石が浮かび上がった。その数は、先ほどの倍近い。


    　だが、着物美女はまるで動じる素そ振ぶりを見せない。澄んだ声で告げた。


    「風ふう神じん、雷らい神じん。すこし懲こらしめてあげなさいな」


    「畏かしこまりました、影えい那なさま」


    「了解っす！」


    　彼女の背後から、二人の男たちが進み出てきた。一人は小柄で細身の美少年。もう一人は長身で体格の良い青年だった。いずれも羽織に袴はかま、そして足た袋びと草履ぞうりという出いで立ち。
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    　その三人目がけて、墓石が鯨げい波はのごとく襲い掛かる。


    「──風よ」


    　美少年が凜りんと美しい声を響ひびかせた瞬間、彼女たちの周囲に豪風が巻き起こった。無数にあった墓石の悉ことごとくが烈風に弾はじかれて砕け散り、破片が辺り一帯に四散する。


    「ナ!?」


    　易やす々やすと防がれ、人狼ウエアウルフが息を呑のむ。


    「さすが、風ふう神じんちゃんね」


    「お褒ほめ頂き光栄です、影えい那なさま。いつもお美しいあなた様を、僕はこの身に代えてでもお守り差し上げます」


    「あら、嬉しい言葉」


    「くっ、ずるいぞ、風神！　次は俺の番だ！」


    　青年が地面を蹴けって、人狼へと迫る。いつの間にか彼の手には薙なぎ刀なたが握にぎられていた。


    　人狼は墓石で応戦。


    　だが青年が薙刀を一振りすれば、それだけで苛か烈れつな雷鳴とともに墓石が砕け散った。


    「厄やつ介かいナ……」


    　あの人狼が焦しよう燥そうを隠せない。繰り出される薙刀の鋭するどい斬ざん撃げきを、墓石も駆使しながら回かい避ひしていくのでやっとだ。


    　味方の苦戦を見てとり、ドレスの女性がルナを眠らせていた音色を止めた。直後、思いきり吹き鳴らされた木管楽器フルートから、強烈な音の衝撃波が打ち出される。


    「がぁっ！」


    　青年に直撃。吹き飛ばされた青年は、頭から砕けた墓石の中へと突っ込んでいく。


    「あら、そんな力を隠していたの？」


    　しかし味方をやられたというのに、先ほど影那と呼ばれた着物美人は、ただ艶えん然ぜんと微ほほ笑えむだけだ。


    「大丈夫かい、雷らい神じん？」


    「当たり前だ！」


    　少年が声をかけると、青年は怒ど声せいとともに起き上がった。その姿を見て、龍りゆう之の介すけは瞠どう目もくする。


    　頭が凹んでいた。だというのに、平然と立ち上がっているのだ。


    　そのとき影那の着物の袖そでから数枚の呪じゆ符ふが舞って、青年の欠けた部位を覆おおい、皮膚と同化した。瞬またたく間に元通りになってしまった。


    「まさか、式しき神がみカっ？」


    　人狼が驚きよう愕がくする。風神の少年が爽さわやかに応こたえた。


    「その通り。僕たちは影那さまに仕える式神さ」


    「……つまり、術者本人を倒たおさなければならないというわけですネ」


    「ハッ、させるけねぇだろ！」


    　人狼ウエアウルフの呟つぶやきに、青年が憤いきどおりを露あらわに咆ほえた。


    　睨にらみ合う両陣営の間で殺気と殺気がぶつかり合い、一帯の空気がぴりぴりと張り詰める。


    　しばしの緊きん張ちようの後、人狼が呟いた。


    「……仕方ないですネ。ここはいったん引きましょうカ」


    　分ぶが悪いと判断したのだろう。人狼の目配せに、女が無言で頷うなずく。


    「逃がすかよ！」


    　青年が薙なぎ刀なたを手に躍り掛かった。


    　だが青年の刺し突とつが人狼を捉とらえるその寸前、墓石が高速で飛来。その上に飛び乗って、人狼はドレスの女とともに離脱していく。


    　あっという間に墓所の闇に紛まぎれて見えなくなってしまった。


    「くそっ……すいませんっす、影えい那なさま」


    「気にしなくていいわよ、雷らい神じん。それより、早く彼を病院に運んであげないといけないわね」


    「うすっ」


    　従順に応じて、青年が龍りゆう之の介すけの方へとやってきた。


    「ふん、心優しい影那さまに感謝するんだな」


    「すまねぇな……」


    　青年の手を借りて起き上がろうとしたとき、どこかで聞いたことのある声が聞こえてきた。


    「うわ、なんやこれ？　なんでこんなことなっとるんや？」


    　誰だれかが散乱した墓石に驚きながら、こちらへとやってくる。


    「って、どこ行ったんやと思とったら、お師匠さま、こんなとこにおったんか」


    　大胆な〈倭やまと皇こう国こく〉の巫み女こ装しよう束ぞくに、長く美しい金髪。


    　暗がりから姿を現した少女を見て、龍之介は目を丸くした。


    「……千ち聖さと？」


    「あれ、龍之介はん？」
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    　風に乗って漂ってきた独特なにおいが、鼻を突く。


    　悲しいにおいだった。


    　龍りゆう之の介すけは視線を上げた。煙突から空へと昇っていく白い煙が見えた。


    　──失われた命はどこにいくのだろうか。


    　ふと胸中にそんな疑問が湧き起こってくる。


    　そこは使い魔専用の火葬場だった。


    　やがて、炉内から台車に載った遺骨が出てくる。


    「……シャル……」


    　龍之介は、もっとも付き合いの長かった使い魔の名を呼んだ。しかし変わり果てた姿の彼から、返事が返ってくることはない。


    　昨夜の人狼ウエアウルフとの戦いの際、墓石に潰つぶされたシャルは、発見した時点ですでに瀕ひん死しだった。


    　千ち聖さとたちの手も借りて、急いで使い魔専門の病院へと運んだ。だが懸命の治癒魔術の甲か斐いなく、間もなく息を引き取った。今朝の未明のことだ。


    『御主人に会えて……幸せだったぞ……』


    　彼の最期の言葉が、何度も龍之介の頭の奥をリフレインする。


    　彼と出会ったのは、まだ龍之介が駆け出しの民間騎士コントラクターだったときだ。


    　何日も餌えさにありつけず、極限の空腹に耐えかねた彼は、龍之介を獲物にしようと襲い掛かってきたのだ。


    　それを辛からくも返り討ちにした龍之介は、彼に食べ物を恵んでやった。


    『まさか、自分が喰くい殺そうとした相手が、食い物をくれようなど思いもよらなかったぞ』


    　とは、後のシャルの談だ。普段は鷹おう揚よう自じ若じやくとしている彼も、それを語る時ばかりは声に感情が混じるのを隠し切れていなかった。


    　そうして最初の使い魔となったシャルは、貧乏暮らしに文句ひとつ言わず、ずっと龍之介を支え続けてくれた。使い魔が増えていった後も、忙しい龍之介に代わって彼らの面倒を見てくれていた。


    　それなのに──


    「口うるさくて鬱うつ陶とうしい奴やつだったけど……まさか、こんなことになるにゃんて……」


    　アルンが項うな垂だれる。三匹の子猫を抱えて、ユキオも俯うつむいていた。


    　あの襲しゆう撃げきによって、シャル以外の使い魔たちも怪け我がを負った。タロウ、ナナ、クロイの三匹は現在、使い魔専用の病院で治療中だ。


    「りゅーのすけ……ごめん……ルナのせいで……こんなことに……」


    「お前のせいじゃねぇよ」


    　嗚お咽えつを漏もらしながら自分を責めるルナに、龍りゆう之の介すけは言った。


    　──俺が弱いせいだ。


    　あの人狼ウエアウルフを相手に、手も足も出なかった。


    　自分がもっと強ければ、シャルを、使い魔たちを、護まもることができたはずなのに。


    　やがて遺骨を納めた壺つぼを持って、龍之介は火葬場を後にした。


    　泣き疲れたのだろう。ルナもアルンも眠ってしまっていた。お陰で一人と一匹も一いつ緒しよに運ぶ羽目になった。ユキオはとぼとぼと龍之介の後を付いてくる。


    　高位の魔術師ウイザードが使役する使い魔なら、盛大な葬儀を行うこともある。だが、貧乏な龍之介にはそこまですることはできないし、またシャル自身もそれを望みはしないだろう。


    　向かったのは、火葬場から徒歩数分のところにある、賀か茂も民間騎士事務所だった。


    　ルナが狙われている以上、あの半壊した家に戻るわけにはいかない。


    　龍之介たちはしばらくの間、そこの寮の一室を使わせてもらうことになっていた。


    　賀茂民間騎士事務所は、第十二区地上層のＢエリアにある。


    　神道系の魔ま導どう教団が多い一帯で、あちこちに様々な形の鳥居が見られるのが特徴だ。


    　事務所の入り口にも、立派な鳥居が設置されていた。その両りよう脇わきの台座に乗った狛こま犬いぬが、龍之介が近付くと威圧感のある視線を向けてくる。


    「それは番犬や。無断で入ろうとした者には容よう赦しやせえへん。もちろん、龍之介はんには許可が下りとるから襲ったりはせえへんで」


    　鳥居の向こうから、金髪の少女が歩いてくる。


    　第六階級魔術師の吉よし田だ千ち聖さとだ。寮の一室を間借りすることができたのは、彼女の厚意によるものだった。どうやらわざわざ出迎えに来てくれたらしい。


    　龍之介は鳥居をくぐった。千聖が艶あでやかに微ほほ笑えむ。


    「ようこそ、賀茂民間騎士事務所へ」


    　そこには鎮ちん守じゆの森が広がっていた。


    　空気が新鮮で、美お味いしい。


    　木こ漏もれ日の下を歩きながら、龍之介は前を行く千聖に声をかける。


    「……昨日は助かったよ」


    　千聖が肩越しに振り返った。


    「ウチは何もしとらへん。にしても、ほんま驚いたで。お師匠さまがまた勝手にどこか行った思うて追い駆けてったら、龍之介はん血だらけで倒たおれとるんやもんな」


    「師匠？」


    「そうや。土つち御み門かど影えい那なさまは、ウチの魔術の師匠で、賀か茂も民間騎士事務所の所長や」


    　道理で、と龍りゆう之の介すけは得心する。どう考えても並の魔術師ウイザードではないと思っていた。


    　しばらく歩くと事務所が見えてきた。


    　すぐ隣となりに寮らしき建物もあり、そちらへと案内される。


    「とりあえず、あまり広くはあらへんけど、この部屋を使ってくれてええで」


    　和室だった。キッチンはなく、ちゃぶ台の置かれた十畳ほどの居間と、それと同じくらいの広さの寝室の二部屋で構成されている。いずれも床は畳だ。


    「いや、十分だよ」


    「敷地内は強力な結界で護まもられとる。部外者はまず入ることができひんはずやで」


    　千ち聖さとが安全を保障してくれる。それが今は、何よりもありがたかった。


    　畳の上にルナとアルンを寝かせ、子猫のことはユキオに任せて、龍之介は千聖とともに寮を出た。危ないところを助けてもらったお礼も兼ねて、土御門影那に挨あい拶さつをしておかなければならない。


    「しかし、あの年で所長なのか？」


    　事務所の方へと向かいながら、龍之介は疑問を口にする。


    　二十かそこらにしか見えなかったと言うと、千聖がからからと笑った。


    「若作りしとるだけやで。実年齢は、よん──」


    　そのとき一陣の風が吹いた。気付くと、龍之介たちを助けてくれた羽織姿の美少年が、千聖の喉のど元もとに剣先を突き付けていた。


    　事務所の入り口から、噂うわさの主が下げ駄たを鳴らして出てくる。


    「うふふ、千聖ちゃ～ん？　今の続きを言ったら、どうなると思う？　千聖ちゃんは賢い子だから、もちろん分かってはるよねぇ？」


    　たらりと冷や汗を流しながら、顔を青くした千聖が首をぶんぶんと上下に振った。


    「影那さまの陰口はたとえ君でも容よう赦しやしないよ？」


    　ぞっとするような耳打ちを残して、少年は再び風とともに姿を消した。


    「……お、お師匠さま、所長室におるんやなかったんか……？」


    「霊感よ、霊感。そろそろ来そうな頃かな～って」


    　震ふるえる声で千聖が問うと、影那は色っぽく微ほほ笑えんだ。


    　それから少し申し訳なさそうな顔で、呆あつ気けにとられていた龍之介を見詰めてくる。


    「……ごめんね？　もう少し早く行ってあげられていたら、使い魔を死なせなくてすんだかもしれなかったのに」


    「いや、あんたが謝る必要なんてまったくねぇよ。……シャルを死なせちまったのは、俺が弱かったせいだ」


    「……そう」


    　龍りゆう之の介すけの行き場のない懺ざん悔げに、影えい那なは眉まゆを伏せる。


    　だが何を思ったか、いきなり龍之介の顔へと両手を伸ばしてきて、


    「なっ……？」


    　ぎゅっと抱き締しめられた。


    　突然の奇行に、龍之介は一瞬、思考が停止する。


    　顔が押し当てられているのは、彼女の胸だ。着物越しにもかかわらず、豊満なそれが龍之介の頬ほおを両側から柔らかく挟み込んでいた。大人の香水の香りがする。


    「ちょ、お師匠さま、いきなり何やっとんねんっ？」


    「……いいのよ、泣きたいときは泣いても」


    　影那の優しい呟つぶやきが、龍之介の耳じ朶だを撫なでた。


    「俺は……」


    「ずっと気を張っていたんでしょ？　使い魔を護まもれなかった自分に、泣く資格なんてないって言い聞かせながら」


    「っ……」


    　まるで心を読んだかのように、完全に見抜かれていた。


    「偉いと思うわ。だけど、少し自分を許してあげてもいいと思うの。だって、あんなにボロボロになりながらも頑張ったんだから」


    　彼女の言葉に甘えて、瞳ひとみの奥から堪こらえていたものが湧き上がってきそうになる。


    「けど、俺は……」


    「大丈夫。ほら、お姉さんの胸の中で泣きなさい。そうしたら誰だれにも見られないから」


    「……お師匠さま。ええこと言っとるとこ悪いんやけど……龍之介はんの頭に鼻くっつけて、におい嗅かぎまくるのは止やめてくれへんか？」


    「は!?」


    「だって～、久しぶりなんだもの、若い男の子のナマの香り嗅ぐの～。式しき神がみだと、ここまでリアルには再現できないのよぉ。……だからほら、いいのよ、龍之介くん？　いくらでもわたしの胸の中で泣いてくれて、うふふふふ……」


    　──こいつ、変態だ!?


    　驚きよう愕がくする龍之介だが、考えてみたら千ち聖さとの師匠だった。


    　そのとき突然、龍之介の背後で雷鳴が弾はじけた。かと思うと襟えり首くびを掴つかまれ、影那から強引に引き剥はがされる。


    「おい餓が鬼きっ、影那さまに何してやがる！　焼き焦こがすぞ！」


    　今度現れたのは体格の良い青年だった。


    「あらあら。雷らい神じんちゃんったら、もしかして妬やいちゃってるぅ？」


    「そ、そんなんじゃねぇっすよ！　お、俺はただ、影那さまをお護りしようとっ……くそっ」


    　顔を真っ赤にして慌あわてて弁明しながら、隠れるように青年は姿を消した。


    「龍りゆう之の介すけくん、かんにんね？　わたしの式しき神がみちゃんが暴力働いてしまって」


    　そう謝罪しつつ、影えい那なはくねくねと興奮したように身を捩よじらせた。


    「あ～、それにしても、風ふう神じんはあんなに可か愛わいい顔してるのに、わたし以外には冷酷で容よう赦しやしないところがポイント高いと思うの。雷らい神じんはつっけんどんな性格なのに、すぐ嫉しつ妬としちゃうところが可愛いのよね～」


    「……な、何なんだよ……？」


    　目を白黒させて地面に尻しり餅もちをつく龍之介に、千ち聖さとがこっそり耳打ちしてきた。


    「龍之介はん、あの式神たちな、お師匠さまが無から生み出して成長させたものなんやで」


    「つまり……？」


    「あの性格は、ぜんぶお師匠さまが自分で仕込んだっちゅうわけや」


    「ちなみに、いがみ合ってる二人だけど、わたしの命令一つで合体もできちゃうのよ？　うふ、うふふ……ぐふふふ……」


    「……」


    　土つち御み門かど影那。色んな意味でヤバい女だと龍之介は思った。


    「あ、そうそう。実はね、龍之介くんに教えたいことがあったのよ」


    　ポン、と手を叩いて、影那は唐突に話題を転じた。


    「……教えたいこと？」


    　眉まゆをひそめる龍之介に、影那は端的に告げた。


    「あなたたちを襲った二人組の正体についてよ」


    「あ、あいつらのことが分かったのかっ？」


    　思わず龍之介は詰め寄っていた。すぅぅぅ、と鼻から大きく吸い込む影那。龍之介は即座に距離を取り直す。


    「……連中の正体が分かったのか？」


    　気を取り直して問い詰めると、影那は少し残念そうにしながら胸の谷間から小さな和紙を取り出した。


    「これを見て」


    　なぜそんなところに入れていたのかはさておき、その和紙に描かれていたのは何かのマークのようなものだった。


    「見覚えはないかしら？」


    　三重の円。そこに、中心から外側へと向かって、幾いくつもの直線が走っている。まるで車輪のような──


    「これは……」


    　ハッとする。あの二人組のペンダント。そこにぶら下がっていた装身具にそっくり──いや、まさにそのものだった。


    「これはね、ある異端教団カルトが崇すう敬けいの対象にしているシンボルなの」


    「異端教団が？」


    　禁きん忌き魔術に手を染めたりなどして、危険性を有していると判断された魔ま導どう教団は、都政府から異端指定されることになる。それが異端教団だ。


    　それを取り締しまろうとした騎士警察と教団信徒との間で激しい交戦へと発展することも多く、龍りゆう之の介すけも幾度か騎士警察に協力して異端教団と戦ったことがあった。


    「教団の名は、アドラメレク」


    「……アドラメレク」


    　その名を呟つぶやきながら、龍之介は硬く拳こぶしを握にぎり締めた。


    「彼らが信奉している異界の神の名前でもあるそうよ。異端指定されたのは、今から三か月ほど前」


    「何でそんな連中がルナを狙っているんだ……？」


    　影えい那なは首を左右に振った。


    「そこまでは分からないわ。だけど彼らは今、異端指定されたことへの抗議なのか、活発な活動をしているところよ」


    「活発な活動？」


    「──魔獣脱走事件よ」


    　影那が告げた言葉に、龍之介は息を呑のんだ。


    「騎士警察はすでに、彼らによるテロ事件と見て捜査を進めているわ」


    「……異端教団ってことは、担当は捜査四課だな？」


    「そうよ。──って、龍之介くん？」


    　いきなり踵きびすを返した龍之介に、影那が目を丸くする。


    「千ち聖さとっ、ルナたちには遅くなると伝えておいてくれ！」


    　それだけ言い残して、龍之介は走り出した。


    「龍之介はん、どこ行くつもりや？」


    「決まってんだろ！　騎士警察だ！」


    　千聖にそう怒ど鳴なり返し、龍之介は賀か茂も民間騎士事務所を飛び出したのだった。


    



    　　　　　　２


    



    　第二区地上層Ａエリアに、古代の神殿めいた外観をした物々しい建物があった。


    　魔都の治安維持活動を担になう、騎士警察の拠点〈騎士警察庁〉だ。


    　龍之介はその受付で声を荒らげていた。


    「だから、菊きく川かわのおっさんに会わせてくれって言ってんだろ！」


    「ですが菊川は忙しくしておりまして、事前にアポイントのない方は……」


    　受付の女性はいかにも迷惑そうだったが、龍りゆう之の介すけは何とか説得を試みる。


    「少しでいい。民間騎士コントラクターの早さ乙女おとめ龍之介だって伝えてくれれば分かる」


    「そう言われましても……」


    「おい、お前」


    　いきなり肩を掴つかまれた。龍之介より一回り以上も体格のいい、人間の警察官だった。


    「いい加減にしろ。菊川警部は忙しい。子供に付き合っている暇ひまなどないんだ」


    「あんた、菊川のおっさんを知っているのか？　だったら、ちょうどいい。異端教団カルトの──」


    　言いかけた、そのときだった。


    　まさに捜していた蜥蜴人リザードマンの男が、すぐ近くを通りかかったのだ。二メートルを超す巨体は、そこを普通に歩いているだけで威圧感がある。


    　龍之介は先ほどの警察官を押し退のけて、蜥蜴人の行く先に立ち塞ふさがった。


    「菊川のおっさん！」


    　左ひだり頬ほおに鋭するどい裂傷がある蜥蜴人の名は、菊川吾ご郎ろう。


    　騎士警察庁の刑事部第四課を率いる警部だ。第四課は、異端教団や地下組織などに対処する部署であり、民間騎士と協力して任務に当たることが多い。その関係で、龍之介はこの蜥蜴人の警部とは面識があった。


    　厳いかめしい容よう貌ぼうとは裏腹に、菊川は疲労の滲にじむ顔で龍之介を見下ろしてくる。


    「何だ、どこのどいつかと思ったら、坊主か。悪ぃが、俺は今から面倒な来客なんだ。何か用件があるなら受付にでも言ことづけてくれや」


    　あまり寝ていないのか、欠伸あくびを噛かみ殺しながらおざなりに言い捨て、菊川は龍之介を避さけて先へと進む。


    　その背中に向かって龍之介は告げた。


    「おっさん、俺もアドラメレクの作戦に加えてくれ」


    　菊川が驚いた顔をして振り返った。


    「……坊主、どこでその話を聞いた？」


    「事務所を連中に襲しゆう撃げきされたんだ。そのせいで俺の大切な使い魔が死んだ」


    　菊川が腕時計を確かめる。まぁ少しくらい待ってもらえばいいか、と小さく呟つぶやいてから、


    「詳しい話を聞かせろ」


    　龍之介は菊川に応接室へと連れていかれた。


    　テーブルを挟んで座ざした菊川に、龍之介はかいつまんでこれまでの出来事を話した。


    　迷ったが、龍之介はルナのことも伝えておいた。騎士警察の中にも信用できない輩やからは多いが、龍之介はこの菊川という蜥蜴人には話しても大丈夫だろうと判断した。


    「なるほど……そいつは、ご愁しゆう傷しよう様さまだったな」


    　すべてを聞き終えた菊きく川かわは神妙に頷うなずいた。


    「その竜族ドラゴニユートの少女は今、どこにいるんだ？」


    「賀か茂も民間騎士事務所だ」


    「土つち御み門かど影えい那なのところか……。重要参考人として、その少女に話を聞きたいんだが」


    「残念だけど、さっきも言った通り、あいつは記憶喪失だ。なぜ連中に追われているのか、本人も分かっていない。もしそれでも必要だというのなら、そっちが来てくれ」


    「分かった。そうしよう」


    　菊川は立ち上がった。それから、ぼりぼりと言い辛づらそうに頭の鱗うろこを掻かきながら、


    「……あー、もう帰っていいぞ」


    　その意味を悟って、龍りゆう之の介すけは菊川に詰め寄った。


    「おい、どういうことだよっ？　話をしたら、俺も作戦に加えてくれるんじゃねぇのかよ!?」


    「いや、そんなことは一言も言っていないだろ。悪ぃけどよ、ちょっと来客を待たせちまってんだ。じゃあな」


    　それだけ言い残して、菊川はそそくさと応接室を出ていく。


    「俺はシャルの仇かたきを取りたいんだよ！」


    　すぐに後を追うも、そこで先ほどの警察官に羽交い締じめにされた。


    「まぁ同情はするが、悪く思うなよ、坊主」


    「くそったれ！　ああ分かったよ！　こうなったら俺一人で連中のアジトを見つけて乗り込んでやる！」


    　怒ど鳴なり散らすが、菊川はそのまま去ろうとする。


    「今日は随ずい分ぶんと騒がしいのう！」


    　突然、大地が割れそうなほどの大声がロビーに響ひびき渡った。


    　禿はげ頭あたまの、菊川に並ぶほどの巨漢だった。警察官に取り押さえられた龍之介を見ながら、何が可お笑かしいのか「ガハハハハ！　威勢がいいな、小僧！」と大笑している。


    「……くそ、ちゃんと応接室で待たせとけって言っただろうが……」


    　菊川が忌いま々いましげに顔を顰しかめた。どうやら来客とはあの禿頭の巨漢のことらしい。


    「して、一体何があったのだ、小僧？」


    　龍之介が応こたえる前に、足を止めた菊川が応じた。


    「そいつは先ほどいきなりやって来て、目下進行中の重要作戦に加えてほしいと主張してきやがったんだ。使い魔の復ふく讐しゆうをしたいって気持ちは分かるが、実力的、実績的に考えて、今回は不採用が妥当と判断したんだよ」


    「ガハハハハ！　なるほど復讐か！　まさに筋肉の滾たぎる話ではないか！」


    　そう怒鳴って、巨漢は腕を曲げて力ちから瘤こぶを作った。物もの凄すごい上じよう腕わん二に頭とう筋きんだ。「うーん、相変わらずスバラシィィィ……」と一人悦に入っている。


    「いいではないか、吾ご郎ろう殿！　わしなら一発で採用だ！」


    「……個人経営の小さな民間騎士事務所は、今回の作戦には不適合なんだよ……」


    「そうか、小僧、個人経営か！　ガハハハッ！　それはガッツがあるのう！　わしもまだ若く、今よりも筋肉に乏とぼしかった頃は、たった一人で事務所を経営しておったのだ！　そのガッツがあれば、自おのずと筋肉も付いてくるぞ！」


    　菊きく川かわはなぜかシャツを脱ぎ捨てて裸になると、身体からだを横に傾け、サイドチェストのポージングを取った。胸筋の厚さを見せつけてくる。


    「漢おとこならッ！　常識などぶち壊せッ！　その筋肉でッ！　オウオウオウッ！」


    「……ああ、だから面倒なんだ、こいつは……」


    　まるで話が噛かみ合わない相手に、菊川は手で顔を覆おおって呟つぶやいた。


    　そんなことなどお構いなしに、筋肉男は豪快に笑う。


    「ガハハハハッ！　というわけで、わしのこのスバラシィ筋肉に免じて、彼を作戦に加えてやってくれんかのう！」


    　何の作戦かは知らんが！　と付け加える筋肉男。無む茶ちや苦く茶ちやすぎる。


    　もはや相手をするのが疲れたのか、菊川は脱力したように息を吐はいた。


    「ったく……上を説得するのは俺なんだぞ……」


    「別に報ほう酬しゆうは要らねぇよ」


    「そうしたいのは山々なんだが、そういうわけにいかねぇから面倒なんだよ」


    　龍りゆう之の介すけの申し出に心底面倒そうに応じてから、菊川は告げた。


    「……次の会議は明後日の午前十時に、庁舎三階の会議室で行われる。坊主、遅れないようにしろよ」


    「おっさん……恩に着る」


    「ガハハハ、良かったな、小僧！」


    　今度こそ去っていく菊川を見送っていると、筋肉男が話しかけてきた。まだ上半身裸のままだ。ここは騎士警察の本拠地なのだが……。


    　周りを見渡すと、警察官や事務員たちはなるべく目を合せないようにするだけで、誰だれも注意する者などいない。あの菊川を説得（？）してしまったあたり、この筋肉男、もしかしたら結構な大物なのかもしれない。


    「礼ならこいつらに言ってくれ！　すべてはわしの筋肉のお陰だからな！」


    「……あ、ありがとう……」


    　嫌いや々いやながらも一応礼を言うと、ムキッ、という反応が返ってきた。


    「あんた……何者だ？」


    「ガハハハハッ！　よくぞ聞いてくれたァァァッ！」


    　聞かなければ良かった。


    「鬼き頭とう民間騎士事務所所長、マァァァァァスルゥゥゥゥッッキィィィングッこと、鬼頭権ごん蔵ぞうとはわしのことだァァァッ！」


    「鬼頭権蔵……？」


    　龍りゆう之の介すけは耳を疑った。鬼頭民間騎士事務所と言えば、大手中の大手。そして、カナデが所属している事務所だ。そう言えば確かに、所長の鬼頭権蔵の異名は〈筋肉王マツスルキング〉──


    「……って、まんまじゃねぇか」


    「ではまた会おうぞ！　ガハハハハ！」


    　身体からだをやや後ろに反らし、広こう背はい筋きんを見せつけるバック・ダブル・バイセップスのポージングを取りながら、鬼頭権蔵は菊きく川かわの後を追って庁舎の奥へと消えていった。


    　セレスといい、あの筋肉男といい、あるいは土つち御み門かど影えい那なといい、どうして民間騎士事務所のトップは、頭のネジが数本ぶっ飛んだやつばかりなのだろうか。


    「……大変だな、菊川のおっさんも」


    　第四課にはその職務上、戦闘能力に秀ひいでた警察官が集まっているが、それでも民間騎士コントラクターに頼たよらなければ多発する事件に対処し切ることは不可能だ。


    　龍之介には、あんな所長たちと上う手まくやっていく自信などない。


    　思わず菊川に同情した。


    



    



    「さすがにこれは場違いだったかもしれねぇな……」


    　後日、再び騎士警察庁を訪れた龍之介は、指定された会議室に入って思わず呻うめいた。


    　そこにいるのが、一見しただけで高位魔術師ウイザードと分かるような猛も者さばかりだったからだ。恐らく中堅から大手の事務所の幹部クラスが集まっているのだろう。


    　その中には鬼頭権蔵の姿もあった。


    　目が合うと、ニカッと白い歯を覗のぞかせながら、腕の上じよう腕わん二に頭とう筋きんを見せつけてくる。彼のお陰でこの場に来ることができたのだが、正直、ウザい。


    「おい、なぜ子供がいる？」


    　龍之介を見て不ぶ躾しつけな呟つぶやきを漏もらしたのは、眼鏡をかけた理知的な相そう貌ぼうの男性だった。年は三十代後半といったところか。


    「どこの事務所だ？　この会議はお前のような子供が来るところではない」


    　不愉快そうに断じてくる男に、権蔵が横から大きな声を響ひびかせた。


    「ガハハハッ、堅いことを言うな、純じゆん一いちよ！　それだから、お主はいつまで経っても筋肉がつかんのだ！」


    「筋肉など必要ない。戦闘能力を向上させるには、魔術の技量を上げる方が何倍も効率がいい」


    　権ごん蔵ぞうに純じゆん一いちと呼ばれた男は、そう冷静でまっとうな反論を返す。


    「だからこそ、筋肉を鍛え上げたときの喜びは一ひと入しおなのだ！」


    「……」


    　権蔵は誰だれとも話を噛かみ合わせる気がないようだ。それが分かっているからか、眼鏡の男はそれ以上は何も言わなかった。


    　──鬼き頭とう純一……あいつが鬼頭民間騎士事務所の副所長か。


    　確か、権蔵の実の息子だ。だが、見た目も性格もまるで似ていない。


    「オイ、久しぶりじゃねェか」


    　不意に背後から乱暴な声を投げかけられて振り返ると、真しん紅くの髪の女性が会議室に入ってきた。身長は百九十センチを超え、露ろ出しゆつ度どの高い防具に身を包んでいる。


    　セレス民間騎士事務所所長、来くる栖すセレスティーナだ。〈紅炎ノ女帝プロミネンスクイーン〉の異名でも知られ、その戦闘能力は民間騎士コントラクターの中でもトップクラスと言われている。


    　彼女の後から白髪の老婆が入ってくる。セレス民間騎士事務所副所長、東とう堂どうちなだった。


    「オレの勧誘を蹴けりやがったくせに、随ずい分ぶんとしけた面つらしてやがんなァ、コラ」


    「……」


    　セレスの言葉に、龍りゆう之の介すけは何も言い返せなかった。


    「けっ」


    　吐はき捨てるように喉のどを鳴らし、セレスは空あいている席に腰を下ろす。


    　──もしあのとき、七なな慧えの話に乗ってセレス民間騎士事務所に入っていれば、シャルは死ななかったかもしれない。


    　その後悔の念が、胸をざわめかせる。


    「何があったか知りませんが、未来など誰にも予測できるものではありませんよ」


    　こちらの沈黙の理由を見透かしたのか、東堂がすれ違いざまに呟つぶやいた。


    　そんなことは分かっている。


    　だが、胸にぽっかりと空いた穴を、後悔や怒りといった感情で埋うめておかなければ、とても遣やり切れないのだ。


    　龍之介も適当な席に腰を落ち着けた。すぐ隣となりに見たことのある着物姿の女性が座っていると思ったら、土つち御み門かど影えい那なだった。


    「よく吾ご郎ろうちゃんを説得できたわね？」


    「まぁ、どうにかな……」


    「あら、もしかして後ろを捧ささげちゃったの？　うふふふふ」


    「んなわけねぇよ!?」


    　一応、世話になっている人物だが、正直言って苦手な相手だった。


    　そこへ数人の部下を引き連れて、相変わらず疲れた顔をした菊きく川かわが入ってきた。事件の捜査に追われて、あまり寝ていないのだろう。


    「まさか朝まで……」と呟つぶやく影えい那な。龍りゆう之の介すけは黙殺した。


    「全員、集まったようだな」


    　民間騎士コントラクターは二十名ほど。十前後の事務所が作戦に加わるようだ。


    「対異端教団カルトテロ事件特別会議を始める。おい、あいつを見せてやってくれ」


    　菊きく川かわの合図で、部下がＰＣを操作。背後の画面に魔都の地図が映し出される。


    　さらにそこへ、赤い点が表示された。


    「これが魔獣の脱走事件が起こった場所だ」


    「なんだか、バラバラねぇ？」


    　影那が呟いた。


    「その通り、今のところ規則性は感じられん。恐らく連中は、無差別に魔獣を脱走させていると考えられる」


    「目的は分かっているのか？」


    　眼鏡の奥の瞳ひとみを鋭するどくして、鬼き頭とう純じゆん一いちが問う。


    「先ほどテロ事件と言った通り、今のところ異端指定されたことへの抗議、あるいは報復だと見ている。都庁に犯行声明も送られてきたそうだ。もっとも都庁が異端指定を取り消すことなどあり得ないだろうが」
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    「アドラメレクがなぜ異端指定されたのか、教えていただけますか？」


    　続いて質問を投げかけたのは東とう堂どうだ。菊きく川かわが蜥蜴とかげの顔を歪ゆがめた。


    「異端指定については、都庁によるトップダウンで決められている。その詳しい判断基準は秘ひ匿とくされていて、我々にも分からない。だが、彼らが行う儀式が危険視されたのではないかと推測している。……おい、来くる栖す所長、寝てもいいが鼾いびきはかくなよ」


    「ぐがぁ」


    　影えい那なが小首を傾かしげた。


    「それはどんな儀式なのかしら、吾ご郎ろうちゃん？」


    「その呼び方はやめてくれ、土つち御み門かど所長。……彼らの儀式は、異界の神であるアドラメレクを呼び出し、自みずからの肉体の一部を捧ささげるというものだ」


    「あら、こわ～い。でも要らない贅ぜい肉にくならあげちゃってもいいかも？」


    「わしの筋肉はやらんぞッ!?」


    　影那がワザとらしく身体からだを震ふるわせ、何かを勘違いしたらしい権ごん蔵ぞうが叫んだ。


    「肉体の一部を捧げる……？」


    　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやきながら、龍りゆう之の介すけは先日のことを思い出していた。


    　あの人狼ウエアウルフは目が見えない様子だったし、ドレスの女は言葉が話せないようだった。あれはすなわち、肉体の一部を捧げた結果だろうか。


    「けど、そんなことをして、一体、何の意味が……？」


    「それを対価に、異界の神が力を与えてくれるらしい」


    　龍之介の疑問にそう応こたえてから、菊川が視線を向けてくる。


    「坊主。お前が戦った人狼の素す性じようを特定したぞ。奴やつはアドラメレクの幹部の一人で、名前はアンディ＝シモン。数か月前まで、とある著名な魔ま導どう楽団の楽団員だった男だ。その楽団には第五階級以上の者しか入団することができず、奴は第四階級だった」


    「第四階級……」


    　人狼が扱った物体操作オブジエクトオペレーシヨンの魔術。あれだけの重量と数を同時に操作していたことを考えると、十分に頷うなずける階級だ。


    「だが驚くべきことに、奴はその楽団に入団する僅わずか一か月前、別の小さな楽団に所属していた頃はまだ第八階級だった。つまりその人狼は、たった一か月で階級を四つも上げたことになる。同じく、もう一人の女の素性も特定できた。名はニーナ＝ストーサー。彼女もまた、同じ楽団に所属していた第五階級の魔術師ウイザードだ」


    　あり得ない、と龍之介は思った。


    　階級を一つ上げるだけでも、何年もの厳しい修練が必要なのだ。あるいは、一生かけても上げることができないこともある。それを一か月で四つも上げるなんて……。


    　だが、そのあり得ないことを、アドラメレクの儀式は引き起こしてしまうということなのだろう。


    「だからこそ、異端指定されながらも未いまだに信者が増加し続けているというわけね」


    　影えい那なが、納得がいったというように頷うなずく。


    　この都市において、魔術の力を欲しない者などいない。たとえ異端指定されていても、信徒になりたいと考える者は多いだろう。


    　──けど、それがなぜ、異端指定……？


    　自みずからの肉体の一部を対価とする。それだけでは、異端指定される理由として弱い気がした。魔術師ウイザードの中には、己の身体からだを魔導具ウオンドに改造している者もいるのだ。それくらいならば容認されてもおかしくないように思える。


    「現在、潜入捜査によって連中の拠点を調査しているところだ」


    　そんな龍りゆう之の介すけの疑問を置き去りにして、菊きく川かわは会議を進めていく。


    「発見次第、貴君らの力を借りることになるだろう。またこれまで通り、連中による魔獣テロを警戒して、各地区の巡回に努めてくれると助かる」


    「了解よ、吾ご郎ろうちゃん」


    「ガハハハハッ！　わしの筋肉に任せておけッ！」


    「ぐぅ」


    　最後に、菊川は微妙な顔をして締しめくくった。


    「今日のところは以上だ。また何か進展があり次第、招集させていただく。……なぁ、東とう堂どう副所長、次からの参加はあんただけにしてくれないか？」


    「前向きに検討しておきます」


    



    　　　　　　３


    



    　二体の狛こま犬いぬが守護する大鳥居をくぐって、賀か茂も民間騎士事務所の敷地内へと足を踏み入れる。清せい冽れつな空気を持つ鎮ちん守じゆの森が、龍之介を出迎えてくれた。


    　砂じや利りが敷しき詰められた小道を進んでいくと、寮が見えてくる。


    「にしても、帰る場所が変わると変な感じだな」


    　もう数日ほどお世話になっているが、未だに慣れない。昨日など、間違って〈幽霊街ゴーストタウン〉の自宅に帰りそうになってしまったほどだ。それだけ、あの家に思い入れがあったということかもしれない。


    　今日の帰宅は比較的早い時間帯だが、それでももうとっくに日は暮れていた。


    　アドラメレクという教団について独自に色々と調査をしていたため、最近は夜遅くに戻ってくることが多かった。もっとも、成果らしい成果はほとんどない。それでも、じっとしているよりはマシだった。


    　借りている一室に戻ると、ルナが少女たちに群がられていた。


    「ルナちゃんって肌綺麗だよねー」


    「ほんと、すっごく白いよね」


    「ねぇねぇ、お菓子食べる？」


    「いいのかっ？　食べる食べる！」


    　恐らく見習いだろう。中等部くらいの、まだあどけなさを残す女の子たちだ。きゃあきゃあと盛り上がる彼女たちに囲まれて、ルナも楽しそうにしている。


    　使い魔たちの姿は見えない。すでにタロウ、ナナ、クロイも怪け我がが回復して戻ってきているが、どうやら奥の部屋に引っ込んでいるようだ。


    「そう言えば、ルナちゃんのお兄さんって、どんな人？　わたしまだ見たことないんだー」


    「あ、わたし、ちらっとだけど見たことあるよ。けっこう、男前さんだった」


    「そーだぞ！　りゅーのすけは、かっこいーぞ！」


    「でもあんまり似てないよね？　兄妹なんだよね？」


    「きょーだいではないぞ！　りゅーのすけは、ルナのご主人さまだ！」


    「ご、ご主人さまっ……？　え、それって……」


    「あっ、りゅーのすけだ！　きょうは、はやかったな！」


    　思わず踵きびすを返して立ち去ろうとしていた龍りゆう之の介すけだったが、ルナに発見されてしまった。


    「……ど、どうも」


    　微妙に頬ほおを引き攣つらせてこちらを見てくる少女たちに、龍之介は気まずく会え釈しやくする。


    「お、お邪じや魔ましました～っ」


    　少女たちは顔を赤くして部屋を出ていってしまった。間違いなく、何かよからぬ勘違いをされている。


    「りゅーのすけ！　こんなにもらったぞ！」


    　龍之介が疲れた顔を向けると、対照的に嬉しそうにお菓子袋を掲げるルナ。恐らく先ほどの少女たちだけでなく、色んな人から貰もらったのだろう。かなり大量だった。


    「それにしてもこの寮、女子が多くねぇか……？」


    「あれ、言わんかったっけ？　ここ、女子しか住んでへんって」


    　ふと零こぼした疑問に、背後から返答があった。


    　千ち聖さとだ。寮内だからか、いつもの改造巫み女こ装しよう束ぞくではなく、撫なでし子こ柄の浴衣ゆかたを着ていた。


    「おい、それってつまり、ここは女子寮ってことじゃねぇか!?」


    「せやで。そもそも、うちの事務所は全員、女やし」


    　しれっと明かす千聖。


    「……道理で一階の共同トイレに個室しかねぇと……くそっ、知らずに使っちまったじゃねぇかっ……」


    「女子トイレデビューやなァ、龍りゆう之の介すけはん。ええやんええやん。乙女おとめの園に一人だけ男。興奮する環境やんか」


    　愕がく然ぜんとする龍之介を見て、千ち聖さとがにししと笑う。


    「ちなみに、何かあったらいつでもウチの部屋に来てくれてええんやで？　たとえば、ルナはんに欲情してもうたけど、さすがに彼女で処理するわけにはいかへん、誰だれか他に適当な相手はおらへんやろか～、みたいなときとか」


    「りゅーのすけは、ルナによくじょーするのか？」


    「しねぇよ！」


    「……へぇ、龍之介くん。ルナちゃんをそんな目で見たりするんだ」


    　突然、冷たい声音が部屋の入り口から聞こえてきた。振り返ると、七なな慧えが半眼で立っていた。


    「何でここに？」


    「何でって……あなた、大変だったみたいじゃないの。どうして教えてくれないのよ？　何かあったら連絡してって言ったでしょ？」


    　どうやらどこからか情報を得て、心配になって様子を見に来てくれたようだ。わざわざ他事務所にまで。


    「あ、悪ぃ、色々あってすっかり忘れてた」


    「もう」


    　七慧は口を尖とがらせて睨にらんでくる。それから少し辛つらそうに眉まゆを伏せて、


    「……残念だったわね……シャルのこと……」


    「……」


    「あなたのこと、本当に慕したっていたのに……」


    　七慧が部屋の隅に設しつらえた簡易な祭壇へと視線を向ける。そこには骨こつ壺つぼと一いつ緒しよにシャルの写真を置いていた。


    「あいつは……本当にいい使い魔だったよ」


    　しばし部屋に沈黙が満ちる。


    　重たい空気を打ち払うように、千聖が努めて明るい口調で言った。


    「まぁでも、この前も言うたけど、ここなら安全やで。なんたって、敷地全体がお師匠さまの強力な結界で護まもられとるからな」


    「そうね……確かに、近付いただけで桁けた違いの魔力を感じたわ。さすがは陰おん陽よう術じゆつの権威、第三階級魔術師ウイザードの土つち御み門かど影えい那なね」


    　同意する七慧だが、なぜか不満そうだった。ぼそりと呟つぶやく。


    「……だけど、わたしたちの事務所にだって寮はあるし、堅けん牢ろうさでも負けてないはずなのに」


    　それを耳みみ聡ざとく聴き取って、千聖が反論した。


    「あんな辛しん気き臭くさい城じよう塞さいなんかより、龍之介はんは乙女の園の方が好きに決まっとるやんか」


    「……そうなの？」


    「んなこと誰だれも言ってねぇよ！」


    　どうかしら、と不審な目をする七なな慧え。随ずい分ぶんと信頼されていない。


    　そのとき、ルナがくんくんと小さな鼻を動かしながら、龍りゆう之の介すけの服の袖そでを引っ張った。


    「なんか、いいにおいするぞ」


    　七慧が何かを思い出したように手を叩いた。


    「あ、そうそう。実はルナちゃんにケーキ買ってきたんだけど……」


    「ほんとうかっ？　食べる食べる！」


    　ルナが目を輝かがやかせた。


    　千ち聖さとはこれから修業があるからと部屋を出ていったので、ちゃぶ台を囲んで三人で座った。


    　七慧が箱から取り出したのは、虹色苺レインボーストロベリーのショートケーキだった。


    　虹色苺というのは、その名の通り表面が七色の縞しま模様になっていて、特殊な品種改良で作られた苺いちごだ。色の箇所によって少しずつ味が違うという。


    　龍之介が適当に皿へと切り分けてやると、ルナは早速とばかりにフォークを真ん中に一突き。そのままほとんど一口で平らげてしまった。


    「おかわり！」


    　すでに夕食も食べたはずだというのに、彼女の食欲は留とどまるところを知らない。すぐにおかわりを所望してくる。


    「すごい食欲ね……。ルナちゃん、美お味いしい？」


    「めちゃくちゃおいしいぞ！」


    　パクパクと嬉しそうにケーキを頬ほお張ばっていたルナだったが、不意に、ぽつりと零こぼした。


    「……マリンと、いっしょに食べたかったな」


    　アドラメレクという異端教団カルトに狙われている彼女は、寮から一歩も外に出ることができない。当然、病院にもしばらく行けていなかった。


    　口にべったり生クリームを付けながら、ルナがこちらを見上げてくる。


    「りゅーのすけ。マリンはげん気にしてるかな？　またあそびに行くって、やくそくしたんだけどな……」


    　龍之介はそんな彼女の頭に手を置いて、くしゃくしゃと撫なでてやった。


    「しょうがねぇな。明日、俺が様子を見に行ってやるよ」


    「ほんとうかっ？」


    「ああ。まかせとけ」


    「りゅーのすけっ！　大すきだぞ！」


    「なっ」


    　ルナがいきなり跳びついてきた。勢い余って、そのまま座布団の上に押し倒たおされてしまう。


    「お礼の、ちゅーだ。んー」


    「ちょ、やめろ！」


    　クリーム塗まみれの唇くちびるをこちらの口に押し付けてこようとした彼女の顔を、龍りゆう之の介すけは強引に押し返した。ルナは不満げに口を尖とがらす。


    「なんで、ちゅーさせてくれないんだ、りゅーのすけ！」


    「させるかよっ。つーか、どこで覚えたんだよ、んなこと」


    「ちさとが、お礼には、ちゅーがいちばんだって、いってたぞ！」


    「あいつまた余計なことをっ……」


    「ほら、えんりょしなくていいぞ、りゅーのすけ！」


    「いいから早くどいてくれっ」


    　畳の上で幼女とじゃれ合う龍之介を白い目で見下ろしながら、七なな慧えが携帯を取り出した。


    「……もしもし騎士警察ですか？　ここに幼女と不純異性交遊をする変態が……」


    「だから通報は勘弁してくれって！」


    



    



    　翌日。授業が終わると、龍之介は約束通り〈ウェルキエル学園〉の附属病院を訪れていた。


    　病室を覗のぞくと、マリンはどこかもの寂しそうに窓の外を見ていた。カナデの姿は見えない。
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    　こんこん、と龍りゆう之の介すけは壁を叩いた。マリンがこちらを振り向く。


    「あ、お兄ちゃんっ」


    　龍之介の顔を見て、彼女は先ほどまでの表情が嘘うそのような満面の笑みを見せた。


    　ルナも一いつ緒しよだと思ったのかもしれない。龍之介は期待させてしまったことを少し申し訳なく思いながら告げた。


    「ごめんな。あいつは今日は来れないんだ」


    「そうなの？」


    「ああ。けど、代わりに手紙を預かってきたよ」


    「ほんとっ？」


    　マリンはベッドから身を乗り出した。


    　可か愛わいらしい魚のシールで封をされた手紙を渡す。マリンは早速、中から便びん箋せんを取り出して食い入るように読み始めた。


    　ちらりと覗のぞいてみると、物もの凄すごく下へ手たクソな字で『びょー気がなおったら、いっしょに、こんさーといこう！』と書かれていた。それだけで、マリンはとても嬉しそうだ。


    　龍之介はベッドの傍そばに置かれていた椅い子すに腰を下ろした。


    「カナデは？」


    「今日はまだ来てないよ。お姉ちゃんね、最近、すごく忙しいみたいなの」


    「そうか」


    「どんなことしてるか、全然、教えてくれないんだ。もしかしたら危険なお仕事してるんじゃないかって、とても心配……」


    「……」


    　マリンを心配させないため、カナデは民間騎士コントラクターをやっていることを隠していた。


    　鬼き頭とう民間事務所に所属している彼女は、恐らく魔獣テロ対策のため連日のようにパトロールに駆り出されていることだろう。当然ながら危険の伴う仕事だ。


    「……お兄ちゃん。あの……」


    　不意にマリンが俯うつむきがちに口を開いた。円つぶらな瞳ひとみが不安と迷いで揺れている。何か伝えたいことがあるのかもしれない。


    「どうした？」


    「あの……実はね……お姉ちゃんの右腕──」


    「やっほー、マリン！　お姉ちゃんだよー」


    　そのとき突然、相変わらずの快活な声とともに、カナデが病室へと入ってきた。


    「あれ、龍之介じゃん。来てたんだ。って、ルナちゃんは一緒じゃないの？」


    「あー、あいつは色々と事情があって来れないんだ」


    「は？」


    　カナデが顔を顰しかめた。


    「じゃあ、あんた一人？　なにそれ？　もしかしてあんた、マリン狙ってる？　うそ、いくらマリンが可か愛わいいからって、それはさすがに止やめてよね？　正直、マジでひくわ」


    　結構、マジな顔で言われる。


    「ち、違うよ、お姉ちゃんっ。お兄ちゃんはね、ルナちゃんの手紙を代わりに持ってきてくれたんだよっ」


    　マリンが慌あわててフォローしてくれた。


    　さらに証拠の手紙も見せられて、カナデは「よかったー。あんたがあたしの義弟になるとか、マジでやめてほしいわー」と笑った。なぜか目は笑っていなかった。


    　長居はせず、それからすぐに龍りゆう之の介すけは病室を後にした。カナデもまた用事があるからと、マリンに別れを告げて一いつ緒しよに付いてくる。


    　歩きながら、龍之介は彼女に任務のことについて訊きいてみた。


    「そうか。やっぱそれで忙しいのか」


    「そ。ていうか、あんたも関わってんの？」


    「まぁ、一応な」


    　予想した通り、彼女は毎日のように割り当てられた任地の巡回をしているのだという。


    　魔獣の脱走事件は頻ひん発ぱつしていた。


    　発生場所に法則はなく、予測ができないため、どうしても対応は後手を踏まざるを得ない。魔都民は戦々恐々とした日々を送っていた。


    「そうそう。話変わるけどさ、さっきはマリンの手前、深くは突っ込まなかったけど、もしかしてルナちゃんに何かあったの？」


    「……実は、アドラメレクの連中に狙われているんだ」


    　龍之介は少し迷ってから、カナデに事情を話すことにした。鬼き頭とう民間騎士事務所に所属している彼女は、当然ながらアドラメレクのことも知っている。


    「そんなことがあったんだ……でも、どうしてルナちゃんが？」


    「それが分からねぇから苦労してるんだ」


    　ただし、ルナが竜族ドラゴニユートであることは一応、黙っておいた。誰だれが聞き耳を立てているかも分からないからだ。


    　やがて二人は病棟のエントランスを抜けた。


    「今はどこにいるの？」


    「賀か茂も民間騎士事務所でお世話になってる。結界で護まもられたあそこなら、連中にも手が出せないはずだ。……そのかわり、外に出ることができねぇんだけどな」


    「そうなんだ。なんだか、かわいそうだね」


    　そう呟つぶやくカナデは、もしかしたら妹の置かれている状況と重ね合せているのかもしれない。


    「それにしてもさ、あんたって、ルナちゃんとは本当の兄妹じゃないんでしょ？　それなのによくそこまでしてあげてるよね？」


    「まぁ、そうだけどよ……」


    「ほんっと、優しーよね、あんたはさー。顔に似合わず。てか、あたしも、あんたの使い魔にしてもらおっかなー？」


    「やめろよ。すでに定員オーバー過ぎてやばいんだ」


    「あははは、そうだよねー、ざんねんざんねん」


    　そう言って笑うカナデは、なぜか少しだけ本当に残念そうにも見えた。


    「んじゃ、あたしはこれで」


    「ああ。あんまり無理すんなよ？　マリンも心配してたぞ？」


    「わーってる、わーってる」


    　蒼あおい髪を靡なびかせて、カナデは手を振りながら去っていった。その後ろ姿を見送って、ふと龍りゆう之の介すけは先ほど病室でマリンと交わしたやり取りを思い出す。


    　カナデの乱入で中断されたが、彼女は何かを言いかけていた。


    「右腕って……確か、カナデが怪我してたとこだよな？」


    　気になったが、今さら聞きに戻るのも極きまりが悪い。


    　──また今後、ルナの手紙を持ってきたときにでも訊きくか。


    　そう判断して、龍之介は病院を後にした。
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    　アドラメレクの拠点を特定できたとの連絡があったのは、マリンの病室を訪れてから数日後のことだった。


    　騎士警察庁の大会議室には、先日のような幹部クラスだけではなく、実際に拠点への襲しゆう撃げきに参加することになる各事務所の騎士たちも招集されていた。そのため総勢は二百人を超える。


    「久しぶりっすね！　もしかして、ファナっちの事件以来っすか？」


    　唯ゆい一いつの個人事務所からの参加であろう龍之介が独り寂しく座っていると、猫耳の女性がこちらへとやってきた。


    　三み森もりユミだ。猫獣人ケツトシーと人間のハーフである彼女とは、先日の任務で面識があった。


    「あれ？　あんた確か、クラーケンに踏み潰つぶされたんじゃなかったのか？」


    「そうそう、小さな三森は巨大な足でプチッと……って、潰されてないっすよ！　危ないところだったっすけど！」


    「龍之介くん、あなたも参加するのね」


    　七なな慧えも声をかけてくる。


    「ああ。菊きく川かわのおっさんを説得するのは大変だったけどな。……ファナは？」


    「彼女は留守番よ。まだ見習いだし、さすがに今回の作戦には加えられないわ」


    　と、そのとき突然、大会議室に大声が響ひびき渡った。


    「ガハハハッ！　諸君ッ、ともに筋肉の限りを尽くして頑張ろうではないかッ！」


    　なぜか虎柄のフンドシ姿の鬼き頭とう権ごん蔵ぞうが、会議室の入り口でポージングを決めていた。


    「所長キレてるキレてる！」「デカイ！」「バリバリ！」


    　そう叫んで権蔵の肉体を賞賛するのは、ビキニ姿の筋骨隆々の男たちだった。


    「……なんだあいつら」


    「鬼頭権蔵直属の筋肉部隊マツスルパーテイだな」


    　呆あつ気けにとられる龍りゆう之の介すけの疑問に応こたえてくれたのは、藤ふじ野の美み月つきだった。


    「筋肉部隊……」「ぶっちゃけ、キモイっす」


    　七なな慧えが嫌いやそうに顔を顰しかめ、三み森もりがばっさり断じた。


    　筋肉部隊に遅れて、やや気まずそうに鬼頭民間騎士事務所の面々が会議室へと入ってきた。


    「私が所長になったあかつきには必ず駆く逐ちくしてやる……」


    　鬼頭純じゆん一いちが瞳ひとみに暗い炎を宿していた。


    「やっほー、龍之介」


    「カナデ？」


    　その一団の中から抜け出して、龍之介に声をかけてきたのはカナデだった。どうやら彼女も今回の任務に参加するらしい。


    　そのことを不安気に問うと、彼女は少しむくれてから、


    「ちょっと、ばかにしないでよねー？　こう見えて、あたしは鬼頭民間騎士事務所の期待の大型新人なんだからさー」


    「自称か？」


    「ちゃうし！　言っとくけど、所長から直々に勧誘されたのよー、あたし」


    「……ってことは、いずれお前も連中みたいにムキムキになるのか……」


    　そんな姉になったら、きっとマリンも嫌だろうな……と思っていると、カナデが全力で否定してきた。


    「それは死んでもイヤっ！　確かにさ、所長が人を見る上での判断基準は、六割くらいが筋肉だけど、でも、それだけじゃないっての。所長がきっかけで事務所に入ってくる人も多いし、ああ見えてけっこう所内では慕したわれてんのよ」


    「六割筋肉はちょっと多すぎると思うぞ……」


    「……龍之介くん、その人は？」


    　七慧が怪け訝げんな顔で訊きいてきた。


    「二にの宮みやカナデ。中等部の頃からの知り合いだ」


    「どぉも、カナデでーす」


    　カナデがペコリと頭を下げる。


    「わたしはセレス民間騎士事務所の天あま城ぎ七なな慧えよ。よろしく」


    「へ～」


    　カナデが値踏みするような目で七慧の全身を眺めた。


    「聞いたことあるかも。確か、その若さで第五階級に到達した、セレス民間騎士事務所の若きエースだっけ？」


    「別に、そんなに大したことないわよ」


    　七慧が謙けん遜そんすると、カナデは大おお袈げ裟さに驚いたような仕草をした。


    「またまたー。しかも、知る人ぞ知る名門・天城家の御嬢様なんでしょ？　なんかもう、生まれつきの勝ち組って感じだよねー」


    　そんなふうに羨うらやましがるカナデだが、どこか言い方に険があった。


    「……」


    　七慧が眉まゆをひそめる。そんなことにはお構いなく、カナデは七慧に質問を投げかけた。


    「だけどさ、そんなすごい人が龍りゆう之の介すけとどういう関係なの？」


    「どういう関係って……ただの幼おさな馴な染じみだけど……」


    「ふーん、幼馴染みね～」


    「……それがどうかしたの？」


    「ウェルキエル学園じゃないよね？」


    「わたしは幼い頃に知り合いだったというだけで、同じ学校に通ったことはないから……」


    「そかそっかー。じゃあさ、中等部のときに龍之介がしでかしたアレ、知らないんだー」


    「アレ……？」


    　七慧が訝いぶかしげに首を傾かしげる。カナデは思い出し笑いをしながら言った。


    「いやー、龍之介ったらさー、男子の更衣室と間違えて、おもいっきし女子更衣室に入ってきちゃ──ふががっ」


    　龍之介は慌あわててカナデの口を塞ふさいだ。


    「おい、カナデ！　お前、あれは絶対誰だれにも言うなって言っただろっ？」


    「へぇ……龍之介くん……そんなことがあったんだ……？」


    　七慧が物もの凄すごく剣けん呑のんな眼つきで睨にらみ付けてきた。


    「ぷはっ……あー、ごめんごめん、忘れてたー」


    　まるで悪びれる様子もなく、カナデはおざなりに謝ってくる。


    「ていうかさ、あんとき、更衣室にあたしもいたんだけどさー？　あっ、もしかしてあの後、やけに余よ所そ余よ所そしかったのは、あたしの裸を見ちゃった罪悪感のせいじゃないの？」


    「見てねぇよ！」


    「えー、ほんとかなー？　なんか顔が赤い気がするけどー？」


    　ほれほれー、とカナデが龍りゆう之の介すけの頬ほおを指で突いてくる。


    「……別にあなたの裸なんて、そんなに魅力なさそうだけど」


    　七なな慧えがぼそりと呟つぶやいた。


    　ピキ、とカナデが額ひたいに青筋を浮かべる。


    「へぇ……あんたも人のこと言えないくらい、貧相な身体からだしてるけどねー？　ＡＡカップってとこ？」


    　今度は七慧が頬を引き攣つらせた。


    「……あなたのサイズと一いつ緒しよにしないでほしいわね」


    「……へー、そう？　あたしはこれでも中等部の頃にはすでにＢだったけど？」


    「つまりはそれから、まったく大きくなってないってことね」


    「ぐ……そ、そうだけどっ……あんたなんて、どう見てもＢにすら達してないでしょーが」


    「そ、そんなことないわよっ。……さ、最近、店員さんに『Ｂでも大丈夫ですよ』って言われたし！」


    「うわー、店員さん商売じょうずぅ～」


    「正直あなたもＢに見えないけど？　もしかして店員さんに同じこと言われたんじゃない？」


    「……そ、そんなこと、ないし……」
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    「何で目を逸そらすの？」


    「……うっさいし」


    「お、おい、何でいきなり険悪なんだ、お前ら……？」


    　睨にらみ合い、一触即発の雰ふん囲い気きの七なな慧えとカナデ。その二人の肩に、誰だれかが手を置いた。


    「あかんで。貧乳同士、仲良くせななァ」


    　千ち聖さとだった。ニヤニヤ笑いながら、そんなことを言う。


    　彼女の豊満な胸を見て、七慧は瞳ひとみに殺意を宿し、カナデはぐぬぬと歯は軋ぎしりする。


    「そうよね、たとえ胸が小さくても、心だけは大きくありたいものよねぇ」


    　さらに余計な口を挟んできたのは、土つち御み門かど影えい那なだ。ワザとらしく着物の前をはだけさせて、谷間を見せている。その大きさは千聖すらも凌りよう駕がしていた。


    「……」「……」


    　どんぐりの背比べをしていたことを悟ったのか、七慧とカナデは完全に沈黙した。


    　ちょうどそこへ、菊きく川かわが部下を連れて入ってくる。


    「あー、そろそろ時間だ。会議を始めるぞ」


    　周りが騒がしくて気付かなかったが、どうやら定刻のようだ。


    　だが菊川が呼びかけても、会議室内が静かになる気配はまったくない。二百人を超す民間騎士コントラクターたちは好き勝手に騒ぎ続けている。


    「おい、見ろよ、猿さる渡わたり民間騎士事務所だぜ。あそこ最近、ＰＰＰにエース級の騎士を獲られたらしいぜ」


    「ぎゃははは、マジかよそれ、だっせー」


    「あーもーめんどくせーなー。会議なんつー、かったりーもんに出んのは、所長一人でじゅーぶんだろーがよー」


    「……おい、静かにしろ。会議を始めるぞ」


    「ぐがががぁご……」


    「ああ……愛いとしの来くる栖すセレスティーナ……涎よだれまでも美しい……」


    「ガハハハツ！　見み晒さらせッ、わしの超絶筋肉ゥゥゥッ！」


    「所長！　キレてる！　キレてる！」


    「ナイスバルク！」


    「風ふう神じんちゃん、雷らい神じんちゃん。わたし、ちょっと喉のどが渇いちゃったわ」


    「お任せください、影那さま」


    「待てよ、風神っ。影那さまの飲み物を買いに行くのは俺だっ」


    「時間だぞ……」


    「七慧っち！　そう気を落とす必要はないっすよ！　三み森もりは最近、気付いたっす！　貧乳には、貧乳の良さがあるんすよ！　跳んでも揺れないし、肩こらないし、ブラ着け忘れても問題ないし……あれ、なんか三み森もり、涙が出てきたっす……」


    　菊きく川かわがキレた。


    「いい加減に静かにしやがれ！　民間騎士コントラクターのクソッタレどもがッ！」
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    　朝の空気を切り裂いて、大型の飛行トラックが魔都の空を飛んでいた。


    　一見、何の変哲もない運送業者のトラックだ。だがその荷台の内部には、二十人を超す民間騎士たちがすし詰め状態で乗り込んでいた。


    　向かう先は、無数の空中工場群で構成された第十八区空中層Ｄエリア──〈青空工業地帯スカイコンビナート〉。


    　その中にある魔ま導どう機器の製造工場の一つが、異端教団アドラメレクの拠点と目されている場所だった。


    　龍りゆう之の介すけは胡坐あぐらをかいて荷台の床に座り、そのときを静かに待っていた。


    「シャルの仇かたきだからって、無む茶ちやはしないでよ？」


    　七なな慧えが心配そうに声をかけてくる。


    「ああ」


    「単独行動はしないで、できるだけわたしたちの班から離れないようにね」


    「分かってるって」


    　龍之介を除けば、今このトラックに乗っているのは全員がセレス民間騎士事務所の騎士たちだ。全体を統括するセレスを除き、四、五人程度から成る幾いくつかの班に分かれている。


    　その中で、七慧は藤ふじ野のが班長を務める第四班に配属されていた。ちなみに副所長の東とう堂どうは、工場の包囲網を形成する班の方に加わっているという。


    　潜入調査によって得た情報によれば、工場内には儀式を行うための特別な礼拝堂が存在しており、教団の最高指導者はそこに潜伏しているそうだ。礼拝堂を突き止め、その人物を捕らえることが作戦の第一目標だった。


    「にしても、釈然としねェな」


    　不意にそう吐はき捨てたのは、セレスだった。これから敵の拠点に突入するとあって、さすがにずっと起きている。


    「どういう意味だ？」


    　龍之介が訊きき返すと、セレスは鼻を鳴らして言った。


    「ここ数日、魔獣テロがばったり止やんじまってることに決まってんだろ。無差別に起こされる事件に、こっちの対策は完全に後手に回っちまってた。連中の目的が異端指定されたことへの報復だっつーんなら、なんで急に止めちまったんだ」


    「確かに、そうですよね……」


    　七なな慧えが何かを考えるように頬ほおに指を添えて小さく首を傾けた。


    「考えられる可能性としては、いくらやっても都庁が異端指定を取り消すことがないと気付いて諦あきらめたのか……もしくは、最初から報復が目的ではなかった、とかでしょうか」


    「後者の場合は、つまり何か別の目的があったってことか？　事件が終息したってことは、それはすでに果たされってことかもしれねぇな」


    　七慧の言葉を引き継いで、龍りゆう之の介すけも思案する。


    「オレはその後者の可能性が高いと思うな。まァ、あくまで可能性の話だがな。いずれにしても、ここで話したところで結論なんてでねェだろうが……この作戦、もしかしたら一筋縄じゃいかねェかもな。……おっと、そろそろ着く頃合か」


    　目的の工場は、かなり大規模なものだった。


    　六つの巨大な工場棟と二つの事務棟が、高さも角度もほとんどバラバラに浮かんでいる。各棟を結ぶ空中通路は複雑に交差し合って、さながら迷路のようだ。


    　運送業者を装よそおったトラックは出入り口で受付を済ませ、敷地空域へと入った。


    　やがて、最も手前に位置する工場棟と隣りん接せつした離着陸場へと着陸。運転手の操作によって荷台のウィングボディが展開していく。


    「オラッ、行くぜッ！」


    　それが開き切る前に、騎士たちは一斉に飛び出していた。


    　真っ先に敷地内への侵入を果たした彼らの最初の目的は、信徒たちの意識を引きつけることだ。その隙すきにさらに他部隊が突入してくる手て筈はずとなっている。


    　騎士たちは怒ど濤とうのごとく搬入口を抜けて、工場棟へと向かった。


    「民間騎士コントラクターだ！　テメェら全員、手を止めて大人しく魔導手錠マジツクカフにかかりやがれ！」


    　セレスが怒ど声せいを轟とどろかせながら、先頭で棟内に突入する。一般の作業員とアドラメレクの信徒を見分けるのは困難だ。片っ端から作業員を拘束していくしかない。


    　龍之介たちもすぐ後に続き、広い空間に出た。


    　作業腕マニピユレーターを有した機械がズラリと並び、その間を長いベルトコンベアが走っている。だが今はすべての製造ラインが完全に停止しており、予想していた作業員たちの姿も見えない。


    「……どういうことだ？」


    　龍之介がそう零こぼした直後、頭上から巨大な影が降ってきた。


    　地じ響ひびきとともに民間騎士たちの目の前に着地したのは、身長ゆうに四メートルを超す単眼の亜人だった。


    「な、なんすか、こいつっ？」


    「単眼巨人サイクロプスだ！　気を付けろ！」


    　三み森もりが目を剥むき、藤ふじ野のが注意を促す。


    「うおおおっ！」


    　作業着を身に着けた巨人族が、雄お叫たけびとともに手にしていた魔導具ウオンド──巨大な戦鎚ウオーハンマーを床へと叩き付けた。


    　激烈な轟ごう音おんが弾はじけると同時、一帯の地面が上下に跳ねた。戦鎚をぶつけただけでは決して生じ得ない突然の激震に、民間騎士コントラクターたちの身体からだが宙を舞う。


    　地震は収まらない。その中で単眼の巨人だけが悠々と屹きつ立りつし、動きの鈍にぶった民間騎士たちに戦鎚の一撃を見舞わんとする。


    「魔術かっ!?　しかもこの規模……っ！」


    　龍りゆう之の介すけは驚きよう愕がくして叫んだ。これだけの地震を引き起こすのは、並の魔術師ウイザードでは不可能だ。


    「ハッ、こいつも儀式で魔力を高めたっつーわけか！」


    　犬歯を剥むき出すセレスは地震など物ともせず、火炎を纏まとう大剣を手に単眼の巨人へと躍り掛かった。戦鎚と大剣が火花を散らして激突する。


    「ぐおッ!?」


    　だが巨人の怪力に、あのセレスが押し負けて吹き飛んだ。


    「所長っ！」


    　七なな慧えが愕がく然ぜんと目を見開く。だが巨人も戦鎚を弾はじかれてバランスを崩している。その隙すきを逃さず、彼女は強烈な刺し突とつを繰り出した。


    「天あま城ぎ流りゆう槍そう術じゆつ・壱いちノ刹さつ撃げき──《疾しつ雷らい》！」


    　巨人の膝ひざ頭がしらで雷鳴が弾ける。


    　だが単眼の巨人は僅わずかによろめいただけだ。破けた作業着の奥から硬質の輝かがやきが見えた。


    「──ッ！　鎧よろい!?」


    　巨人が巨大な拳こぶしを繰り出し、七慧を殴なぐり飛ばそうとする。


    「アクティベーション──《爆鴉バーストクロウ》ッ！」


    　龍之介が撃ち出した鴉からすが、巨人の頭部で爆発を巻き起こした。一瞬動きが止まり、その間に七慧が後退してくる。


    「テメェ、よくもやってくれやがったなッ！」


    　そこへ再びセレスが飛び掛かった。大剣が巨人の右肩へ叩き込まれる。


    　鎧ごと豪快に切り裂き、血ち飛沫しぶきが舞い上がった。単眼の巨人の絶叫が轟とどろく。


    「さっすが所長っす！」


    　三み森もりが感嘆の声を上げたとき、上方から氷の矢が降ってきた。射線上に立つ三森は、それに気付いていない。


    　藤ふじ野のが襟えり首くびを掴つかんで引き倒たおし、尻しり餅もちをついた三森のすぐ手前の床に鋭するどい氷が突き刺さる。


    「た、助かったっす、藤野っち……」


    「気を付けろ、三森」


    　天てん井じよう近くに設けられた空中通路。そこに幾いくつもの敵影があった。巨人をセレスに任せて、民間騎士コントラクターたちはすぐさま応戦する。


    　さらに機械の陰からホビットの男が飛び出してきた。あらかじめ呪じゆ文もんを詠唱していたのだろう、直後に魔術が発動する。


    「なっ……」


    　放たれた魔術の威力に、龍りゆう之の介すけは息を呑のむ。コンクリートの床を溶解させながら、火炎が瀑ばく布ふのごとき猛烈な勢いで押し寄せてきたのだ。


    「《天使の盾エンジエルシールド》！」


    　三み森もりが彼女の魔導具ウオンド・天使の羽衣エンジエルストールで展開した無色の防壁が、危ういところで仲間たちを護まもる。


    「まだ来るぞ！」


    　怒ど鳴なりながら、龍之介は銃口を跳ね上げた。


    　積み上がっていたコンテナの後ろから、何かが大きく跳躍した。龍之介の魔弾はその足元を掠かすめるに終わる。


    　亜人・半人半馬ケンタウロスだ。三森の防壁すらも悠々と飛び越えて、民間騎士たちのど真ん中へと降り立った。強きよう靭じんな馬脚で疾しつ駆くしながら、暴風を纏まとう突撃槍ランスを振り回す相手に翻ほん弄ろうされ、こちらの陣形が崩される。


    　さらにベルトコンベアの陰から現れたのは、半魚人ギル・マン、牛頭人ミノタウロス、鶴首人グースヘツドなどの亜人たちだ。


    　半魚人が操る水が、騎士たちの手足に絡からみ付いて動きを封じた。そこへすかさず、牛頭人が全身を黄金色に輝かがやかせて突進。数人の騎士たちが吹き飛んで宙を舞った。さらに鶴首人の幻影魔術にも苦しめられる。


    「強い……っ！」


    　七なな慧えが驚嘆の声を上げた。自みずからの肉体の一部を生いけ贄にえにすることで力を得た信徒たちの戦闘能力は、厳しい戦闘訓練を積んだ民間騎士たちに勝るとも劣らない。


    「それにしても、襲しゆう撃げきがバレていたっす!?」


    「……その可能性は高いな」


    　三森の悲鳴に、藤ふじ野のが冷静に応じた。


    　敵と味方が入り乱れて戦闘を繰り広げる中、ズゴンッ、と奥に見えていた扉が吹き飛んだ。


    　姿を現したのは、こちらも身長四メートルに迫る巨人族だ。全身に無数の目。手には鎖と連結した巨大な鉄球を有している。


    「しんにゅうしゃを、はいじょする……っ！」


    「今度は百目巨人アルゴスか！」


    　百の目を持つ巨人が、地じ響ひびきを鳴らしてこちらへと突進してくる。


    　そのとき別の入り口を破壊して、集団が飛び込んできた。


    　別ルートから工場内へと侵入を果たした、鬼き頭とう民間騎士事務所の面々だ。


    　その先頭を行く権ごん蔵ぞうが、百目巨人を見て大笑した。


    「ガハハハハッ！　巨人族かッ！　我が筋肉と勝負だッ！」


    　あの権ごん蔵ぞうですら、巨人族と対たい峙じするとほとんど子供のように見える。それでも権蔵は躊ちゆう躇ちよなく巨人に立ち向かった。


    「たたきつぶして、くれるっ！」


    　百目巨人アルゴスが、権蔵の肉体すらも凌りよう駕がする大きさの鉄球を振り回す。


    「ガハハハッ！　我が筋肉秘技ッ、とくと見よッッッ！」


    　迫りくる超重量の鉄球を前に、権蔵の全身の筋肉が膨ふくれ上がった。バン、と上着が弾はじけ飛び、筋骨隆々の上半身が露あらわになる。筋肉部隊マツスルパーテイの男たちが野太い歓声を上げた。


    「キタァァァァッ、所長の必殺、上着破りィィィィィィッ！」


    　その声援を背後に、権蔵は右の拳こぶしを思いきり振り被かぶり、


    「マァァァスルゥゥゥ、パァァァァンチッ！」


    　なんと鉄球を拳一つで弾き返した。


    　あり得ない怪力に、百の目が戦せん慄りつで一斉に見開く。


    「ガハハハハッ！　軽い軽い軽いわァァァッ！」


    　さらに権蔵は巨人とがっぷり取っ組み合う。そのまま相手を持ち上げ、振り回し、投げ飛ばしてしまった。巨体が製造ラインに激突し、幾いくつもの作業腕マニピユレーターが破砕する。


    「なんて力だよっ……生体強化系の魔術かっ……？」


    「違う。あれはあくまでも奴やつが鍛え上げた筋肉だけの力だ」


    　瞠どう目もくする龍りゆう之の介すけに応こたえたのは、鬼き頭とう純じゆん一いちだった。彼の魔導具ウオンドなのか、その手には鞭むちのようなものが握にぎられている。


    「筋肉って、すげぇ……」


    「馬ば鹿かの所業だ」


    　龍之介が思わず呟つぶやくと、鬼頭純一は忌いま々いましげに吐はき捨てた。ほとんど憎にくしみに近いレベルで嫌っているらしい。いつかお家騒動が起こりそうで心配になる。


    　ともあれ鬼頭民間騎士事務所の加勢もあって、敵勢を押し返していた。


    「あれ、逃げていくっす……？」


    　不利を悟ったのか、信徒たちは機械の陰に隠れながら素早く戦場から離脱していく。


    「ハッ、逃げんじゃねェよ腰抜けがッ！　オラオラオラオラッ！」


    「まだまだ負荷が足りんぞォォォッ！　ガハハハハッ！」


    　同じく逃走を図ろうとした二体の巨人を、二人の所長が奇声を上げて追い駆けていった。


    　彼らの姿が見えなくなると、先ほどまでの激しい戦闘が嘘うそのように辺りに静せい寂じやくが満ちた。


    　周囲に警戒しながら、民間騎士コントラクターたちは菊きく川かわと連絡を取る。どうやら他の民間騎士事務所の部隊も、同じように信徒たちと交戦しているようだ。


    　徒党を組み、地の利を活いかして襲ってくる信徒たちは厄やつ介かいだ。まずは彼らを迎撃しながら、工場を完全に制圧することが第一目標に変更された。


    　それに相手がこちらの襲しゆう撃げきを予期していたとなれば、すでに教団指導者が逃走している可能性は高い。


    「……そういや、カナデは？」


    　そのときふと龍りゆう之の介すけは、彼女の姿が無いことに気付いた。


    「おいあんた、カナデはどうした？　あいつも参加してるんじゃなかったのか？」


    「私は知らない」


    　鬼き頭とう純じゆん一いちを問い詰めると、素そっ気けない返答が返ってくる。


    「知らないって、あいつはあんたんとこの所員だろ？」


    「彼女は何の連絡も寄こさず、集合時間に集合場所に来なかった。それ以上のことは知らないということだ」


    「マジかよ？　しかし連絡も寄こさないって……どういうことだ……？　あいつに限ってそんなこと……」


    　ああ見えてカナデはきっちりしている。もしかしたら彼女の身に何かあったのかもしれない。あるいは、妹のマリンに……。


    　不安が胸を過よぎるが、今は目の前の任務に集中するしかない。


    　信徒たちの襲撃を警戒しながら、龍之介はセレス民間騎士事務所のメンバーたちとともに工場棟の奥へと進んだ。


    　その途中、頭の中にある疑問が浮かんだ。


    　──にしても、民間騎士コントラクターの襲撃があると知りながら待ち構えているか？


    　もし事前に情報が漏もれていたのだとすれば、わざわざ居残っている理由が分からない。民間騎士と交戦することが、彼らにとって一体何の意味があるというのだろうか。


    「っ！　敵よ！」


    　七なな慧えの声で、思考が中断される。


    　通路の陰から躍り出てきたのは、先ほど逃走したホビットの男だ。さらに半人半馬ケンタウロスや半魚人ギル・マン、牛頭人ミノタウロスなども姿を現す。


    　再び激しい交戦が繰り広げられた。
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    　培養液で満たされた、巨大なガラス槽の中。


    　そこが、少女が初めて意識というものを手にした場所だった。


    　最初に抱いだいた感情は『狭い』というものだった。


    　だからガラス槽の外に出ることができたとき、少女は胸を躍らせた。


    　外の世界を興味津しん々しんで走り回った。


    　しかしすぐに気付いてしまう。


    　そこもまた、狭い内側の世界でしかないということに。


    　もっと色んなものを見て、聞いて、知りたい。


    　少女は本当の〝外〟を渇望した。


    



    



    「ん……」


    　柔らかな布団ふとんの中で、ルナはゆっくりと瞼まぶたを開いた。


    　身体からだを起こし、大きく息を吸う。畳のにおいが鼻を突いた。


    　賀か茂も民間騎士事務所の寮の一室。その奥の部屋だ。主に寝室として利用している。


    　ルナは瞼を擦こすりながらふらふら立ち上がると、襖ふすまを開けた。


    「まったく、いつまで寝てるにゃ。もう十時回ってるにゃ」


    　座布団の上で子猫と一いつ緒しよに丸まっていたアルンが、自分のことは棚に上げて非難してくる。


    「りゅーのすけは？」


    「とっくに民間騎士コントラクターの任務で出かけたぞい」


    　ルナの問いに応こたえたのはタロウだ。他にもナナやクロイ、そしてユキオの姿もある。


    「そーか」


    　短く応じて、ルナは窓の外へと視線を向けた。


    　賀茂民間騎士事務所の敷地内には、鎮ちん守じゆの森が広がっている。龍りゆう之の介すけが不在がちな中、ルナはそこでよく使い魔たちと遊んでいた。


    　当然、この敷地から出ることは許されていない。


    　さすがに理解していた。竜族ドラゴニユートであるという自分は特別な存在であり、それゆえこの身体を狙っている悪い奴やつらがいるのだということを。


    　──そとに、出たい。


    　それでも湧いてくる想いを、ルナはぐっと我慢する。


    　──マリンは、ずっとこうなのか……。


    　不意に、病院から出ることができない彼女のことを思い出して、ルナは胸が苦しくなった。


    『びょー気がなおったら、いっしょに、こんさーとに行こう！』


    『うん！　あたし、ルナちゃんと絶対一緒にコンサートに行く！』


    「ぜったいだぞ！」


    　龍之介が配達してくれた手紙でのやり取りを思い出して、ルナは一人叫んだ。アルンが「うるさいにゃ、みるくたちが起きてしまうにゃ」と抗議の声を上げた。


    　そのとき部屋の扉がノックされた。ユキオが慌あわてて奥の部屋に逃げ込む。


    「だれだ？」


    　出ると、これまでに何度か話したことのある寮生の少女が立っていた。


    「こんにちは。ルナちゃんにお手紙が来てましたよー。どうぞ」


    「きっとマリンからだ！」


    　ルナはすぐに封筒を受け取ると、中から便びん箋せんを取り出した。


    　期待に胸を躍らせながら目を通す。


    「え……？」


    　だがその内容を読み進めていったルナは、愕がく然ぜんと目を見開いた。さーっと、全身から血の気が引いていく。


    「ルナちゃん!?」


    　気付けばルナは、寮生の少女を押し退のけて部屋から駆け出していた。


    「そんなっ！　うそだっ、うそだろ、マリン！」


    　我を忘れて叫びながら廊下を走り抜け、裸足はだしのまま寮から飛び出す。


    　手の中で握にぎり締しめた手紙には、こう書かれてあったのだ。


    『マリンの容よう体だいが急変して、これから手術を受けなくちゃならなくなったの。成功の確率は五分。もしかしたら、もう二度と会えなくなっちゃうかもしれない』


    　差出人はカナデだった。


    　──だって、やくそくしたぞ！　いっしょに、こんさーとに行くって！


    　胸の中で叫びながら、鎮ちん守じゆの森を抜け、入り口の鳥居をくぐる。


    　久しぶりの外だったが、そんな感慨など微み塵じんも無かった。


    　病院の方角は分かる。ドラゴンへと変身して飛んでいけば、すぐに着くはずだ。


    　だがルナが竜化しようとしたまさにそのとき、建物の陰から蒼あおい髪の少女が姿を現した。


    「手紙を読んでくれたみたいね」


    「カナデ!?」


    　カナデだった。妹の容体が急変したというのに、なぜここにいるのか。焦しよう燥そうするルナには、そのことの不可解さを冷静に認識することができなかった。


    「ま、マリンは、ぶじなのかっ？」


    　ルナが慌あわてて彼女の元に駆け寄ろうとしたとき、不意にどこかで訊きいたことのあるメロディーが聞こえてきた。


    「──っ？」


    　急激に強い眠気が襲ってくる。眩暈めまいを起こしたときのように、ぐらりと視界が揺らぐ。


    　それに耐え切ることができず、ルナはその場に崩れ落ちた。
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    　龍りゆう之の介すけは藤ふじ野のたちとともに複雑で広大な工場内を歩き回っていた。


    「にしても、さすがに広すぎるだろ、ここ」


    　額ひたいに湧いた汗をぬぐいながら、龍之介は思わず呟つぶやく。


    「完全に迷路っす！」


    「迷子になるなよ、三み森もり」


    「ちょ、藤野っち、何で子ども扱いしてるっすか!?」


    「そうですね、気を付けてください、三森さん」


    「七なな慧えっちまで!?」


    　あれから何度もゲリラ的に信徒たちからの襲しゆう撃げきを受けたが、すでにその大半は捕ほ縛ばくしてしまっている。制圧はほぼ完了したとみて、現在は班ごとに分かれ、工場内を虱しらみ潰つぶしに探索しているところだった。


    　今いるのは全部で六つある内の、最北に位置している工場棟の中だ。


    「それにしても、変やなァ」


    　と、龍之介の横で首を傾かしげたのは千ち聖さとだ。


    　彼女の同僚の女性たちもいる。別のルートから工場内に突入していた彼女たちとは、つい先ほどばったりと出くわし、今は何となく流れで一いつ緒しよに探索を進めていた。


    「なんであれくらいの人数で、ウチらを待ち構えとったんやろか」


    「お前もそう思うか、千聖」


    　それは龍之介もずっと疑問に感じていたことだった。


    　信徒たちが激しい攻撃を仕掛けてきたのは、ほとんど最初だけだった。後は時々、思い出したように現れては攻撃を加えてくるだけ。捕らえた数も、それほど多くはなかった。


    　アドラメレクにはもっと多くの信徒がいると推測されている。


    　工場内に何か教義上重要なものがあり、それを護まもるために戦っているという可能性もあったが、それならより多くの信徒を残して徹底的に抵抗してくるだろう。やっていることが中途半端で、その意図がいまいち分からないのだ。


    　──いや、待てよ……もしくは、こうやって俺たちの注意を引きつけていること自体に何か意味が……？


    　そのとき、いきなり千聖が足を止めた。


    「どうしたの、千聖ちゃん？」


    　同僚の女性が訝いぶかしげに声をかける。


    「……ここ、何かあるで」


    　そう呟く千聖の視線の先にはしかし、ただの壁しかない。


    「いやいや、どう見ても何にもないじゃないっすか」


    　と言いながら近付いて壁に手を触れようとした三み森もりが、ふっと消えた。


    「三森さんっ!?」


    「ぶげっ？」


    　倒とう伏ふく音おんと間抜けな悲鳴だけが聞こえてくる。


    「なるほど、この壁は魔術で生み出したホログラムか」


    　藤ふじ野のがそう得心しながら壁をすり抜けた。龍りゆう之の介すけたちも続いて壁を通り抜けると、そこに床に転がる三森の姿があった。龍之介は感心する。


    「よくこんな仕掛けに気付いたな？　危うく通り過ぎるところだった」


    「ウチの霊感を舐なめてもらっては困るで」


    「か、身体からだを張った三森のことも評価してもらいたいところっす……」


    「三森さんはもう少し緊きん張ちよう感かんを持って行動してください」


    「なんか最近、七なな慧えっちがやけに三森に対して手厳しいっす！」


    　壁を抜けた先に続いていた通路を進んでいくと、そこには上にいく階段があった。


    　さらにその階段を上り切ると、場違いなほどに豪ごう奢しやな扉。


    「……行くぞ」


    　藤野の掛け声で、扉を押し開け一斉に雪な崩だれ込む。


    　油断なく銃を構えながら、龍之介は周囲を見渡した。


    「外、か」


    　そこは工場棟の屋上のようだった。恐らく魔術で隠いん蔽ぺいし、外からは見えないようになっているのだろう。見上げた先に空中哨しよう戒かい中ちゆうの民間騎士コントラクターたちがいたが、こちらに気付く様子はない。


    「……まさか、ここが礼拝堂？」


    　七慧がそう言ったのは、奥に豪華な祭壇があったからだ。その手前の床には、アドラメレクのシンボルが大きく描かれている。


    　そして祭壇の前に、車いすに腰掛けた男がいた。


    「ようこそ、我らが神アドラメレクの聖域へ」


    　男はくるりと車いすを反転させてこちらを向くと、闖ちん入にゆう者しやたちをそう出迎えた。


    　いかにも真ま面じ目めそうな初老の男性だった。


    「あんたがアドラメレクの最高指導者だな？」


    　龍之介は問いながら、男の眉み間けんに漆黒の覇王ブラツクダイナストの銃口を向けた。


    「いかにも。私は王オウ倫リン。アドラメレクの創設者にして総司教だ」


    　男は自みずから王倫と名乗り、素直に頷うなずく。


    「大人しく捕まれ」


    　そう命じるも、龍之介は今にもトリガーを引いてしまいそうだった。王倫は眉まゆをひそめる。


    「何があったのかね？」


    「てめぇのせいで、俺の使い魔が死んだんだよ！」


    　抑えていた感情が高ぶり、龍りゆう之の介すけは声を張り上げた。


    　王オウ倫リンは哀かなしげな顔をして応じた。


    「そうか、君が……。それは申し訳ないことをしたね」


    　突然の謝罪に、龍之介は面食らう。


    「……今更、謝られたところでシャルは帰ってこねぇ」


    「分かっている。……だが、私にも大義名分があったのだ」


    「大義名分だと？　異端指定されたお前の教団に、何の意義がある？」


    　龍之介は鋭するどく睨にらみ付け、問う。


    　不意に遠い目をして、王倫は語り出した。


    「……私の祖国、中華連邦はかつて様々な魔術が栄えた国だったが、現在はその一切の使用と探究が禁じられている。我々は子供の頃から如い何かに魔術が危険なものかを繰り返し教わり、魔術に対する嫌けん悪お感かん、拒否感を植え付けられてきた。私も例外ではなかった」


    　だが、と王倫は続ける。


    「祖国を亡命してこの都市を訪れたとき、私は感動したのだ。この不思議で奥の深い、魔術という神秘の力に。それからというもの、私は魔術を習得しようと必死になって学んだ。そして第五階級に到達した私は教師となった。より多くの子供たちに、魔術の素晴らしさを伝えたい。そう思ったからだ。……しかし」


    　王倫の声が悲痛で掠かすれた。


    「すぐに現実を知った。私は愕がく然ぜんとしたよ。たとえこちらがどんなに懸命になって指導したとしても、基礎的な魔術すら習得することができない生徒が大勢いるということに。私はそんな彼らを前にして、あまりにも無力だった。ただ挫ざ折せつして学校を辞めていくのを見送ることしかできなかった。……いや、学校を辞めるだけならまだいい。そのうちの何人かは生きる気力すらも失い、自みずから命を絶った」


    　この都市では毎日のように自殺で誰だれかが死んでいる。


    　そして自殺者の大半が、下位魔術師ウイザードたちだった。


    　己の魔術の才能のなさを痛感した者にとって、この都市ほど生き辛づらいところはないのだ。


    「だがそのときだった。私がアドラメレクの声を聞いたのは」


    　悲嘆で澱よどんでいた王倫の瞳ひとみが、不意に輝かがやき始めた。


    「まさに奇跡だった。儀式によって、どんな魔術師たちであろうと、高位魔術師に匹敵するほどの力を得ることができた。誰にでも平等に、だ。私はすぐにこの教団を立ち上げ、教え子たちをその儀式に参加させた。彼らが力を得て救われていく様子は、何物にも代えがたい喜びだった。……それなのに！」


    　王倫が突然、語気を強めた。


    「それなのに、都政府は我々の教団を異端指定した！　なぜだ!?　我々が一体、何をしたというのだ!?　才能に恵まれなかった者たちに救いの手を差し伸べることができるのは、我々だけだというのに！」


    　憤いきどおりを露あらわに、ほとんど慟どう哭こくに近い叫び声を上げる王オウ倫リン。その場にいる民間騎士コントラクターたちは、その気迫に半ば圧倒されていた。


    「……いい加減にしろ」


    　低く押し殺した声で、龍りゆう之の介すけは王倫の主張に割り込む。


    　苦いものを呑のみ込んで、怒ど鳴なった。


    「御ご託たくはいい！　どんな大義名分があろうと、お前は俺の大切なものを奪った！　それだけで十分だ！」


    　怒りのままにトリガーを引いた。撃ち出された魔弾が高速で飛ぶ。


    　次の瞬間、魔弾は王倫の背後にある祭壇の上の燭しよく台だいを撃ち抜いていた。


    「っ!?」


    　──あの人狼ウエアウルフと同じ能力？　いや、一瞬、すり抜けたように見えた……？


    　動揺する龍之介に、王倫が言う。


    「君は第九階級だそうじゃないか、早さ乙女おとめ龍之介君」


    「てめぇ、何で俺の名前を知ってやがる？」


    「大変だろう？　そんな魔ま導どう拳銃に頼たよらざるを得ないなんて」


    　龍之介の問いには応こたえず、王倫は教え子に対するような優しい口振りで慰い労ろうしてくる。


    「君が欲するなら儀式を受けてみてはどうだ？　特に君には、個人的に親近感がある。その名前──龍というのは、我が祖国の伝説の魔獣なのだよ」


    「だからどうした！　誰だれがてめぇらの儀式なんか受けるかよ！　アクティベーション──《雷獅子サンダーレオ》！」


    　素早くＢ─12弾を装そう填てんして起動。龍之介は迷わずトリガーを引いた。


    　雷の獅し子しが疾しつ駆く。しかしやはり男をすり抜けて、雷撃は背後の祭壇を破壊した。


    「残念だ……君になら、理解してもらえると思ったのだけれどね」


    　王倫が首を振って嘆いた直後、その姿が掻かき消えた。


    「き、消えたっす!?」


    　──どこに行った……っ？


    「龍之介くんっ！」


    　なぜか七なな慧えが龍之介の方を見て叫んだ。


    「ここだ」


    　その声にハッとして視線を下げると、すぐ足元に車いすに乗った王倫が出現し、龍之介の漆黒の覇王ブラツクダイナストを掴つかんでいた。


    「くそっ！」


    　龍りゆう之の介すけは咄とつ嗟さに左足を振り上げる。手加減なしの中段蹴げりが、王オウ倫リンの側頭部に叩き込まれる──かに見えたその寸前、彼の姿が再び消えた。


    　現れたのは祭壇の前だ。その手には漆黒の覇王ブラツクダイナストが握にぎられていた。


    「瞬間移動テレポートや！」


    　千ち聖さとの叫び声を聞き流しながら、龍之介は白銀の賢帝シルバーワイズマンを抜いて魔弾を撃つ。他の者たちも同時に攻撃魔術を放った。


    　先ほどの攻撃ですでに残ざん骸がいと化していた祭壇が、もはや跡形もなく破砕する。


    　だがまたも王倫の姿はそこにない。


    　瞬間移動した彼は、こちらの背後に出現していた。漆黒の覇王のトリガーが引かれ、右脚を撃たれた賀か茂も民間騎士事務所の女騎士の一人が倒たおれる。


    　即座に藤ふじ野のが拳こぶしを繰り出したが、一瞬早く王倫が消えて空を切った。


    「私はこれでも、かつては准魔導師セミソーサリーとして高等部の教壇に立てるのがやっとという程度の魔術師ウイザードだった」


    　こちらの攻撃を悉ことごとく瞬間移動で回かい避ひしながら、王倫が興奮したような口ぶりで告げる。


    「当時はせいぜい数十メートルしか跳ぶことができなかった。だが、今は五百メートルを超す距離を一度に跳ぶことができ、また発動までにかかる時間も数分の一にまで短縮された。私は自みずからの足を捧ささげたが、この魔術があればそんなものは些さ細さいなことでしかない」


    「がっ」


    「藤野っち!?」「藤野さんっ！」


    　今度は藤野が脇わき腹ばらを魔弾で撃たれた。三み森もりが咄嗟に天使の羽衣エンジエルストールで、七なな慧えが雷らい媛えんで攻撃を試みるも、やはりその前に王倫が移動している。


    「これこそが我が神の力だ！　素晴らしいだろう！」


    　王倫の歓喜の声が、また別の場所から響ひびく。


    「くそっ！　今度はどこに行きやがった……っ！」


    「龍之介はんっ、後ろや！」


    「っ！」


    　千聖の声に即応して、龍之介は身を転じた。魔弾が右肩を掠かすめる。


    「そうか！　お前の霊感で移動先を予測してしまえば……っ」


    「せやけど、ウチの霊感も万能やないで！　精度が悪いし、ギリギリでしか分からへんっ……」


    　千聖が弱音を吐はいたそのとき、頭上で破砕音が響いた。


    「ハッ、ようやく見つけたぜッ！」


    　大剣を手に、空から降ってきたのはセレスだった。屋上礼拝堂の上に着地する。


    　ほぼ同じタイミングで、屋上の手すりを飛び越えて、鬼き頭とう権ごん蔵ぞうや鬼頭純じゆん一いち、土つち御み門かど影えい那なをはじめとする民間騎士コントラクターたちが次々と乗り込んでくる。部下を率いた騎士警察の菊きく川かわの姿もあった。


    　気付けばあっという間に、三十名を超す騎士たちが王オウ倫リンを取り囲んでいた。


    「貴様がアドラメレクの首しゆ魁かいだな」


    　菊川が巨大な戦せん斧ぷを王倫に向け、威圧した。


    「ふむ。さすがにこの数は私にも苦しいか」


    　大勢の騎士たちに囲まれながらも、王倫は悠然と呟つぶやいた。


    「そろそろ目的を果たした頃だろう」


    　──目的だと……？


    　訝いぶかしむ龍りゆう之の介すけの前で、王倫は役目を終えたとばかりに漆黒の覇王ブラツクダイナストを地面に放ほうり投げた。そして両手を大きく広げ、堂々と宣言する。


    「ついに、我らが神の威光を知らしめるべき時がきた」


    　意味深な言葉に騎士たちが身構えたとき、王倫が姿を消した。


    「気を付けろ！　あいつは瞬間移動テレポートの魔術を使うぞ！」


    　龍之介は注意を促す。だが、王倫がどこにも現れる気配はなかった。


    　セレスが視線を上げた。それを追って龍之介が目を凝こらすと、遥はるか上空、工場を包囲する騎士たちのさらに向こう側に、車いすに座った王倫の姿が見えた。


    「チッ、逃げやがったか」


    「おいおい……まさかあんな距離を一瞬で移動したというのかよ……っ？」


    　セレスが吐はき捨て、菊川が唖あ然ぜんとして目を見開く。


    　──くそっ！　シャルの仇かたきを前に俺は何もできなかったッ！


    　龍之介は悔しさを堪こらえ切れず、床に拳こぶしを叩き付けていた。


    「あら、何かしら？」


    　そのとき影えい那なの元へと一羽の烏からすが飛んできた。彼女の肩の上に止まる。


    「連絡用の式しき神がみやな。何かあったんか、お師匠さま？」


    　千ち聖さとが首を傾かしげて訊きいたとき、影那の顔色が変わった。


    　やがて役目を終えた烏が、呪じゆ符ふと化して姿を消す。


    「……大変よ」


    　一同が注目する中、影那はいつになく真剣な顔色で告げた。


    「ルナちゃんが寮からいなくなってしまったらしいわ」
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    　賀か茂も民間騎士事務所の会議室に、菊きく川かわとその部下、そして各事務所の主だった者たちが集まっていた。


    「どういうことだよっ？　ここの結界の中にいれば絶対に安全なんじゃなかったのかよ!?」


    「龍りゆう之の介すけくん、落ち着いて。今は焦あせるより状況を冷静に判断することの方が先決よ」


    　思わず影えい那なに詰め寄った龍之介を引っ張って、七なな慧えが窘たしなめてくる。


    「……そのはずよ。実際、結界は破られていないわ」


    　困ったように眉まゆ根ねを寄せて、影那はそう証言した。


    「じゃあ、何でルナは……」


    「連れてきたで」


    　そのとき千ち聖さとが中等部くらいの少女を連れてきた。先日、寮内でルナと話をしていたところを見たことのある子だった。


    「ルナはんが寮の部屋を出ていったときのこと、話してくれへんか？」


    「は、はい」


    　千聖に促された少女は、大人たちに注目されているせいか、おっかなびっくり告げた。


    「じ、実は、ルナちゃん宛の手紙を、ある人から預かって……それをルナちゃんに渡したら、急に血相を変えて部屋を飛び出してしまったんです……」


    「手紙？　一体、誰だれからだ？」


    　厳いかつい蜥蜴人リザードマンの菊川に睨にらまれ、少女はびくりと肩を震ふるわせた。


    「ち、千聖さんと、同じくらいの年の、蒼あおい髪の方から……。わ、わたしが学校から事務所に帰ってきたら、一の鳥居の外で待っていて……」


    「蒼い髪……？」


    　龍之介の脳裏に、一人の少女の顔が浮かぶ。


    　そのとき雷に撃たれたような衝撃が、龍之介の全身を駆け抜けた。


    　まさか──


    　自みずからの推理に、龍之介は一瞬、目の前が真っ暗になった。それでも己を奮い立たせ、鬼き頭とう権ごん蔵ぞうを問い詰める。


    「おい！　あんた、カナデの右腕のことについて何か知ってるか!?」


    「カナデ……というと、二にの宮みやカナデのことか？」


    「そうだ！」


    　龍りゆう之の介すけの剣幕に、さすがの権ごん蔵ぞうも面食らったように目を白黒させたが、すぐに記憶を探るように首を捻ひねった。


    「確か……以前所属していた事務所で大おお怪け我がを負って、今は義腕を付けていると……」


    「やっぱり義腕だったのかっ……」


    　権蔵の回答に、龍之介は臍ほぞを噛かんだ。


    「くそっ、どうして今まで気付かなかったんだよっ……」


    　カナデには右腕がない。


    　アドラメレクは、儀式で肉体の一部を捧ささげることによって信徒に力を与える。


    　右腕を失ったカナデは、急激に力を付けて第六階級に到達した。


    「……間違いない。カナデは……」
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    「なぁ、カナデ……これは、どういうことなんだ？」


    　ルナは顔を上げて、傍そばで自分を見張っている蒼あおい髪の少女に問いかけた。


    　賀か茂も民間騎士事務所の境けい内だいを出てすぐ、ルナは気を失った。そして目を覚ましたときには手足を拘束され、この場所へと連れて来られていたのである。先ほどから竜化しようと試みているが、身体からだはうんともすんとも言わなかった。


    　周りでは、祭服のようなものを着た集団が忙せわしなく動き回っている。


    「マリンは、だいじょうぶなのか？」


    「大丈夫だよ。だって、あれ、嘘うそだもん」


    　深刻な顔で訊たずねたルナだったが、カナデはしれっと暴ばく露ろした。


    「うそだったのか!?　どうしてそんなことをしたんだっ？」


    　ルナが声を荒らげたとき、車いすに乗った男が忽こつ然ぜんと姿を現した。


    「二にの宮みや君、君は素晴らしい働きをしてくれた」


    　男に褒ほめられて、カナデが頭を下げた。


    「ありがとうございます、先生。……と言っても、あの施設を襲しゆう撃げきしたときに逃げられなければ、こんな回りくどいことをしなくて良かったんですけど」


    「それは君だけの責任ではないヨ」


    　不意に割り込んできたその声には聞き覚えがあった。


    　見覚えのある二人組がこちらへと歩いてくる。忘れもしない、あのタキシードの人狼ウエアウルフと、ドレスを着た人間の女だった。


    「これで先生を失わずに済みましタ」


    　人狼もまた、車いすの男を先生と呼んだ。


    「この身に宿る力を我が神に捧ささげられるならば、それはそれで本望だったが……。しかし、やはり私などよりその少女の方が、遥はるかに適任だ。これで我らが神も大いに喜んでくださることだろう。すべては君たちのお陰だ」


    「いえ、あなたのお陰でス、先生。私は救われましタ。自みずからの才能の乏とぼしさに気付き、絶望していた私が、今こうして生きているのは、あなたがいてくださったからですヨ」


    「……君の決断が、人生を変えたのだ。けれど、君はそのままならトップ楽団の正指揮者にすらなれる力があった。その地位を捨ててまで、この計画に参加してくれるなんて……」


    　人狼ウエアウルフの言葉に、車いすの男が悲しげに眉まゆをひそめる。


    「私もニーナも、あなたと同じ気持ちですヨ、先生。より多くの迷える魔術師ウイザードたちを救いたいのでス」


    「……」


    　ニーナという名らしいドレスの女が、同調するように頷うなずいた。


    　彼らのやり取りを呆ぼう然ぜんと見つめていたルナは、恐る恐るカナデに訊たずねる。


    「どういうことなんだ……？　なんでカナデが、そいつらといっしょにいるんだ？　まさか、そいつらとぐるだったのか？」


    　カナデは少し申し訳なさそうに微ほほ笑えんだ。


    「ごめんね、ルナちゃん。そうだよ。あたしはアドラメレクの一員なんだ」
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    「……間違いない。カナデは、アドラメレクの信徒だ」


    　龍りゆう之の介すけが下した結論に皆が息を呑のんだ。


    「まさか……あやつが、そんな……」


    　権ごん蔵ぞうが愕がく然ぜんと唇くちびるを震ふるわせる。「信じられぬ」と首を振る彼は、それだけカナデを高く買っていたのだろう。


    　肩を落とす父親を見て、鬼き頭とう純じゆん一いちが鼻を鳴らした。


    「ふん、だから独断で所員を増やすなとあれほど言ったんだ」


    「襲しゆう撃げきについての情報を漏もらしたのも彼女だったのね……」


    　七なな慧えが沈ちん鬱うつな声で呟つぶやく。


    「せやけど、一体、何のためにルナはんを？　連中にとって、彼女をさらうことに何の意味があるんやろうか？」


    　千ち聖さとの疑問は、この場にいる誰だれもが抱いだいていたものだった。


    『ついに、我らが神の威光を知らしめるべき時がきた』


    　あのとき王オウ倫リンが零こぼした不可解な宣言を、龍之介は思い出す。


    　抽象的な言葉だが、単なる妄もう言げんだとは思えない。もしそのために竜族ドラゴニユートであるルナが必要だとするのなら、事態がすでに緊きん迫ぱくした状況になりつつあることは間違いない。


    「警部、工場内で捕獲した信徒たちを尋問していますが、なかなか口を割りません」


    「くそったれ。魔獣テロと言い、連中の本当の目的は一体、何なんだ!?」


    　部下からの報告に、菊きく川かわが声を荒らげる。騎士警察も、すでに魔獣テロが単なる報復のためではないと考えているようだ。


    「状況を一度、整理しましょうか」


    　そう仕切り直したのは東とう堂どうちなだ。


    「異界の神を儀式によって呼び出し、信徒に甚じん大だいな力を与えることがアドラメレクという魔ま導どう教団の最大の特徴です。ですが、三か月ほど前に異端指定を受け、その報復のためか、彼らは魔都の各地で魔獣を利用したテロ事件を起こしました」


    「だけど連日のように起こっていた事件は、ここ数日ぴたりと止やんでいるのよね」


    　影えい那なが応じた。そこへセレスが口を挟む。


    「こいつはあくまでオレの勘だけどよ、連中は何かもっと大きな目的のために、事件を起こしてやがったに違いねェ」


    　東堂が続ける。


    「さらに、彼らは竜族の少女を誘ゆう拐かいしました。所長が言うその目的のために、彼女の存在が必要だったのかもしれません」


    　──待てよ……？


    　そのとき龍りゆう之の介すけの脳裏を、あの屋上礼拝室の光景が過よぎった。


    　奥には豪華な祭壇。そして床には大きくアドラメレクのシンボルが描かれていた。


    　三重の円に、中心点から伸びる幾いくつもの線。まるで車輪のような図形だ。


    　──なぜ教団が信奉するシンボルを、あんな床に描いていたのか？


    「まさかっ……」


    　ハッとして、龍之介は顔を跳ね上げた。


    「おい、菊川のおっさん！　事件が起こった場所を記した地図を見せてくれ！」


    「ど、どうしたんだ、坊主？」


    　突然の依頼に少し呆あつ気けにとられた菊川だったが、すぐに部下に命じて端末を操作させ、会議室の白板に地図を表示させた。赤い点で発生場所が示されている。


    「見たとこ、何の規則性も無いっすけど？」


    　訝いぶかしげにする三み森もりを後しり目めに、龍之介はペンを取って、その点と点を直線や曲線で結んでいった。次第に、ある図形が浮かび上がってくる。


    「これは……アドラメレクのシンボル……？」


    　そこに現れたものに気付き、七なな慧えが呟つぶやいた。


    「本当や。あの車輪みたいなやつやで」


    「だけど、どうしてこんなものを？」


    　千ち聖さとが頷うなずき、影えい那なが首を傾かしげる。


    「こいつは単なるシンボルじゃねぇ」


    　龍りゆう之の介すけは断言した。


    



    「アドラメレクを召喚するための魔法陣だ」


    



    　屋上礼拝室の床に描かれていたシンボル。なぜあんな場所に描かれていたのか疑問だったが、あれが魔法陣だったとすれば理解できる。


    「つまり、連中はこの魔都を巨大なキャンバスに見立て、そこに魔法陣を描こうとしていたということか……。魔獣の血は、その効果を高めるための触しよく媒ばい……」


    　菊きく川かわが目を見開く。


    　魔法陣には、魔力の流れの起点となる要所が幾いくつも存在している。その箇所を魔獣の血で聖別するだけでも、魔法陣の効果を格段に高めることが可能だった。


    「……や、やけど、本当に神クラスの高位存在トラセンダーなんて召喚できるんか……？」


    　疑問を呈したのは千聖だ。陰おん陽みよう術じゆつでも異界の神を召喚することがある。だが、通常それは依より代しろに霊体を宿らせることによる一時的なものだ。


    　恐らくあの屋上礼拝室の魔法陣で行っていたのも、一時的にその霊体を降臨させることだけだったはずだ。


    「魔都全域に及ぶ巨大な魔法陣に加えて、大量の魔獣の血による強化……神位にもよるけれど、恐らく成功の確率は五分五分といったところね、千聖ちゃん。だけど、もしこれらの要素に加えて、召喚される高位存在が好むような生いけ贄にえを、魔法陣の中心で捧ささげることができたとしたら……」


    　影那の言葉が尻しり切きれになる。


    　だがこの場にいる誰だれもが理解していた。


    　竜族ドラゴニユートの血肉は強力な生贄。


    　月煌竜ムーンドラゴンの血を引く竜族ともなればなおさらだ。


    　つまり、召喚のための最後の仕上げがルナなのだ。


    　菊川が叫んだ。


    「魔法陣の中心は……ここかッ！　第五区だ！　全員出動だッ！　急げ！」


    



    



    　時刻は正午前。太陽が中天へと差し掛かりつつある頃。


    　騎士警察と民間騎士コントラクターの混成部隊は、総力を結集して第五区地上層へと集つどっていた。


    　そこにはエリア全域に及ぶほどの、一本の巨大な樹が屹きつ立りつしている。


    〈世界桜サクラ・ユグドラシル〉。


    　最も幹が太い根元部分の直径は二百メートル。高さは八百メートルを超し、枝葉の広がりは千メートルにも達するという。


    　ほぼ一年中咲いている花びらには、周辺に狂暴な魔ま虫ちゆうが大量に巣くっているため、安易に近付くことはできない。しかし洞ほらで形成された登山道ならぬ登樹道を通り、頂上へと登ることができた。


    「拠点に信徒が少なかったのはこのせいかっ……」


    　龍りゆう之の介すけはその登樹道の入り口へと駆けながら、奥歯を軋きしませた。


    　本来なら前方に見えるはずの登樹口は、剥むき出しのコンクリートで形成された物々しいバリケードのせいで目にすることができない。


    　アドラメレクの信徒たちが待ち構えていたのだ。登樹口は他にも幾いくつか存在しているが、恐らくどこも同じ状況だろう。


    「くそっ、時間がねぇっ……」


    　龍之介は焦しよう燥そうを募つのらせる。


    　タイムリミットは正午。アドラメレクがその力を最も強く顕けん現げんさせるのが、太陽が南天に昇ったその瞬間だということが、捕らえた信徒への拷ごう問もんによって判明した。


    　恐らくその時間に儀式が行われるはずだ。


    　正午まで、あと二十分もない。もはや正面突破以外に道は無かった。


    　菊きく川かわが怒ど声せいを張り上げる。


    「突っ込めッ！」


    「おおおおおおっ！」


    　雄お叫たけびを上げ、勇敢な騎士たちは突撃を敢行した。


    　だがバリケードの背後から、想像を遥はるかに超える勢いで攻撃魔術が放たれてくる。さすがの彼らも容易には前進することができない。防御魔術プロテクシヨンで防ぎながら、じりじりと焦じれるような接近を余儀なくされてしまう。


    「アクティベーション──《韋駄天ランナーズハイ》ッ！」


    　白銀の賢帝シルバーワイズマンでＳ─17弾を使用。加速した龍之介は、三み森もりが展開していた防壁から飛び出し、魔術の豪雨の最さ中なかを単独でバリケードへと突っ込んでいく。


    　その特攻じみた無む茶ちやな行動に、七なな慧えが悲鳴を上げた。


    「龍之介くんっ!?　一人で突っ込んだら危険よ！　……ほんと、あなたって人は……っ！」


    　七慧も三森の防壁から飛び出した。


    「天あま城ぎっ！　班を離れるな！」


    「ごめんなさい！」


    　藤ふじ野のが呼び止めようとするも、七なな慧えは命令を無視して龍りゆう之の介すけを追ってくる。


    「ガハハハハッ！　我らの筋肉を止めるものなどこの世には存在せぬわッ！」


    　だがその龍之介を差し置いて先頭を駆けていくのは、権ごん蔵ぞうと彼が率いる筋肉部隊マツスルパーテイだった。


    　筋肉をがっちり組み合って一ひと塊かたまりになった彼らは、周囲に強力な防御壁を展開させて、敵の魔術の中を強引に突き進んでいく。


    「これぞ、マッスルゥゥゥッ、スクラァァァァァァァァムッッッ！」


    　真っ先にバリケードに辿たどり着き、勢いそのままに体当たりを見舞った。コンクリートの壁が吹き飛ぶ。


    　そこから登樹口へと抜けようとする筋肉部隊と、そうはさせじと立ち塞ふさがった信徒たちの間で、苛か烈れつな攻防が展開された。


    　信徒たちがそこへと回ったことで、攻撃がやや下火になったその瞬間を、龍之介は見逃さなかった。Ｂ─06弾を二発装そう填てん。


    「アクティベーション──《爆鴉バーストクロウ》！」


    《爆鴉》の連発で一気にバリケードを破壊する。そのまま全力で疾しつ走そうし、信徒たちの間を強引に通り抜けた。咄とつ嗟さに放たれた氷の矢は、《韋駄天ランナーズハイ》の後押しを受けた龍之介の背中に追い付くことができない。


    　ぽっかり空あいた巨大な登樹口から、龍之介は樹じゆ洞どうへと跳び込んだ。


    　樹の中とは思えないほど、道は広い。ごつごつした足場と急こう配の坂道を、龍之介は一気に駆け上がっていく。


    「っ！」


    　突然、横道から飛び出してきたのは大柄な人虎ワータイガーだ。龍之介より二回りも大きな身体からだを機敏に躍らせ、火炎を纏まとうサーベルで斬り掛かってくる。


    　身を投げ出してギリギリで回かい避ひ。勢い余って洞内を転がる龍之介を、人虎は容よう赦しやなく追撃してくる。


    「アクティベーション──《爆鴉》！」


    　横転しながら叫び、立ち上がると同時にトリガーを引いた。


    　寸前に迫っていた人虎が、まともに爆発を浴びて吹き飛んだ。


    　悲鳴を上げて悶もだえ苦しむ獣人など見向きもせず、龍之介は上を目指す。


    　直後に現れたドワーフを《雹燕ヘイルスワロウ》で撃退すると、続く小鬼族ゴブリンの集団を《雷獅子サンダーレオ》で一掃した。


    　時間がない。


    　龍之介は糸目を付けずに魔弾と特殊魔弾オリジナルブレツトを駆使して、立ち塞がる信徒たちを強引に打倒して突き進む。幸いなことに、信徒の大半は麓ふもとに配置されていたようでその数は少なかった。


    　上へ上へとひた走る。


    　やがて洞どう窟くつのようだった洞ほらの中から、幹の周囲を巡る道へと出た。太い枝が幹に巻き付き、それが足場を作っているのだ。


    「──ッ！」


    　そのとき凄すさまじい水流が前方から迫り、龍りゆう之の介すけは成す術すべなくそれに呑のみ込まれた。


    　幹のでっぱりを掴つかみ、辛かろうじて耐え切る。


    　ようやく水が収まった頃、龍之介は咳せき込みながら叫んだ。


    「……カナデっ！」


    「一番で登ってくるなんて、さすがじゃん」


    　道の上から、悠々とカナデが姿を現した。


    「ルナはどうしたっ!?」


    「ルナちゃんなら、てっぺんにいるよ。当然、ここから先には行かせないけどね」


    　怒ど鳴なる龍之介に、カナデは平然と応じた。


    　その手には、彼女の魔導具ウオンドである三又銛トライデントが握にぎられている。それを軽く振るうだけで、空中に幾いくつもの水の塊かたまりが出現した。


    　再び三又銛を振るうと、水が弾丸のごとく飛来してくる。


    　龍之介はそのすべてを魔弾で相そう殺さいした。


    「へぇ、やるじゃん」
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    　そう言って笑う彼女の周囲が、濃密な魔力で陽かげ炎ろうのように歪ゆがんでいた。


    　明らかにカナデの身体からだには、かつての彼女からは想像もできない量の魔力が流れている。


    　そのことが、彼女がアドラメレクの信徒であることを如によ実じつに物語っていた。


    「何でそんなもんに頼たよっちまったんだよ!?」


    　思わず龍りゆう之の介すけは声を張り上げていた。


    「お前、言ってたじゃねぇか！　才能なんて信じてねぇって！　あれは実力は自分の力で勝ち取ってみせるって意味じゃなかったのかよ!?」


    　だからこそ彼女が第六階級に上がったと知ったとき、自分のことのように嬉しかったのだ。


    「あれだけ必死に頑張っていたじゃねぇかよ！　なのに何でっ……」


    「……うるさい」


    「っ……」


    　カナデが零こぼした声があまりに冷たくて、龍之介は継ぎ句を失った。


    「そんなこと、あんたに言われなくたって分かっているわよっ！」


    　堰せきを切ったかのように声を荒らげ、カナデが痛切に叫ぶ。


    「そうよ！　あたしは頑張った！　マリンを少しでも良い病院に入れてあげるために、必死にお金を稼いだ！　階級さえ上がれば、もっと稼ぐことができる──だから、誰だれよりも努力した！　なのにどんなに頑張っても、あたしの階級は上がらなかったのよ！　それじゃ、いつまで経ってもマリンを助けることなんてできない！」


    「カナデっ……」


    「あの子の夢を知ってる!?　アイドルになって、病気で苦しんでいる子たちのために勇気を与えることなのよ！　なのに、あの子自身が病院から出ることすらも叶かなわない！　そんなあの子のために、あたしは何もしてあげることができなかったのよ！　それがどれだけ情けなくてっ、辛つらくてっ、苦しかったかっ……」


    　いつしかカナデの声には嗚お咽えつが混じっていた。


    「だけど！　あたしはこの教団に出会って変わった！　アドラメレクの力によって、この力を与えられた！　だから鬼き頭とう民間騎士事務所に入ることもできた！　マリンを救う道も見み出いだすことができた！　……それなのに！　どうして異端扱いされるの!?」


    　龍之介はハッとした。


    　もし儀式を受けたことが発覚すれば、彼女の民間騎士コントラクターの資格は剥はく奪だつされてしまうことになるだろう。そうなれば、せっかく見つけ出したマリンの病気を治す道も途絶えてしまう。


    「どうしていけないのよ!?　異界の神さまが、あたしを救ってくれたというのに！」


    「カナデ……」


    　彼女の痛烈な想いに、龍之介は何も言い返すことができなかった。


    　何より、共感してしまっていた。


    　無力。己のそれを痛感した彼女は、何かに縋すがってでも力を求めた。


    　その気持ちが、シャルを護まもれなかった今の龍りゆう之の介すけには痛いほど理解できてしまったのだ。


    　魔ま導どう拳銃を構えるが、迷いを振り切れない。


    　──俺は、あいつを撃てるのか？


    「ここから先は、あたしが一歩も通さないわ。たとえ龍之介、あんたであろうと容よう赦しやはしない」


    　三又銛トライデントを構えるカナデから、その言葉を裏付けるような鋭するどい殺気が放たれる。


    　龍之介は思わず一歩、後ずさっていた。


    　その弱腰を見てとって、カナデがすかさず水の弾丸を放ってくる。


    　刹せつ那な、雷鳴が轟とどろいた。


    　龍之介の後方から雷撃が飛び、水の弾丸が一瞬にして蒸発する。


    「龍之介くん！」


    　その声に振り返った龍之介の視界が捉とらえたのは、幹の道を駆け上ってくる七なな慧えだった。


    「やっと追い付いたわ！」


    「七慧っ……？」


    　息を切らしながらも、彼女は龍之介の前に出て雷らい媛えんを構えた。


    　そして背中越しに告げてくる。


    「……龍之介くん。ここはわたしに任せて、あなたは先を急いで。もう時間がないわ」


    　それに、と七慧は続けた。


    「今のあなたじゃ、彼女とは戦えないでしょ？」


    「っ……」


    　七慧に自身の迷いを看破されて、龍之介は息を呑のむ。


    「急いで！」


    「っ……頼む、七慧っ！　アクティベーション──《蜘蛛の糸スパイダーシルク》！」


    　彼女の声に背中を押され、龍之介は白銀の賢帝シルバーワイズマンを抜いて、粘着質の糸を頭上に向けて放った。すぐ上を走る別の登樹道へと跳び移ろうとする。


    「ここは通さないって言ってるでしょ！」


    　カナデが水の弾丸を放ってそれを阻止しようとするも、すかさず七慧が雷撃を放って相そう殺さい。


    「あなたの相手はわたし。よそ見している余裕なんてないわよ？」


    　七慧の挑発交じりの指摘に、カナデが眦まなじりを吊つり上げる。


    　二人が対たい峙じするその隙すきに、龍之介は跳び移った先の登樹道を駆け上がった。


    



    　　　　　　４


    



    　──龍之介くん、お願いだから無む茶ちやはしないで……。


    　七なな慧えは龍りゆう之の介すけを見送りながら、内心で祈った。


    　カナデは龍之介を追い駆けるべきか、少し逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せたが、まずは邪じや魔ま者ものを排除することが先決だと判断したようだ。


    　こちらを鋭するどく睨にらみ付け、彼女は宣言してくる。


    「はっ、だったらあんたを倒たおしてあいつを追うまでよ」


    　カナデが三又銛トライデントを横に薙なぐと、水の弾丸が豪雨のごとく飛来してきた。


    　七慧は雷らい媛えんの切っ先から雷撃を撃ち出して応戦。水は一瞬にして蒸発し、一帯に熱い水蒸気がぶちまけられた。


    　煙けぶる蒸気の向こうから、忌いま々いましげな声が聞こえてくる。


    「初めて会ったときから、あんたのことは気に喰くわなかった」


    「……あのとき、あなたの方から突っかかってきたと思うけど？」


    　七慧が言い返すと、カナデはふんと鼻を鳴らした。


    「名門のお嬢様って聞いただけで、反へ吐どが出そうになっちゃうのよ、あたしは。才能と環境に恵まれて、ちょっと頑張るだけで、ひょいひょい階級が上がっていっちゃう。ほんっと、さぞかし楽しい人生でしょーね」


    　随ずい分ぶんと偏かたよった認識だった。


    　──名門だからって、才能だけで実力がつくわけじゃないわ。


    　思わずそう言い返そうとしたが、そんなことで相手の認識が変わるとも思えなかった。


    「そんなあんたと対照的に、あたしが生まれたのは両親ともに第八階級の、しがない下位魔術師ウイザードの家。例に漏もれずの貧乏暮らし。その上、事故で二人そろってさっさと死んじゃったわ」


    　淡々と過去を語ったカナデは、唇くちびるを歪ゆがめて不敵な笑みを浮かべながら、頭上で三又銛を旋せん転てんさせた。それに応じるように、大量の水が空中に出現する。


    　──なんて量なのっ……。


    　あれだけの量の水を出現させるのは、並の魔力量では不可能だ。事実、カナデの全身から感じられる魔力量は、階級こそ第六であるものの、第五階級である七慧のそれを明らかに上回っていた。いや、それどころか、高位魔術師にも匹敵するかもしれない。


    「これが儀式で得た力なのね……」


    　アドラメレクの信徒たちは、儀式を受けることによって膨ぼう大だいな魔力を得るという。魔術の源と言っても過言ではない魔力の量の向上は、すべての魔術師が切望することだった。


    「そうよ、素晴らしいとは思わない!?　この力があれば、どんなに頑張っても底辺だったあたしでも、あんたみたいな名門のお嬢様を叩きのめすことができるのよ!?」


    　──これは……。


    　七慧は違和感を覚える。


    　事前に龍之介から話を聞いていた七慧は、妹のためにアドラメレクという異界の神に頼たよらざるを得なかった彼女に対して、少なからず同情心を抱いだいていた。


    　だが今目の前にいるのは、己の得た力に酔よいしれ、名門の家柄というだけでこちらに筋違いの怒りをぶつけてくる危うい少女だ。


    「あんたのお得意の雷撃で、防げるもんなら防いでみなよっ！　《水砲》！」


    「っ！」


    　七なな慧えは思考の中断を余儀なくされた。


    　砲弾さながらに高速で撃ち出されてきたのは、直径一メートルにもなる巨大な水の塊かたまりだ。


    　あれは相そう殺さいできない。七慧は風ふう姫きの力を借りて回かい避ひを選択した。


    　砲弾は幹に叩き付けられ、そこに大きな穴を穿うがった。


    　その威力に、さすがの七慧もぞっと背せ筋すじを凍らせる。


    　砲弾は一発だけではない。次々と放たれてくるそれを、七慧は何とか躱かわしていく。


    「あはははっ、逃げてるだけじゃあたしは倒たおせないわよ？」


    　カナデが際限なく水を生み出しながら嘲ちよう弄ろうする。砲弾が止やむ気配はなく、それどころか七慧を仕留めんとさらに勢いを増してきた。


    　──近づけない……でも、それなら……。


    「なっ？」


    　こちらを嘲あざ笑わらっていたカナデが息を呑のんだ。


    　七慧が登樹道を形成する太い枝の端から、空中へと身を投げ出したからだ。


    「何を……？」


    　理解できない行動に狼狽うろたえるカナデ。直後、七慧は彼女の背後から飛び出した。


    「はっ、まさかその鎧よろいで空まで飛べるなんてねっ……だけど甘いっての！」


    　気配を察したか、カナデが咄とつ嗟さに振り返る。間髪入れずに《水砲》が放たれた。


    　迫りくる水の砲弾を前に、しかし七慧はそのまま足を止めずに突っ込んだ。


    　通常の雷撃では相殺できない。だが、


    「天あま城ぎ流りゆう槍そう術じゆつ・壱いちノ刹さつ撃げき──《疾しつ雷らい》！」


    「っ!?」


    　渾こん身しんの刺し突とつで、水を炸さく裂れつ四散させる。削そがれた勢いを全開の風姫で取り戻し、目を見開くカナデ目がけて疾しつ走そう。カナデは再度《水砲》で応戦しようとするも、間に合わない。


    　槍やりの切っ先が、カナデに到達するその寸前、


    「──《水柱》」


    　七慧の足元から強烈な水流が噴き上がった。


    　噴水のごときそれに巻き上げられ、七慧は上空へと吹き飛ばされる。


    「くっ……」


    　大量の水を浴びてびしょ濡ぬれになりながら、七慧は空中で停止した。


    「さっすがに今のは危なかったわ～。だけど、あたしの水は攻防一体の魔術なの」


    　カナデが勝ち誇ほこったように言った。


    「槍やりの近接戦を得意とするあんたにとって、あたしは相性的に最悪でしょ？　もっとも、あんたの得意な戦術が何であれ、容易たやすく粉砕してあげるけどね、あははははっ」


    



    



    　──にしても、思ったより手間取っちゃってるわねー。早いとこ龍りゆう之の介すけを追い駆けないといけないのに。


    　カナデは少し焦あせりを覚えていた。


    　七なな慧えが登樹道に降り立つ。そのまま宙を飛んで逃げてしまえば、さすがにカナデも追い駆けることはできないのだが、どうやら彼女にそのつもりはないようだ。


    「……あなたの力は所しよ詮せん、紛まがいものよ」


    　不意に、全身を濡ぬらした七慧が呟つぶやくような小さな声で言った。


    「魔力量で優すぐれた魔術師ウイザードが陥おちいる、典型的な罠わなにハマっているわ。つまり、力に振り回されているのよ」


    「このっ……」


    　カナデの額ひたいに青筋が立つ。


    　気が変わった。いや、元より先ほどから彼女の感情は、龍之介よりも目の前の女へと向いていた。


    　とにかく今は、このいけ好かない女を完かん膚ぷなきまでに叩きのめし、この力を証明してみせることだ。どのみち龍之介が頂上に到達したところで、彼一人では何もできないだろう。


    　──偉そうな口を利きいていられるのも今の内よっ！


    　カナデは心中で叫びながら、膨ぼう大だいな水を出現させた。


    《水砲》ですら捉とらえることができない相手の機動力は厄やつ介かいだが、そのうち相手の体力は底を突く。圧倒的な魔力量に物を言わせて攻撃をし続ければ、いずれ躱かわし切れなくなるだろう。


    　そう大おお雑ざつ把ぱに先の展開を予測しつつ、カナデは《水砲》を撃ち出した。だが、


    「……その攻撃、だいたい見切ったわ」


    　不ふ遜そんな宣言。一体、何の冗談を言っているのかと嘲あざ笑わらいかけたカナデだったが、直後、《水砲》の先端で小さな雷撃が閃ひらめく。


    《水砲》は七慧の近くを掠かすめていった。


    「なっ？」


    　カナデは我が目を疑った。


    　──まさか、横から衝撃を当てて、《水砲》の軌道を逸そらした……？


    　しかもほんの最低限の雷撃を、的確な地点に飛ばすことによって。


    　あんな繊せん細さいなコントロール、カナデにはとてもではないが真ま似ねできない。


    　驚嘆するカナデに、七なな慧えが澄ました顔で断じてくる。


    「あなたのその攻撃、威力こそ高いけど、真まっ直すぐ撃ち出しているだけ。だから簡単に見切られてしまうのよ」


    「う、うるっさいわねっ！」


    　カナデは《水砲》を連射。しかしそのすべてを、七慧は容易たやすく雷撃で逸そらしてしまう。


    　さすがのカナデも無む駄だを悟って《水砲》を停止した。


    　──ああくそっ、この女アマ、マジで腹立つ腹立つ腹立つ腹立つッ！


    　そう胸中で怒ど鳴なりながら、カナデは相手を睨にらみ付けた。


    「けど、あんただってあたしを攻撃できないでしょーがっ！　あんたの雷撃の飛距離はせいぜい数メートル、あたしの《水柱》はそこまで近付くことすら許さないっての！」


    「そうでもないわよ」


    「なにをっ……」


    　反はん駁ばくに言い返そうとしたそのとき、突然、激しい雷光が閃ひらめいた。


    　一瞬、カナデの視界が白く染まる。


    　──これは、目め眩くらまし……っ!?


    「小こ癪しやくな技を使うわねっ！　《水柱》！」


    　相手の位置が分からない。ならばと、カナデは自身の周りすべてに《水柱》を出現させて、我が身を護まもった。


    　──この防壁を崩せるものなら崩してみろっ！


    「……そうやって力を過信してしまっているから、自分の魔術の弱点に気付けない」


    「っ！」


    　声がしたのは頭上からだった。


    　顔を跳ね上げる。そこに、長ちよう槍そうを手に降ってくる七慧の姿があった。


    「あなたの真上が、この防壁の弱点よ」


    「くっ！」


    　カナデは反射的に上に向けて《水砲》を放つ。だが、またも七慧は軽い電撃をぶつけるだけで、それを逸らしてしまった。


    　繰り出された槍やりの斬ざん撃げきを、カナデは咄とつ嗟さに三又銛トライデントで受け止める。


    　だがそれがいけなかった。


    「きゃぁぁぁぁっ！」


    　雷が身体からだを駆け巡り、カナデは絶叫を轟とどろかせた。その場にがくりと膝ひざを突く。


    「く……」


    　何とか起き上がろうと試みるも、痺しびれて身体が動かない。


    「無理よ。かなり強い電流を身体からだに流したから、しばらくは立ち上がれないわ」


    　睨にらみ上げると、涼しい顔をして七なな慧えがこちらを見下ろしていた。帯電した槍やりの切っ先をこちらに突きつけている。


    　──負けられないっ！　こいつだけにはっ……絶対にっ！


    　その想いがカナデを身体の芯から燃え上がらせた。


    「あたしを見下ろしてんじゃないわよ……っ！」


    　辛かろうじて動く左手で、カナデは槍の切っ先を掴つかみとった。バヂバヂッ、と電撃が弾はじける音が響ひびき、じゅっと手のひらが焼ける。


    「なっ……」


    　カナデの予想外の行動に七慧が怯ひるんだその瞬間を見逃さず、カナデは《水砲》を放って彼女を吹き飛ばした。


    　身体は動かない。それでも魔術を発動することはできる。


    「ははははははははっ！」


    　カナデは雄お叫たけびとも笑声ともつかない声を上げながら、ありったけの魔力を振り絞った。


    　身体の奥から魔力が湧き上がってくる。かつてはなかった、この力。


    　それは快感だった。


    　確かに七慧が言う通り、カナデは力を得て以降、その魔力量に依存し、魔力制御などの細かな技術を高めることを怠おこたっていた。


    　だが、そんなものどうでもいい。


    　圧倒的な馬力で、どんな相手でも粉砕してやればいいだけだ。


    　今の自分にはそれができるだけの力がある。


    　カナデの周りに生じた凄すさまじい水量に、さすがの七慧も絶句していた。その表情がなんともいい気味だった。


    　──思い知れ！　これがあたしの力よ！


    



    



    「これほどだなんて……」


    　七慧は思わず目を瞠みはった。


    　カナデが生み出した信じがたい量の水が、巨大な津波と化して殺到する。


    　背後に風を噴出して逃げようとする七慧だったが、躱かわし切れない。


    「っ……」


    　呑のみ込まれてしまった。


    　凄まじい水圧に押し潰つぶされ、激流に成す術すべもなく翻ほん弄ろうされる。水はしばし暴れ回った後、七慧を呑み込んだまま空中に停止した。


    「あはははっ、そのまま窒ちつ息そくしてしまいな！」


    　空気を求めて必死にもがくが、出口はない。次第に全身の酸素濃度が低下していき、徐々に力が抜けていく。


    　──負けられない。


    　その想いは、七なな慧えとて同じだった。


    　天あま城ぎ流りゆうと呼ばれる戦闘術を教える魔ま導どう教団の創始者一族──それが天城家だ。


    　教団の信徒数は、武闘派魔導教団としては最大規模の三千人。特に騎士軍にその使い手が多く、有事の際には騎士軍に兵力を貸与するという盟約を結んでいるほど。


    　だから七慧は、幼い頃から強くなることを宿命づけられていた。


    　自みずからの才能の有無など顧かえりみる余地はない。ただただ厳しい訓練に明け暮れ、周囲の期待に応こたえようと己の限界を超え続けてきた。名門の家に生まれたからと言って、カナデが言うように決してとんとん拍子で今の実力を手に入れたわけではないのだ。


    　だから許せない。


    　──紛まがい物の力になんか、わたしは負けられない！


    　七慧は風ふう姫きで水を吹き飛ばし、雷らい媛えんで水を蒸発させようとする。


    　だが膨ぼう大だいな水量を前に、それはいとも容易たやすく圧殺されてしまう。


    「悪あがき？　はっ、見苦しいわねぇ！　あんたとあたしじゃ魔力の量が違うのよ！」


    　──魔力量で負けている？　だったら……


    



    　振り絞れッ！


    



    　七慧の中で、無意識のうちに抑え込んでいた魔力のタガが弾はじけ飛んだ。


    　身体からだの奥底に眠っていた魔力が解放される。雷媛と風姫が同時に煌きらめき、七慧はほとんど力任せに撃ち放った。


    　天城流槍そう術じゆつ・参さんノ刹さつ撃げき──《爆ばく雷らい》。


    　一瞬にして七慧を覆おおっていた水が弾け飛んだ。


    　周囲の枝に四散した水が叩き付けられ、盛大な飛沫しぶきが跳ね上がる。


    　ようやく唇くちびるに空気が触れ、七慧は咳せき込みながらも肺いっぱいにそれを吸い込んだ。


    「ま、まさか、あたしの水が……っ!?」


    　水を盛大に浴びて雫しずくを滴したたらせながら、カナデが瞠どう目もくして立ち竦すくむ。


    「そ、そんくらいで勝ったと思うなっ！」


    　それでもすぐに瞳ひとみに憤ふん怒ぬを宿して再び水を操ろうとする。だが、


    「っ!?」


    　三又銛トライデントを振るうも、水が現れる気配はない。


    「まさか……魔力が……」


    　枯こ渇かつしたのだ。幾いくら高位魔術師ウイザードに匹敵する魔力量であろうと、さすがにあれだけ糸目を付けずに使い続けていれば当然のことだった。


    　カナデが拳こぶしを地面に叩き付ける。


    「どうしてよっ！　あたしは強くなったはずなのに！　どうして勝てないのよっ！」


    　慟どう哭こくする彼女に、七なな慧えはあえて突き放すように言い捨てた。


    「言ったでしょ。あなたの力は紛まがいものだって」


    「ふ、ふざけんなァァァっ……」


    　魔導具ウオンドを手に躍り掛かってくる。先ほど浴びた電流のせいでまだ身体からだが思うように動かないのだろう、足元が覚おぼ束つかない。それでも彼女は最後まで敗北を認めずに攻めてくる。


    「……それだけの意志があれば、きっとあなたはまたやり直せるはずよ」


    　呟つぶやき、七慧は自身も枯渇しかかっている魔力で、雷らい媛えんを振った。


    　バチン、と、カナデの足元で破裂音。


    　カナデがその場に転倒した。すぐに立ち上がろうとするも、またしても足元で弾はじけた小さな爆発に、彼女は再び倒とう伏ふくする。


    「な……？」


    　何が起こったのか理解できないでいるカナデに、七慧は告げた。


    「木には水分が多量に含まれているから、電流を通しやすい。加えて、あなたの魔術で樹表がかなり濡ぬれてるでしょ？」


    　つまり、七慧は足元の樹を通じて電流を流したのだ。その気になれば数十メートル先に立つ人間を、狙って焼き尽くすくらいのことは可能だった。


    　その意味を悟って、カナデがわなわなと唇くちびるを震ふるわせた。


    「……いつでも、あたしを攻撃できたってこと……？」


    　七慧は静かに頷うなずいた。カナデが樹の上に立っている限り、七慧はどこからでも彼女に足元から雷撃を喰くらわせることができたのだ。


    「手加減してたっていうの!?　どんだけあたしを馬ば鹿かにしてくれてんのよ、あんたはッ!?」


    　カナデが絶叫めいた怒ど号ごうを上げる。


    　だが七慧は首を横に振った。


    「違うわ。……地の利に頼たよってあなたを倒たおしたところで、きっと何も残らないと思ったから」


    　ゆえに真っ向から。


    　全力の相手に、己の全力をぶつけて粉砕したのだ。


    　紛い物の力に魅みせられた、彼女の偽いつわりの奢おごりを打ち砕くために。


    「っ……」


    　カナデが息を呑のみ、がくりとその場に両手を突く。


    「悔しかったら出直しなさい」


    　と厳しい口調で言い放ってから、一転、七なな慧えは優しい声音で告げた。


    「今度は、あなた自身の力で。いつでも受けて立ってあげるから」


    「……あたしの完敗だわ……」


    　震ふるえる声でそう零こぼす彼女にはもう、戦う気力はないだろう。


    　七慧はカナデに背を向け、頭上を見上げた。巨大な幹に阻はばまれて見えないが、恐らくもう太陽は中天に達している頃合いだ。


    　──ごめんなさい、龍りゆう之の介すけくん……。本当はすぐに追いたかったんだけど……。


    　心中で謝罪しつつ、七慧はすぐさま世界桜サクラ・ユグドラシルを駆け上った。


    



    　　　　　　５


    



    　龍之介が世界桜の幹を上り切ると、そこには直径百メートルほどの切り株状の空間が広がっていた。


    　空間の直上は桜の花びらが疎まばらで、その先に澄み渡った青空と、そして間もなく中天に差しかかろうとしている太陽が見えた。


    　頂上の中心では、大勢の信徒たちが円陣を組んでいる。その輪から少し外れた場所に、アドラメレクの最高指導者である王オウ倫リンや、あの人狼ウエアウルフの姿もある。そして──


    「ルナっ！」


    「りゅーのすけ……っ!?」


    　信徒たちに囲まれ、ルナが魔導手錠マジツクカフで身動きを封じられていた。


    　まだ魔法陣は発動していないようだ。そのことにひとまず安あん堵どする。


    　龍之介は怒ど鳴なり声を張り上げた。


    「ルナを返しやがれ！」


    「ここまで辿たどり着きましたカ。けれど、もう遅いですネ」


    　今は人間の姿をした人狼がそう告げたとき、信徒たちが一斉に呪じゆ文もんを唱え始めた。


    「……っ！」


    　その瞬間、明らかに空気が変わった。


    　感じる。凄すさまじい魔力の奔ほん流りゆうが暴れ回っているのを。


    　魔都をキャンバスにして描かれた超巨大魔法陣が、ついに発動を開始したのだ。


    「くそっ！」


    　龍之介はルナの奪還を試みようと、信徒たちの群れへ単身で突っ込んでいく。


    　そこへ狼おおかみ化した人狼が立ち塞ふさがった。


    「どきやがれっ！」


    「そうはいきませんヨ」


    「だったら無理にでもどかせてやる！　アクティベーション──《龍りゆう咆ほう破は》！」


    　Ｄ─01と刻印された特殊魔弾オリジナルブレツトを躊ちゆう躇ちよなく使用。衝撃波の龍が咆ほえた。


    「ナ!?」


    　さすがの人狼ウエアウルフも、その威力は予想外だったのだろう。咄とつ嗟さに獣人の脚力で跳んだが、回かい避ひし切れずに衝撃波の龍に呑のみ込まれた。


    　龍りゆう之の介すけはその行方も見届けずに走った。


    　すぐにドレスの女が立ちはだかり、龍之介目がけて木管楽器フルートを吹く。


    　音の衝撃波。だがその直撃を受けたのは、《分身マイゴースト》が生み出したニセモノの龍之介だ。


    《倍速時間アクセルタイム》を使って加速した本物の龍之介は、すでに彼女の目の前にいた。鳩尾みぞおちを抉えぐる情け容よう赦しやのない一撃に、華きや奢しやな体たい躯くが「く」の字に宙を舞う。


    　龍之介は足を止めない。


    　そのとき、ルナの頭上の空間が割れた。


    　その割れ目の間から、ギョロリと巨大な瞳ひとみが覗のぞいた。


    「アドラメレク様！」


    　信徒たちが一斉に歓喜の声を上げる。


    　ルナが危ない。龍之介は我が武む者しや羅らに疾しつ走そうし、その信徒たちの輪へ跳び込もうとする。


    「させはしない」


    　目の前に忽こつ然ぜんと現れたのは、瞬間移動テレポートを使った王オウ倫リンだ。


    「なっ……」


    　身体からだを掴つかまれたと思った次の瞬間にはもう、龍之介は頂上の端へと飛ばされていた。走破した距離を一瞬にしてゼロにされ、龍之介は愕がく然ぜんと立ち竦すくむ。


    『ソレガ、生イケ贄ニエカ』


    　割れ目の奥から響ひびく、ノイズのような声。そして、巨大な瞳がルナを見た。


    「っ……」


    　異界の神に見据えられ、ルナがびくりと身を震ふるわせた。直後、彼女の小さな身体がゆっくりと宙に浮かび上がっていく。アドラメレクのいる異界へと吸い寄せられているのだ。


    「りゅ、りゅーのすけっ……」


    「くそっ！　ルナっ！　今助けてやるからっ！」


    　龍之介はそう告げながら再び走り出すも、あの瞬間移動の魔術を使う王倫を出し抜く術すべが、まったく思い当たらない。


    　そのとき背後で強烈な爆音が轟とどろいた。


    「なにチンタラしてやがんだよッ、タコがッ！」


    　罵ば声せいを吐はきながら登樹道から飛び出してきたのは、飛行自動二輪車フアルコンに跨またがったセレスだった。


    　龍りゆう之の介すけは襟えり首くびを掴つかまれ、そのまま強引にシートの後ろに放ほうられる。慌あわててセレスの剥むき出しの腰にしがみ付いた。


    「しっかり掴まってやがれッ！」


    　ファルコンが一気に加速し、気を抜けば後方に放り出されそうなほどの凄すさまじいＧが全身にかかる。信者たちが阻はばもうと立ち塞ふさがるも、セレスは強引にそれを突破した。


    　王オウ倫リンがバイクの傍そばに出現する。だがそれとほとんど同時に、ファルコンが弾はじかれたように再度加速した。ギリギリで王倫の手を回かい避ひ。


    　ファルコンがルナ目がけて跳躍した。豪風が顔を叩き、身体からだがシートから浮き上がる中、龍之介は必死に手を伸ばした。


    「ルナ！」


    「りゅーのすけっ！」


    　龍之介は彼女の細い腕を掴んだ。その瞬間、セレスが大剣で彼女を縛しばっていた魔導手錠マジツクカフを切り裂く。ファルコンが激しい衝撃とともに着地し、そのまま一気に走り抜ける。


    「大丈夫だったか、ルナ！」


    　龍之介はルナを抱き締しめた。


    「う、うんっ……た、助けにきてくれると、しんじていたぞ……っ！」


    　そう強気に言うルナだが、唇くちびるが震ふるえていた。


    「逃がしはしない！」


    　王倫が再びバイクの傍へと出現する。その手がルナに触れようとする寸前、ファルコンが三み度たび、凄まじい加速を見せた。王倫の手が空を掻かく。


    「チッ！　厄やつ介かいな魔術を使いやがるぜッ！」


    　王倫は次々と空間を飛びながら執しつ拗ように追い縋すがってくるが、セレスは右に左にとジグザグ走行しながら、あるいは加速と減速を繰り返しながら、何とかそれを回避していく。


    「あらダメよ？　しつこい男は嫌われるわ？」


    　不意に、おっとりとした声が割り込んできた。


    　王倫が出現したまさにその瞬間、どこからともなく飛来してきた呪じゆ符ふが彼の胸に触れ、小さな爆発が巻き起こる。


    「がはっ……」


    「うふふ、的中」


    　土つち御み門かど影えい那なが、妖よう艶えんに唇を舐なめながら姿を現した。龍之介とは別のルートから、この頂上まで登ってきたのだ。すぐに千ち聖さとを初めとする同事務所の騎士たちも姿を見せる。


    「龍之介はん！　ルナはん！　無事かっ？」


    「小こ癪しやくなっ……」


    　胸部を焼かれた王倫は、さすがに焦あせりを見せていた。それでも再び瞬間移動テレポートで、ルナを狙ってくる。


    「今度は……そこね」


    　だがその転移先に、呪じゆ符ふが絶妙なタイミングで投げつけられた。出現と同時にまたも爆撃を浴び、王オウ倫リンが悲鳴を上げる。


    「さすがお師匠さまや。ウチの霊感とは比較にもならへん」


    　王倫にとって、霊感で移動先を先読みする影えい那なは、まさに天敵だ。


    　さすがにそれを悟ったのか、王倫は彼女の呪符が届かない圏外へと離脱した。


    「先生ッ……」


    　人狼ウエアウルフが足を引き摺ずりながら王倫の元へと駆け寄った。《龍りゆう咆ほう破は》を喰くらっては、人狼の身体能力をもってしても無傷ではいられなかったようだ。


    　そこへ菊きく川かわをはじめとする騎士警察、権ごん蔵ぞうら鬼き頭とう民間騎士事務所、そして東とう堂どうや藤ふじ野の、三み森もりらのセレス民間騎士事務所の面々が頂上へとやってくる。


    「ルナちゃんっ……よかった、無事みたいね……」


    　カナデを撃破したのか、少し遅れて七なな慧えも姿を見せた。龍りゆう之の介すけに抱えられたルナを見つけ、安あん堵どしている。


    『我ニ、早ク、生イケ贄ニエヲ、捧ササゲヨ』


    　アドラメレクが急せかしてくるが、他の信徒たちはもちろん、王倫も動くことができない。


    「……仕方がない」


    　王倫が観念したように溜ため息いきを吐ついた。


    「本来なら最高の生贄でもって、我らが神をこの世界にお迎えしたかったのだが……」


    　そう意味深に零こぼした直後、王倫の姿が変へん貌ぼうした。


    　口こう腔こうが裂け、首と胴体が伸長し、服が破けて露あらわになった肌を緑色の鱗うろこが覆おおっていく。


    　そこに現れたのは、巨大な蛇へび──龍リユウだった。


    　東洋の竜ドラゴンとも呼ばれる、中華連邦の伝説の魔獣だ。


    「まさか、龍族ロンツーだったというのか……？」


    　戦せん斧ぷを構えた菊川が目を見開く。


    　翼もないのに宙を浮遊する龍が、王倫の声で告げた。


    「龍族は、龍と人間の混血ハーフの一族だ。その血肉もまた、竜族ドラゴニユートと同様に生贄として高い効果を有する。……もっとも私では、月煌竜ムーンドラゴンの血を引くその少女には遠く及ばないが、それでも我が神をこの世界に顕けん現げんさせることはできるだろう」


    「先生ッ、まさカ……っ」


    「後のことは任せたよ、アンディ」


    　愕がく然ぜんとする人狼にそれだけ言い残して、龍が忽こつ然ぜんと姿を消した。


    　直後、その姿がアドラメレクの真下に出現する。


    「我らが神アドラメレクよ！　生いけ贄にえを受け取りたまえ！」


    　その宣言とともに王オウ倫リンは長い身体からだを躍らせて、自みずからが生贄となるべく異界へと通じる割れ目へと跳び込んでいく。そこにいる誰だれにも、それを止めることはできなかった。


    　やがてその尾が完全に異界へと消えた、その直後、


    



    　空が完全に割れた。


    



    　青い空の向こうに見えるのは、不気味な紫色の異界の空。


    　この世界と異界の境界を通過して、巨大な何かがゆっくりとその全ぜん貌ぼうを現す。


    「りゅ、りゅーのすけ……」


    　ルナが歯を鳴らしてしがみ付いてきた。龍りゆう之の介すけも気付けば身体が震ふるえていた。


    「なんだよ……こいつは……」


    　地じ響ひびきとともに、それは信徒たちの真ん中へと降り立った。


    　二十メートルを超す巨大な体たい躯く。人間に似た胴体を持ちながらも、その頭部や脚部はラバを思わせる。そしてその背中には、千せん手じゆ観かん音のんのごとき無数の小さな腕。シルエットだけを見れば、太陽か、あるいは車輪を背負っているように見えなくもない。


    　だがその禍まが々まがしい姿形以上に、高位存在トラセンダーが有する圧倒的なまでの魔力が、騎士たちに言葉を失わせていた。


    　一方で、信徒たちが狂喜して叫ぶ。


    「おお、我が神アドラメレクよ！　我々に更なる力を与えたまえ！」


    『我ガ尊キ、信者タチヨ。ソノ願イ、叶カナエテヤロウ』


    　アドラメレクが声を軋きしませ、それに応じた。


    「アドラメレク様！」


    「アドラメレク様！」


    「アドラメレク様！」


    　力を欲する信者たちが、一斉に彼らの神の名を唱和する。


    「チッ、こいつはやべェな……」


    　不意に、セレスが舌打ちして呟つぶやいた。


    『ダガ、ソノ前ニ』


    　突然、アドラメレクの背中に生えた無数の小腕の内の一本が、近くにいた人間族の信徒目がけて信じがたい速度で伸びた。遠くから見れば小さかったそれは、実際には広げた手のひらで人間の胴を鷲わし掴づかみできるほど大きい。


    「な、何をっ……？　うわああっ！」


    　小腕に捕らえられ、男性信徒の身体が宙へと浮き上がった。


    『食事ノ、時間ダ』


    　男性信徒はもがいて小腕から逃のがれようとするも、強力に締しめ付けられて叶かなわない。さらに彼は魔術を発動しようと試みたが、


    「っ！　ま、魔術が……っ!?」


    　信徒が放った光の矢は、可か哀わい想そうなほど微々たる威力だった。当然、アドラメレクの巨体に通じるはずもない。


    「な、なぜだっ……なぜ手に入れた力が失われてっ……ぎぃゃああああっ！」


    　悲痛な叫び声を残して、信徒はラバの口こう腔こうへと呑のみ込まれてしまった。


    　ラバの顔が歓喜に歪ゆがむ。


    『ヤハリ、コノ世界ノ餌エサハ、美ウ味マイ』


    　他の信徒たちは何が起こったのか理解できず、金かな縛しばりに遭あったかのように立ち尽くしていた。


    「アドラメレクが異端指定されたわけが分かったぜ。こいつはそもそも神なんかじゃねェ」


    　セレスが忌いま々いましげに吐はき捨てた。


    「──悪魔だ」
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    「ど、どういう、こと……？」


    　アドラメレクが男性信徒を呑み込む姿を目まの当たりにして、カナデは呆ぼう然ぜんと目を瞠みはった。


    　七なな慧えに遅れて、彼女もまた頂上へと上がってきていた。


    　完かん膚ぷなきまでの敗北を喫して、もはや戦う気力などなかったが、なぜか勝手に足が頂上へと向いたのだ。


    　だが、あの場に留とどまっていればよかったと、カナデは自みずからの愚行を呪のろった。


    　目の前に広がるのは、凄せい惨さんな光景だった。


    　背中に生えた無数の小腕がさながら触手のように伸びる度たびに、ともに戦ってきた教団の仲間たちが捕らえられ、ラバの口腔へと放ほうり込まれていく。


    「ど、どうしてですかっ、アドラメレク様っ！　アドラメレク様っ！」


    『ハハハハ、愚カナ者ドモダ。マダ我ヲ、神ト崇アガメルカ。ダカラ、コノ世界ノ生キ物ハ、騙ダマシ易ヤスイノダ』


    　信徒の悲痛の訴うつたえに、アドラメレクが軋きしんだ声で嗤わらう。


    　さらにアドラメレクは、気を失って倒たおれていた教団幹部の一人であるニーナ＝ストーサーをその小腕で捕まえた。


    「ニーナッ！」


    　叫んだのは、同じく教団の幹部であり、ニーナの恋人でもあった人狼ウエアウルフ・アンディ＝シモンだ。


    　彼の目の前で、ニーナはアドラメレクに呑のみ込まれた。


    「そんナ、我が神ヨ！　なぜッ……」


    　しかし愕がく然ぜんとする人狼もまた、アドラメレクの小腕に捕まり、抵抗虚むなしくラバの口に放ほうり込まれてしまう。


    　信徒たちを貪むさぼり喰くうその姿は、まさしく化け物。


    　自分たちはあんなものを呼び出してしまったのか。


    　アドラメレクの瞳ひとみがこちらを見た。


    「ひっ……」


    　それだけでカナデは射い竦すくめられてしまう。


    　小腕の一本がこちらへと伸びてきた。


    　カナデは無我夢中で三又銛トライデントを出現させ、ここへ登ってくる間に僅わずかに回復した魔力を振り絞った。今のカナデなら魔力の回復も早く、《水砲》の一発や二発なら放てるはずだった。


    　だが、現れた水量は哀かなしくなるほどに少なかった。


    　──力が、元に戻っている……？


    　その事実に気が付いたとき、カナデは目の前が真っ暗になった。


    　腕に掴つかまり、持ち上げられる。逃のがれられない。


    「い、いやぁっ、だ、だれかっ、誰だれか助けてっ……」


    　気付けば、身も世も無く叫んでいた。


    　──マリンっ……。


    　脳裏に過よぎったのは、妹の笑顔だ。


    　──あたしはただ護まもりたかっただけなのに……どうして、こんなことにっ……。


    　そのときカナデを拘束していたアドラメレクの指を、飛来してきた何かが撃ち抜いた。力が緩ゆるんだ瞬間、カナデは我が武む者しや羅らに暴れて必死に逃げようとする。お陰で宙へと投げ出された。


    「きゃっ……」


    　誰かに受け止められ、カナデは小さく悲鳴を上げた。


    「大丈夫かっ？」


    　龍りゆう之の介すけがこちらの顔を覗のぞき込んできた。


    「りゅ、龍之介……」


    　安あん堵どと申し訳なさがない交ぜになった情動で、ぶわっと目の奥から堪こらえていたものが湧き出してくる。


    「ご、ごめん……あたし……あんな化け物を、呼び出してしまうなんて……」


    「反省は後だ。今はあいつをどうにかしねぇとな」


    　龍りゆう之の介すけが鋭するどく睨にらみ付ける先を涙で滲にじんだ視線で追うと、何本もの小腕がこちらへと迫ってきていた。


    　だがそれを、真しん紅くの髪の女性が火炎を纏まとう大剣で根こそぎ斬り裂く。


    〈紅炎ノ女帝プロミネンスクイーン〉の異名で知られるセレス民間騎士事務所所長、来くる栖すセレスティーナだ。


    　彼女だけではない。


    　力を失い、成す術すべもなくなった信徒たちとは違い、民間騎士コントラクターたちは次々と強力な魔術を発動し、襲しゆう来らいする小腕を破壊していく。


    「あはは……紛まがい物、か……ほんと、その通りじゃん……」


    　その姿をやけに遠くに感じながら、カナデは思わず自じ嘲ちようの言葉を零こぼしていた。
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    　騎士警察と民間騎士の混成部隊による一斉攻撃が始まった。


    　凄すさまじい閃せん光こうが瞬またたき、爆音が連れん鎖さする。


    『マダ、足リヌゾ。モット、モット喰クワセロ』


    　だが近くにいた信徒たちをあらかた喰い尽くした悪魔は、今度は騎士たちを狙い出した。


    「は、離せっ！」


    　騎士警察の一人が小腕に捕らえられ、ラバの口の中へと消えていく。さらに民間騎士が二人まとめて拘束され、同様に喰い殺されてしまった。


    「全員、退たい避ひしろ！　退さがれ！」


    　菊きく川かわが堪たまらず部下たちに指示を出した。


    「テメェらもだ！」


    　セレスも所員たちへ命じる。他の民間騎士事務所でも次々と同様の指示が下された。


    　残ったのは、各事務所の幹部クラスの高位魔術師ウイザードたちだけだ。


    　あの悪魔を前にしては、中位魔術師ですらも太た刀ち打うちできないのだ。龍之介はもちろんのこと、七なな慧えや千ち聖さとも例外ではない。後方で展開された防御魔術プロテクシヨンの背後に避ひ難なんする。


    　襲いくる小腕の嵐の中を、物ともせずに全力疾しつ走そうしていく巨漢がいた。


    　鬼き頭とう民間騎士事務所所長、第三階級魔術師の鬼頭権ごん蔵ぞうだ。


    「ガハハハハッ！　これこそがマッスル、フルパワァァァァッ！」


    　権蔵の筋肉が膨ふくれ上がる。


    　服が上下ともに弾はじけ飛んだ。虎柄のフンドシ一丁となった鬼頭の頭部には、一本の角。


    「あのおっさん、鬼族オーガだったのか！」


    　権ごん蔵ぞうの手に魔導具ウオンドと思おぼしき金棒が出現する。それを彼は豪快な力任せで、何もない地面へと叩き付けた。


    　その動きに同調するかのように、周囲の小腕が一斉に地面へと落下した。


    『ナン、ダ……？』


    　さらに、アドラメレクが苦しげな声とともに膝ひざをついた。


    「キタァァァ、所長の十八番ッ、重力操作マツスルグラビテイィィィッ！」


    　筋肉部隊マツスルパーテイが歓声を上げる。


    　だが鬼き頭とう自身も苦しそうに足を踏ん張っていた。どうやら彼自身も重力圏内に入っているようだ。


    「あいつ、重力圏をコントロールできねぇのか……？」


    「そ、そんなはずないでしょ？　だって、仮にも第三階級魔術師ウイザードなんだし……」


    　龍りゆう之の介すけの疑問に、七なな慧えが歯切れ悪く応じる。


    「ガ、ガハハッ……ハハ……ッ！　この重さッ……や、病み付きになるわい……ッ！　わしとお主ッ……どちらが限界まで耐え切れるかッ……筋肉勝負だ……ッ！」


    　大量の汗を散らしながら、鬼頭が喜色満面で叫ぶ。


    　どうやらワザと自分も重力圏の中に置いているらしい。


    「……アホだな」「そうね……」「完全にアホやな」「アホっすね」「あほ？」


    「ガハハハッ！　マッスルジャァァァンプッッッ！」


    　それでも権蔵は重力圏の中で、安直な技名を叫びながら飛ひ翔しようした。重力を上乗せした金棒を、アドラメレクの頭部へと叩き込む。ラバの頭が地面に打ち付けられた。


    「……醜みにくい」


    　実の父親の戦いを厳しく断じ、眼鏡を指で押し上げながら歩み出てきたのは、鬼頭民間騎士事務所の副所長、第三階級魔術師の鬼頭純じゆん一いちだ。いつの間にか、彼も頭部に二本の角を生やしていた。


    　彼の手には一本の薔ば[image: ]ら。それをやけに様になった動作で投とう擲てきする。強力な重力など物ともせずかなりの距離を飛び、アドラメレクの足元へと落ちた。


    「〈血潮を撒き散らす薔[image: ]の開園ブラツデイローズガーデン〉」


    　彼が囁ささやくように呟つぶやいた直後、薔[image: ]が信じられない速度で急成長していく。


    　大樹のごとき太い枝が、まるで生きているかのように蠢うごめいて、アドラメレクの巨体を拘束した。棘とげが肉体に突き刺さり、アドラメレクが苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げる。


    「あれが鬼頭純一の魔術かっ……」


    「植物操作系の魔術やな。せやけど、あんな一瞬であそこまで成長させるなんて……」


    「ぐぬおっ、この愚息がッ！　わしまで巻き込むつもりかッ！」


    　危うく薔ば[image: ]らに捕らわれそうになった権ごん蔵ぞうが怒ど鳴なるが、鬼き頭とう純じゆん一いちはにべもなく言い切った。


    「むしろ巻き添えを食って死んでもらった方がいい。所長の椅い子すは私に任せておけ」


    「そうはいかんぞッ！　この筋肉がある限り、わしは所長の座を譲ゆずりはせんッ！」


    「もう少し仲良くしたらいいのにねぇ」


    　鬼族オーガの親子喧げん嘩かに口を挟みながら、着物姿の女性が下げ駄たを鳴らして進み出てくる。


    　賀か茂も民間騎士事務所所長、第三階級魔術師ウイザードの土つち御み門かど影えい那なだ。


    「風ふう神じんちゃん、雷らい神じんちゃん」


    　彼女の命に応じて、少年と青年が姿を現した。


    「全力を出していいわ」


    「畏かしこまりました」


    「了解っす、影那さま！」


    　影那が纏まとう雰ふん囲い気きが、普段のおっとりとしたそれから変へん貌ぼうする。一瞬にして、一帯の空気がピンと鋭するどく張り詰めた。


    「──祓はらいたまえ、清めたまえ、神ながら、守りたまえ、幸さきわいたまえ」


    　影那が凜りんとした声音で祝詞のりとを唱えると、無数の呪じゆ符ふが宙を舞い、風神と雷神の周囲を覆おおい尽くした。


    　二体の式しき神がみが、アドラメレクにも匹敵する大きさと化す。


    「なんてでかさだよっ！」


    「あんな巨大な式神を操るなんてっ……」


    「ちなみにアソコもちゃんと大きくなってるのよ、うふふ」


    「お師匠さま……」


    　恐るべき魔術を披ひ露ろうしながらも、平然と下品な下ネタを口走る影那に、さすがの千ち聖さともドン引きしている。


    　二体の式神たちは、それぞれ風と雷を纏って悪魔に突撃した。


    　風神の繰り出す短剣が閃ひらめき、雷神の薙なぎ刀なたが雷鳴を轟とどろかせる。薔[image: ]で身動きを封じられたアドラメレクは成す術すべもなく蹂じゆう躙りんされていく。


    「な、なんか、さむいぞ、りゅーのすけ」


    　ルナの言葉に、龍りゆう之の介すけもハッとさせられる。吐はく息が白く、ロングコートを着ていても寒い。周囲の気温があり得ないほど下がっているのだ。


    　そんな中、小柄な老女が真まっ直すぐアドラメレクの巨体へと近付いていった。


    　セレス民間騎士事務所の副所長、第三階級魔術師の東とう堂どうちなだった。


    「《絶対零度アブソリユート・ゼロ》」


    　その声が響ひびくと同時、アドラメレクの巨体が薔[image: ]ごと一瞬にして氷結した。


    「すげぇ……」


    「わたしも久しぶりに見たわ、東とう堂どう副所長の氷結魔術……」


    　さらにその直後、頭上で怒ど号ごうが轟とどろいた。


    「オラァァァァッ！」


    　ファルコンに乗って上空へと到達したセレスが、そこから身を投げてアドラメレク目がけて垂直降下してくる。


    「喰くらいやがれッ！　──《劫ごう火か灰かい塵じん》ッ！」


    　膨ぼう大だいな火柱を上げる大剣が、氷ごとアドラメレクの巨体を縦一文字に斬り裂いた。炎が氷を呑のみ込んで高熱の蒸気が立ち昇る。


    　火炎に包まれたアドラメレクの絶叫が大気を震ふるわせた。


    「ったく、相変わらず出で鱈たら目めな連中だな……」


    　高位魔術師ウイザードたちの恐るべき波状攻撃を目まの当たりにして、菊きく川かわが苦々しく呟つぶやく。第五階級魔術師である彼でさえ、高位魔術師たちにとっては足手まといでしかないのだ。


    「これなら……」


    「……さすがに倒たおしたやろ」


    　皆が確信していた。アドラメレクは完全に絶命したと。


    『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッ!!』


    　炎と煙の中から轟いた咆ほう哮こうが、騎士たちの楽観を消し飛ばした。


    「ぐぬおぉぉぉっ!?」「っ！」「きゃっ」「影えい那なさまっ！」「チィッ！」


    　その大音量が衝撃波と化して火と煙を一瞬にして振り払い、近くにいた高位魔術師たちすらも頂上の外まで吹き飛ばす。


    『下等ナ者ドモガ、ヨクモ我ニ手傷ヲ……』


    　四散した煙の中から、アドラメレクの巨体が姿を現す。全身に無数の火傷やけどや切り傷を負っている。だが、


    「あり得ない速度で回復してるっす!?」


    　三み森もりが悲鳴を上げた。


    　しかも高位魔術師たちの包囲を突破したアドラメレクは、龍りゆう之の介すけたちの方へと脇わき目めもふらずに突進してくる。


    『ソノ娘、一際ニ美ウ味マソウダ』


    「りゅーのすけっ、こっちにくるぞっ？」


    「狙いはルナかっ!?」


    「くそったれが！　うおおおっ！」


    　菊川が雄お叫たけびを上げて飛び出していく。だがアドラメレクの足に戦せん斧ぷを叩き付ける前に、呆あつ気けなく蹴け飛とばされて宙を舞った。


    　アドラメレクが背中の小腕とは比較にならない大きさの拳こぶしを一ひと薙なぎすると、それだけで三森の防壁が完全に破砕した。その太い腕がルナを捕まえんと伸びてくる。


    「そ、空に逃げるで龍りゆう之の介すけはんっ！　──《八や咫た烏がらす》！」


    「あっ、待って！」


    　千ち聖さとが八咫烏を顕けん現げんさせ、龍之介はルナを抱えてその漆しつ黒こくの背中へと飛び乗った。一気に宙を舞う。


    　アドラメレクの手が完全に届かないところまで、八咫烏は高度を上げていく。


    「こ、ここまでくれば大丈夫やろ……？」


    　千聖が安あん堵どの息を吐ついたとき、アドラメレクが膝ひざを撓たわめ、地面を蹴けって跳躍した。近くにいた騎士たちがその衝撃だけで吹き飛ばされる。


    　しかもアドラメレクはそのまま宙を舞い、こちらを追ってくる。


    「あの巨体で飛べるんかっ!?　やばいで！」


    　八咫烏は頂上から離れ、花びらの方へと逃走する。


    「おい千聖っ！　この先には奴やつらの巣が──」


    　龍之介が言い終わる前に、蜂はちに似た形状をした、人間の頭部ほどもある巨大な虫が襲い掛かってきた。魔ま虫ちゆうだ。


    「くそっ！　邪じや魔まだっ！」


    　次々と群がってくる魔虫を、龍之介は漆黒の覇王ブラツクダイナストで撃ち落としていく。だが数が多すぎて捌さばき切れない。


    　突然、雷鳴が轟とどろき、数匹の魔虫が黒くろ焦こげとなった。


    「待ってって言ったでしょ！」


    　七なな慧えが八咫烏の足にしがみ付いていた。魔力の消耗が激しいせいか、自みずから飛ばずに咄とつ嗟さに足を掴つかんだのだろう。


    「おい、どういうことだ？　逃げていくぞ？」


    　七慧の助力も受け、襲いくる魔虫を撃退せんとしたそのとき、急にその魔虫たちが一斉に転回した。波が引くように去っていく。


    『ソレハ我ノ獲物ダ、虫ドモメ』


    　悪魔に恐れをなしたのだろう。お陰で龍之介たちは魔虫に喰くい殺されずにすんだが、アドラメレクが今なお猛烈な速度で追い駆けてきている。


    　それでもどうにか追い付かれずに花びらの空域を抜けたところで、七慧が八咫烏の背中まで登ってきた。


    「千聖っ！　ペースが落ちてきてるわよ！」


    「わ、わかっとるっ……やけど……」


    「アクティベーション──《龍りゆう咆ほう破は》！」


    　徐々に距離を詰めてくるアドラメレクへ、龍之介は最後のＤ─01弾を使用して衝撃波の龍を放った。


    　だがアドラメレクは本体の太い腕を前に翳かざして受け止め、あろうことか易やす々やすと握にぎり潰つぶしてしまう。七なな慧えが放つ雷撃も、アドラメレクの身体からだに小さな火傷やけどを付けるだけだ。


    　すでに鼻息が届くような距離にまで、アドラメレクは迫ってきていた。


    　背中の小腕を一斉に展開させ、八や咫た烏がらすを捕まえんと襲しゆう来らいする。


    「こ、このままやと全員が喰くい殺されてまうで！」


    「あいつのねらいは、ルナなんだな？」


    　そのとき、ルナが龍りゆう之の介すけの顔を覗のぞき込んで確認してきた。思わず頷うなずいてしまった龍之介は、次の瞬間、そのことを後悔することになる。


    「りゅーのすけ、ななえ、ちさと、ルナからはなれるんだ！」


    　ルナはそれだけ告げて強引に龍之介の腕を振り解ほどくと、宙へと身を投げ出した。


    「ルナっ!?」


    　落下していくルナは空中で竜化。翼を広げて、八咫烏とは別の方向へと飛ひ翔しようする。


    　アドラメレクもまた彼女を追って方向転換した。


    　八咫烏から次第に離れていく美しき竜の姿を見ながら、龍之介は奥歯を噛かみ締しめる。


    　──確かに、あのまま俺たちと一いつ緒しよに逃げても、全滅するだけだったかもしれねぇっ……。


    　怒りが湧く。


    　たった一人で逃走することを選んだ少女に、ではない。


    　彼女にその選択をさせざるを得なかった、自分の弱さが許せなかった。


    「ダメやっ！　追い付けへん！」


    　竜化したルナの飛行速度は、疲ひ弊へいした千ち聖さとが操る八咫烏のそれを上回っていた。


    『大人シク我ガ糧カテトナレ』


    「おことわりだぞっ！」


    　執しつ拗ように追い縋すがってくるアドラメレクに、ルナが長い首を曲げて白い閃せん光こうをお見舞いした。


    　小腕の幾いくつかが消し飛んだ。だが瞬またたく間に傷を回復させてしまうアドラメレクに、怯ひるむ様子はない。


    　ルナとアドラメレクは空中を旋せん廻かいしながら、付かず離れずの攻防を繰り広げる。


    　だが小腕の内の数本が彼女の尾を捉とらえた。ルナは尾を振って振り解くも、次々と迫る腕が徐々にルナの身体に纏まとわりついていく。


    　途端、ルナが急降下した。


    　滑空して勢いよく跳び込んだのは、魔都を流れる人工の運河だ。


    　水流で強引に腕を振り払ったルナが、すぐに水面から飛び出してくる。


    　飛沫しぶきを散らしながら逃走を再開。


    　だが川に入った際に翼を傷つけてしまったのか、僅わずかに飛行のバランスが悪い。あれでは逃げ切れない。


    「ルナっ！　くそっ！」


    　──もっと力が欲しい。


    　誰だれかを護まもるためには、力がいる。


    　──この忌いまわしい呪のろいさえなければ……いや、ファナを助けたときのように、また強引に捻ねじ伏せてしまえばっ……。


    　龍りゆう之の介すけはコートを脱ぎ捨てた。


    　ぶわりと風を含んで、空を舞っていく。


    「だめよ、龍之介くん！　死ぬつもり!?」


    「それ以外にあいつを助けられる手はねぇだろ！」


    　こちらの意図に気付いて詰め寄ってくる七なな慧えに、思わず怒ど号ごうで応じていた。


    　怯ひるんだ七慧の瞳ひとみを真まっ直すぐ見つめて、龍之介は告げる。


    「一撃……一撃だけで良いんだ。一撃で必ず決める。だから、頼む。俺に力を貸してくれ」


    　脳裏にシャルの姿が過よぎった。


    「俺はもう、誰も失いたくないんだ」


    「……龍之介くん……」


    　七慧はしばし躊ちゆう躇ちよしたのち、小さく頷うなずいた。


    「分かったわ」


    「早くせぇへんと、ルナはんがやばいで！」


    　千ち聖さとに急せかされて視線を転じると、ルナはすでにアドラメレクの小腕に搦からめ捕られていた。


    　それでも鋭するどい爪つめと牙きばで腕を切り裂き、あるいは口こう腔こうから吐はき出す閃せん光こうで焼き払い、懸命に逃げ出そうと抗あらがっている。


    　だが本体の腕がルナの首を掴つかんだ。ルナは苦く悶もんの咆ほう哮こうを上げる。竜と化したルナをも上回るアドラメレクの怪力を、彼女は振り解ほどくことができない。


    「全力でいくで！」


    　千聖の鞭むちに、八や咫た烏がらすが「クェェッ」と鳴き声で応じた。一度上空へと飛び上がり、そこからほとんど垂直落下。ぐんぐん速度が上がり、気を抜けば背中から吹き飛ばされそうになる。


    「今やっ！」


    　千聖が叫んだそのとき、龍之介と七慧は一いつ緒しよに八咫烏から跳んでいた。


    　七慧が残る魔力を振り絞って、風ふう姫きの力を解放する。さらに速度が上がり、ほとんど暴風と化して宙を駆けた。


    「龍之介くん！　ちゃんと戻ってきてよ！」


    「ああ！」


    「ハァァァァァッ！」


    　七なな慧えの裂れつ帛ぱくの気合いが空に轟とどろいた。


    　雷らい媛えんの先端に龍りゆう之の介すけが足をかけた次の瞬間、七慧が全力で刺し突とつを繰り出す。


    　七慧をさながら発射台カタパルトとして、龍之介は空間を置き去りにする速度で前方へと跳躍した。


    　弾丸のごとく、アドラメレク目がけて一直線。


    　豪風が頬ほおを叩き、息ができない。


    　龍之介は全身を巡る魔力の循環を意識的に操作する。


    　背中の紋様が蠢うごめき、魔力を抑え込もうと反抗を始めた。そのせめぎ合いが、龍之介の全身に激痛をもたらす。


    　それでも劇的に高まった濃密な魔力が、奔ほん流りゆうと化して龍之介の体内から溢あふれ出た。


    「うおおおおおおおおおっ！」


    「りゅーのすけっ!?」


    　ルナがこちらに気付いて声を上げた。


    　ラバの後頭部が凄すさまじい速さで眼前に迫る。


    　右みぎ拳こぶしに膨ぼう大だいな魔力を収束。


    「早さ乙女おとめ幻げん才さい流りゆう拳けん法ぽう・奥おう伝でん──《壊かい砕さい龍りゆう轟ごう拳けん》ッ！」


    



    　叩き付けた。


    



    　破壊的な爆音とともに醜みにくい花火が弾はじけた。


    　血と幾いく千せんもの肉片と骨片が四散し、アドラメレクのラバの頭が完全に破壊される。


    　それには留とどまらず、衝撃の余波が眼下の街並みにまで叩き付けられた。建物に亀き裂れつが走り、窓ガラスが破砕する。


    『…………』


    　頭部を失ったアドラメレクは沈黙し、巨体が糸が切れたように地上へと落ちていく。


    　自身の攻撃の反動で吹き飛ばされていた龍之介もまた、真っ逆さまに落下していた。


    「りゅーのすけ！」


    　小腕の檻おりから解放されたルナが、翼をはためかせて追いかけてくる。その大きな顎あごで優しく受け止めてくれた。


    「ひゅーのふへっ！　らいひょーふはっ!?」


    　龍之介を咥くわえたまま、ルナが心配そうに呼びかけてくる。


    「ああ、なんとか、な……」


    　力を解放したのはほんの一瞬のことだったが、身体からだが鉛なまりのように重い。背中の紋様が、己を無視したことへ抗議するかのように疼うずいていた。


    「……あ」


    「っ!?」


    　そのとき突然、ルナの竜化が解けた。恐らく体力の限界がきていたのだろう。


    　一糸纏まとわぬ姿となった彼女とともに、またしても龍りゆう之の介すけは空へと投げ出されてしまう。


    「龍之介くんッ！」


    　七なな慧えの切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴が耳に届いた。


    　ハッと視線を下げると、そこに頭部を失ったはずのアドラメレクが、宙を浮遊して待ち構えていた。


    　──頭部を破壊されてまだ生きているだと……っ？


    　信じられない光景に、龍之介は呆ぼう然ぜんとする。


    　背中に生えた無数の腕の奥から、巨大な口がねっとりと開いた。


    「なっ……まさかっ……本当の頭はそこかっ……」


    『オ前モ、美ウ味マソウダ』


    　アドラメレクの声が響ひびいた。磯いそ巾ぎん着ちやくのような醜しゆう怪かいな口が蠢うごめき、二人を呑のみ込まんと迫る。


    　飛行手段を失った二人には成す術すべもない。


    「りゅ、りゅーのすけっ……」


    「くっそぉぉぉっ！」


    　龍之介はルナとともに、アドラメレクに喰くわれた。


    



    　　　　　　３


    



    　──やはり、封印せねばならぬ。


    　夢ゆめ現うつつの中で、老人の声を聞いた気がした。


    　──しかし、お師匠様……そうしたらお孫様は……。


    　反論したのは、まだ若い声だった。


    　──仕方がなかろう。


    　老人が断じる。だがその声には隠し切れない無念さが滲にじみ出ていた。


    　──こやつには危険な血が流れておる。それが開花したときどのような災さい厄やくが起こるか、ワシにも想像ができん。


    　──残念です……。


    　──呪術師を探せ。もちろん、並の呪術では封印はできぬ。


    　──分かりました。


    



    



    「りゅーのすけっ！　りゅーのすけっ！」


    　少女の叫び声で意識が浮上し、龍りゆう之の介すけはゆっくりと瞼まぶたを開いた。


    　ルナの可か愛わいらしい顔がそこにあった。龍之介が目を開けたことに気付いて、彼女は安あん堵どの息を漏もらす。


    「ここは……？」


    「……ルナにも、わからない」


    　ルナの声が萎しぼむ。


    　龍之介は辺りを見渡した。


    　何もない。ただただ、そこには暗闇が広がっているだけだった。発光するルナの身体からだだけが唯ゆい一いつの光源で、それでも彼女の表情を識別することくらいしかできない。


    「そうか……俺たちはアドラメレクに呑のみ込まれて……」


    　つまりここは、悪魔の体内というわけだろう。


    　通常の生物のような、食道や胃、腸があるという構造ではない。まるで、異次元の世界に閉じ込められてしまったかのようだった。


    　消化液もないが、しかし徐々に身体が──存在そのものが希薄になっていく感覚があった。


    　恐らく出口などないだろう。


    　つまりこのまま、アドラメレクに完全に消化されるのを待つしかないということだ。


    「……なんだか、がらすの中にいたころを、おもいだすぞ」


    　突然、ルナがそんなことを呟つぶやいた。


    「ガラスの中……？」


    「ルナ、そこで目をさましたんだ。まわりに、白いふくの大人がたくさんいた。けど、ルナは話しかけようとしても、声をだすことができなかったんだ」


    　龍之介は驚いて彼女の円つぶらな瞳ひとみを見詰めた。


    「ルナ……お前、もしかして記憶が……」


    　指摘すると、それで初めて気付いたのか、ルナはハッとしたように目を丸くした。


    「ほんとだっ。ルナ、なんとなくだけど、おもいだしたみたいだぞっ、りゅーのすけっ」


    　こんな状況なのに無邪気に喜んで、それから彼女はその新鮮な記憶を語った。


    「がらすからでた外は、けっこう広かったけど、すぐにあきたんだ。大人たちの話をきいて、これより、もっと広い世界があるって、知ったしな。ルナ、いつか外にでて、いろんなものを見たり、きいたりするのが、ゆめだったんだ」


    　何も言えないでいる龍之介に、ルナは言う。


    「だから、たのしかったぞ！」


    　どこまでも屈託のない、透き通った笑顔だった。


    「りゅーのすけに会えて、使いまになれて、ほんとうによかったぞ！　いろんなところを見てまわれて！　とても、たのしかった！」


    　その言葉が、龍りゆう之の介すけの胸を締しめ付ける。


    　──違う。


    「そんなこと……そんなこと言うなよっ！」


    　思わず声を張り上げていた。ルナが不思議そうに首を傾かしげる。


    「りゅーのすけ……？」


    「違うんだっ……そうじゃないっ……」


    　声に嗚お咽えつが混じる。龍之介は叫んだ。


    「俺はっ……お前に何もしてやれなかったんだよっ！」


    　もっと多くのものを見せてあげたかった。


    　もっと楽しい思い出をたくさん作ってやりたかった。


    　それなのに。


    「そんなことで満足しないでくれよっ！　マリンにだって、また会いたいんだろっ!?　一いつ緒しよにコンサートに行くって約束したんじゃなかったのかよっ!?」


    「っ……」


    「このまま二人で消えていくってのかっ？　それでいいわけねぇだろっ！」


    　龍之介の胸中で、激情が膨ふくれ上がった。


    　力が欲しい。


    　誰だれかを護まもることのできる、力が。


    



    　──俺に、力をくれ！


    



    　額ひたいに、黄金色の虹こう彩さいを持つ瞳ひとみが開いた。


    「うおおおおおおおおおおおっ！」


    　獣じみた雄お叫たけびを轟とどろかせる龍之介の背中に、漆しつ黒こくの翼が生え広がる。


    「りゅ、りゅーのすけ……っ？」


    　驚きよう愕がくで見開かれたルナの瞳に映ったのは、竜族ドラゴニユートすらも戦せん慄りつする人外の化け物だった。


    



    　　　　　　４


    



    「龍之介くん……っ！」


    　龍之介とルナがアドラメレクに呑のみ込まれる姿を目撃した七なな慧えは、我を忘れて宙を駆けた。


    「りゅ、龍之介はん……。……って、何する気や、七慧っ!?」


    　呆ぼう然ぜんとしていた千ち聖さとが、無む謀ぼうにも単身でアドラメレクに突撃していく七慧に気付き、声を張り上げた。


    　だがその制止に七なな慧えは耳を貸さない。すぐに追いかけようとしてきた千ち聖さとだが、もはや八や咫た烏がらすは気球のような速度しか出なかった。


    「必ず戻ってきてくれるって約束したでしょっ!?」


    　全身に風を浴びながら、七慧は絶叫する。


    「どうしてっ……どうしてあなたはそうなのよっ!?　人を散々心配させてっ、なのにいつもいつも平然としてっ……」


    　信じることができなかった。その彼が、悪魔に喰くわれてしまったなどと。


    『愚カナ人間ガ、マタ自ミズカラ、我ニ喰ワレニ来タゾ』


    　ラバの頭部を失ったにもかかわらず、未いまだ健在なアドラメレクが七慧の存在に気付いた。


    　小腕が襲い掛かってくる。


    「邪じや魔まよっ！」


    　それを雷らい媛えんで斬り裂きながら、龍りゆう之の介すけたちが呑のみ込まれた口へと七慧は突き進んだ。


    　バンッ、と、アドラメレクの身体からだの一部が弾はじけ飛んだのはそのときだった。脇わき腹ばらの辺りに風穴が開き、鮮血が空を赤く染める。


    「っ!?」


    　何が起こったのかと、目を剥むく七慧。


    『……ナ、何ダ……？　一体、何ガ……？』


    　アドラメレクの声が驚きよう愕がくで震ふるえる。


    　再び、今度は背中の小腕が生えた一帯が弾け飛んだ。まるで体内に埋うめ込んであった爆弾が誘爆していくかのように、次々とアドラメレクの巨体が破壊されていく。


    『ヤ、止ヤメロ、我ノ身体ヲ、ソレ以上、破壊スルナッ……』


    　悲鳴じみた声を響ひびかせるアドラメレクが、その小腕の奥の口から何かを吐はき出した。


    「な、なに、あれは……？」


    　七慧の視線の先に現れたのは。


    　背中に漆しつ黒こくの翼を生やした人外のソレ。


    　だがその禍まが々まがしい存在感とは裏腹に、両腕で幼い少女を優しく抱きかかえていた。


    　髪が長く、肌が濃い褐色だが、その後ろ姿は、七慧のよく知る──


    『マサカ貴様ハ、我ガ同族……？』


    　アドラメレクが焦しよう燥そうの滲にじむ声で問う。


    「……」


    『ダガ、我ヲ邪魔スルトハ、一体ドコノ領地ノ者ダッ……!?』


    「……」


    『我ガ問イニ、応コタエロッ！』


    　無言を貫つらぬくソレに、アドラメレクが残る小腕を一斉に伸ばした。


    　怒ど濤とうのごとく襲いくる無数の腕を前に、ソレは怯ひるむ様子もない。


    「───」


    　小さく、何かを呟つぶやいた。


    　その刹せつ那な、アドラメレクの小腕が一斉に黒く燃え上がった。


    『──ッ!?』


    　漆しつ黒こくの炎だ。


    　しかもそこには本来、火に付随するはずの光がない。


    　煙も出さず、燃焼音もなく、風に揺らめくこともない。


    　ただただ静かに、溶岩のようにねっとりと燃えている。


    　それがすべての小腕を燃やし尽くしたとき、後には灰すらも残らない。


    　この世界の炎ではありえない、完全に異質な現象だった。


    『……今ノ、黒炎ハッ……』


    　アドラメレクの声音に、明白な恐怖の色が混じる。


    『ワ、我ハ、コノヨウナ下等ナ世界デ、死ヌ訳ニハイカヌッ……』


    　突然、異界へと続く裂け目が再び宙に現れた。


    　そこに逃げ込もうと、満まん身しん創そう痍いのアドラメレクが一目散に逃走を開始する。


    「───」
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    　だがソレがまたしても何かを呟つぶやいた次の瞬間、


    『ギアアアアアアアアアッ』


    　アドラメレクの脚部で、先ほどより遥はるかに激しい黒炎が燃え上がった。


    　それは瞬またたく間に上半身へと燃え移っていく。


    　自身を呑のみ尽くさんとしている炎を振り払おうとするアドラメレクだが、纏まとわりつくようなそれは、どんなにもがこうとも消えることはない。


    『……ナ、何ナ故ゼ、コンナ、所ニ……貴様ガ……』


    　アドラメレクの声が、霞かすむように消えていく。


    　肉体だけではない。その霊体すらもが、黒き炎によって抹消させられていた。


    『……セ、殲セン滅メツ……公……アスタ……ロ……………………』


    　やがてアドラメレクの声が完全に掻かき消えたとき、黒炎もまた、音もなくゆっくりと消失していった。


    　残されたのは、幼い少女を抱えたソレ。


    　七なな慧えは震ふるえる唇くちびるで呟いた。


    「まさか……龍りゆう之の介すけくん……なの？」


    　その声が届いたのか、ソレがこちらを振り返る──


    　直後、抱えていた少女とともに、ソレは地上目がけて落下していた。


    　一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、七慧はその後を追い駆けた。


    　出力の弱まってきている風ふう姫きの力で何とか追いついて、七慧は二人を空中で受け止める。


    「……龍之介くん……ルナちゃん……」


    　彼女の腕の中にいるのは、気を失った幼おさな馴な染じみと竜族ドラゴニユートの少女だった。


    　二人ともちゃんと呼吸をしている。そして見たところ、姿形に何の異常も見られない。


    「七慧っ！　二人とも無事かっ？」


    　しばらく呆ぼう然ぜんと宙に留とどまっていると、ようやく八や咫た烏がらすに乗った千ち聖さとが追い付いてきた。


    　七慧は無言で頷うなずきを返す。


    「にしても、一体、何が起こったんや？　あの悪魔、いきなり燃え出しおったで？　しかも、なんか変な色の炎やったし……。まさか、龍之介はんがやりおったんか？」


    　遠くにいた彼女は、どうやらあの姿を見ていないらしい。


    「……分からないわ……」


    　首を振って、曖あい昧まいに応じる七慧。


    　──もしかして、わたしの見間違い？　ううん、だけど、確かに……。

  


  
    　　　終　章　決断


    



    　ドアが開き、蒼あおい髪の少女が部屋に入ってきた。


    　手て錠じようを嵌はめた彼女は、少しはにかんだ様子で小さく手を振ってくる。


    「やっほ。来てくれたんだ、龍りゆう之の介すけ」


    「ああ。……少し、痩やせたか？」


    　龍之介がそう応じると、カナデは「まー、あんましご飯おいしくないからね、ここ」と朗ほがらかに笑った。元気そうに見えて、しかしどこか無理をしているようにも見えた。


    　そこは面会室だった。


    　第二十区地下層にある《魔ま導どう監かん獄ごく》。


    　犯罪者たちが収容される刑務所である。


    　もっとも、ここの区画は刑期の軽い犯罪者たちが捕らえられている場所で、極刑者と違ってこうして面会することも可能だった。


    　異端教団カルトに所属し、悪魔の召喚を謀はかった罪により、カナデは懲役二年を言い渡されていた。


    　二人は、部屋の中央に相対して設けられた椅い子すに腰掛ける。


    「……マリンは元気にしてる？」


    「ああ。元気にしてるよ」


    「そっか……」


    　笑みを浮かべて頷うなずくカナデだが、不安気な表情を隠し切れてはいなかった。


    　騎士警察に連行されて以降、彼女はまだ妹に一度も会っていない。病院から出ることができないマリンは、会いに来たくても来ることができないのだ。


    「……あたしがここに入れられたことも、知ってるんだよね……？　あはは、あたし、頼たよりがいのある優しいお姉ちゃんでいたかったのになぁ……」


    　疲れたように笑って、俯うつむくカナデ。


    「それに、しばらくは貯金で何とかなると思うけど……それが無くなっちゃったら……あの子は……」


    　カナデは肩を落とした。痩せた──というより、やつれた様子なのは、ずっとそのことで思い悩んでいたからだろう。


    「実はな、カナデ。マリンのことなんだけど……」


    　不意に切り出した龍之介に、カナデは不思議そうに顔を上げた。


    「もう何も心配はいらねぇんだ」


    「……え？」


    



    「お姉ちゃんっ」


    



    　いきなり面会室の中に元気な声が響ひびいて、カナデが目を丸くした。


    「マリン……？」


    　彼女の視線の先には、嬉しそうに微ほほ笑えむ妹の姿があった。


    「どうして、ここに……？　ううん、そんなことより……どうして被かぶってないの……？」


    　マリンの頭には、いつも被っていたヘッドギアのような医療器具はない。カナデと同じ蒼あおく美しい髪が、今は可か愛わいらしいリボンで二房に結ばれ、頭の左右に垂れていた。


    「あたしね、元気になったんだよっ」


    「え……？　ど、どういう……」


    　マリンの報告に困惑するカナデへ、龍りゆう之の介すけは種明かしする。


    「あの権ごん蔵ぞうのおっさんのお陰なんだ。マリンを治療するために、治療費の全額を支援してくれたんだよ」


    　言いながら、龍之介は権蔵の豪快な笑い声を思い出していた。


    『ガハハハッ！　わしの筋肉に任せておけいッ！』


    　筋肉云うん々ぬんは意味不明だが、権蔵らしい、何ともいきな計らいだった。副所長には散々咎とがめられたらしいが。


    「所長が……そんな……だって、治療に必要な額は……あたしの数年分の給料は……ううん、あたしはそもそも事務所に迷惑をかけて、解雇されたはず……」


    「刑期が終わったら、事務所に顔を見せろって言ってたぞ。また雇ってやるからってな。それまではあの愚息に所長の席を譲ゆずるわけにはいかん、って笑ってやがった」


    「っ……」


    　権蔵の言葉を伝えると、カナデは顔を覆おおってその場に泣き崩れた。


    　マリンが近付いて、カナデの頭を優しく抱きしめる。


    「龍之介お兄ちゃんから、色々と訊きいたよ。あたしのためにずっと頑張ってくれていて、ほんとうにありがとう。お姉ちゃんは、あたしの誇ほこりです」


    「……マリン……」


    「でも、これからはあたしも、お姉ちゃんを支えていけるように頑張るから。だから、もう一人で頑張らないで。お願いだよ」


    「……うん……」


    「あたし、待ってるから。お姉ちゃんが帰ってくるのを、楽しみにしてるから」


    「……うん……うん……うん……」


    　嗚お咽えつを零こぼしながら、マリンの言葉に何度も頷うなずくカナデ。


    　まるで姉妹が逆転したかのように、カナデが泣きやむまで、マリンはずっとその頭を撫なで続けてあげていた。


    「……龍りゆう之の介すけ」


    　一ひと頻しきり泣き切ったカナデは、赤くなった瞳ひとみで龍之介を見詰めてくる。


    「あたし、もう一度、一からやり直すよ。……今度こそ自分の力で」


    「ああ。きっとお前ならできる」


    　刑期は二年。彼女にとっては、きっと長い期間だろう。


    　だがカナデなら、それを乗り越えることができるだろうと龍之介は思った。


    「それまでマリンのことは、あんたに任せたよ」


    「分かった。……って、え？」


    　思わず頷うなずいてしまってから、龍之介はハッとして目を白黒させた。


    　カナデは快活に笑った。


    「だってさー、あんた以外に知らないもん。こんなに赤の他人に優しくしてくれる奴やつなんてさー」


    「ちょ、ちょっと待てよ!?　冗談じゃねぇよっ!?　うちはもう一人で十分だっての！」


    「だいじょーぶだいじょーぶ。一人も二人も大して変わんないって」


    「お前っ、他ひ人とごとだと思ってっ……」


    「お兄ちゃんっ」


    　困惑する龍之介に、マリンが無む垢くなスマイルとともにペコリと頭を下げてきた。


    「どうかこれから、よろしくお願いしますっ」


    



    　　　　◇


    



    「いっそのこと、もうこの事務所に入っちゃえばいいのに」


    「お師匠さまの言う通りや。龍之介はんやったら歓迎するで？」


    「お断りだ。そもそも女しかいねぇんだろうが、ここは」


    　見送ってくれるはずだった影えい那なと千ち聖さとから突然の勧誘を受けて、しかし龍之介はきっぱりと辞退した。


    「ちさと、また遊びにきていいか！」


    「ええでええで。いつでも遊びにきぃや。龍之介はんも、また女子寮に住みたかったらいつでも来てええで」


    「それはだめにゃ！　こんな雌めすばかりのところには二度と龍之介を行かせられないにゃ！」


    　ルナの元気な言葉に千聖が笑顔で応じ、黒猫のアルンが非難の声を上げた。


    　カナデの面会に行った翌日。


    　先日の襲しゆう撃げきで受けた損傷の修しゆ繕うぜんをあらかた終えて、龍之介はようやく〈幽霊街ゴーストタウン〉にある自宅に戻ることになったのだった。


    　とは言え、当初の予想よりもずっと早い。というのも、今回の一件の解決に貢献したことから、騎士警察から特別報ほう酬しゆうを貰もらえたため、それを修しゆ繕うぜん費ひに充あてることができたからだ。


    　もちろん使い魔たちも一いつ緒しよだ。アルンと三匹の子猫に、タロウ、ナナ、クロイ、ユキオ、それから使い魔ではないが、ルナ、そして──


    「お兄ちゃん、ようやくおうちに戻ることができるんだねっ。あたし、とっても楽しみにしてたんだっ」


    　マリンが龍りゆう之の介すけの手を引っ張りながら、満面の笑みを向けてくる。ルナが目を輝かがやかせた。


    「これから、ずっとマリンといっしょだぞ！」


    「……ったく、俺はまだ許可した覚えはないんだけどな」


    「それでも断ることはできないなんて、お兄ちゃんは本当に優しいよねっ」


    「そーだぞ！　りゅーのすけは、とってもやさしいんだぞ！」


    　幼女二人の言葉に、龍之介は大きく嘆息。影えい那なと千ち聖さとがそろってニヤニヤと笑っていた。


    　荷物を抱えて、賀か茂も民間騎士事務所の鳥居をくぐる。


    　そこで、なぜか二人の少女が待ち構えていた。


    　七なな慧えとファナだ。


    「どうしたんだ？」


    「昨日、会いに行ってきたんでしょ？　元気そうだった？」


    　どうやら七慧はそれが気になって、わざわざ足を運んでくれたらしい。


    「ああ。お前にもよろしく言っておいてくれって言われたよ」


    「わたしに？」


    「今度は絶対に負けないから、って」


    「……そう」


    　苦笑しながらも、安心したように息を吐はく七慧。この間は険悪そうな雰ふん囲い気きだったというのに、どうやら龍之介の知らないところで関係が改善されたらしい。


    　──まぁ、貧乳同士、仲良くやっていこうってことか。


    「……龍之介くん、今、誰だれかがものすごく腹が立つことを考えてる気がしたんだけど？」


    「お前はエスパーかよ!?」


    「そ、それはそうと、龍之介。どうしてそんなに仲良さそうなんですかっ？」


    　突然、ファナが怒ったような声を上げた。彼女の紫し瞳どうは、龍之介にべったりともたれかかったマリンへと向けられている。


    「……ま、まさか、ルナちゃんだけではなく、この子にまで手をっ……？」


    「違ちげぇよ！　マリンのことは、カナデに預かってほしいって頼まれたんだよ。あと、ルナに手を出した覚えなんてねぇ」


    「そ、それで一いつ緒しよに住むことにっ……？」


    「まぁな……」


    　ファナは、ぐぬぬ、と喉のどを鳴らした。


    「で、では……わ、わたくしも龍りゆう之の介すけの事務所にっ……」


    「あなたはまだ見習いの身でしょ」


    「うぅ……七なな慧えは時々、とても意地悪です……」


    　七慧に一いつ蹴しゆうされ、ファナはがっくりと肩を落とした。


    「なんか面白そうやから、ウチも龍之介はんの事務所に加えてもらおうか」


    「あら、じゃあ、わたしもそうしようかしら？」


    「お断りだ。あと、あんたはここの所長だろーが」


    　長居すると面倒だ。そう判断し、龍之介はとっとと賀か茂も民間騎士事務所を後にする。


    〈幽霊街ゴーストタウン〉のある第十一区は、すぐ隣となりの区だ。と言ってもそこそこの距離はあるが、節約のためにも歩いて帰ることにした。


    　──まぁ、一時間もあれば着けるだろう。


    　と思っていたのだが、


    「すごいすごい！　あんなところにお菓子でできたお城があるぞ！」


    「ほんとだっ。あっ、待ってよ、ルナちゃんっ」


    　二人とも何かを見つける度たびに、立ち止まって歓声を上げたり、近付いていったりするため、なかなか前に進まない。


    　この様子だと一体どれだけかかることか……と嘆息しつつ、龍之介は先日のアドラメレクとの戦いのことを思い出していた。


    　──俺たちは、どうやって助かったんだ？


    　龍之介はその体内に呑のみ込まれた後のことを、ほとんど覚えていなかった。


    　ルナもまた同様だ。それで千ち聖さとを問い詰めるも、「龍之介はんが倒たおしたんちゃうんか？」と不思議そうに訊きき返されてしまった。


    『……わたしも、何も見ていないわ……』


    　さらに七慧からも、そんな返答が返ってくるだけだった。


    　──けど、あいつだけは何か隠しているような様子だったんだよな……。


    「どーしたんだ、りゅーのすけ？　むずかしー顔してるぞ？」


    　不思議そうな顔で見上げてくるルナに、龍之介は意識を引き戻された。


    「何でもねぇよ」


    　と応じるが、マリンからも心配そうな視線を向けられる。どうやらよほど真剣な表情をしてしまっていたらしい。


    　どうすっかな、と呟つぶやきながら頭を掻かき、それから、パン、と強く手を打ち合わせた。


    「よーし、今日の晩飯は奮発して魔牛ボナコンのすき焼きだ！　タロウ、任せたぞ！」


    「合がつ点てんじゃい！」


    「おお、さすがりゅーのすけっ、太っぱらだぞ！　いっぱい食べような、マリン！」


    「うんっ」


    　龍りゆう之の介すけの狙い通り、二人の意識はあっさりと食欲の方へと向いてくれたようだった。


    　はっきりとしたことは覚えていない。


    　だが龍之介の頭の奥底には、うっすらと記憶の残ざん滓しのようなものが沈んでいた。


    　──俺はあのとき、別の存在になっていなかったか？


    



    　　　　◇


    



    　龍之介が入室すると、セレスは執務机の向こう側で、椅い子すに座ったまま眠っていた。


    「……おい、来たぞ」


    「ぐぅ」


    　声をかけるも、返ってきたのは鼾いびきだ。


    「起きろ。人を呼び出しておいて、その対応はねぇだろ」


    　龍之介は執務机に拳こぶしを叩き付けた。ビクゥッ、とセレスが肩を跳ねさせて目を覚ます。


    「………………………よぉ、待ってたぜ」


    　数瞬の間を開けて、何事も無かったかのように彼女は唇くちびるを吊つり上げた。


    「いや寝てただろ」


    　思わず指摘する。


    「寝てねェよ」


    「口に涎よだれが付いてるぞ？」


    「ハッ、涎くれェ、起きてても垂れてくるだろーが」


    「いや垂れねぇよ!?　あんたは赤ちゃんか！」


    　こいつとまともにやり合っていると、いくら時間があっても足りない。


    　気を取り直して、龍之介は問い詰めた。


    「……で、一体、何の用なんだ？　いきなり俺を呼び出しやがってよ」


    　賀か茂も民間騎士事務所から自宅へと戻ったのはつい昨日のこと。その日の夕方に、突然セレス民間騎士事務所から使いが来て、「至急、オレんとこに来やがれ」と彼女からの不ぶ躾しつけな命令を受け取ったのである。


    　セレスは神妙に頷うなずいた。


    「……ぐぅ」


    「ね、る、な！」


    「ふがっ？」


    　龍りゆう之の介すけの怒ど号ごうに意識を取り戻したセレスは、やはり何事も無かったかのように告げた。


    「単刀直入に言う。テメェはしばらくオレの事務所にいろ」


    「……それは前にも断ったはずだぞ？」


    　彼女の真意が掴つかめず、龍之介は訝いぶかしげに問い返す。


    「そうじゃねェ。ここに隠れていろって意味だ。こいつは元将校であるうちの副所長からの情報だがよ、陸軍大将が自身の直属部隊にある命を授け、魔都に一時帰還させたらしいんだ」


    「親父が……？」


    　騎士軍の中でも、最大規模の戦力を誇ほこる陸軍。その大将の位にある早さ乙女おとめ天てん元げんは、龍之介の実の父親だった。現在は〈大江戸帝国〉との国境線を睨にらむ前線基地に常駐していると聞く。


    　しかし、東海道戦争以降も続いている帝国との小競り合いにおいて、彼の直属部隊は防衛戦力の要かなめ。よほどのことがない限り、基地を離れることなどないはずだが……。


    「一体、何のために……？　いや、そもそもそれが、どうさっきの話に繋つながるんだよ？」


    「ハッ、テメェの身を護まもってやろうっつってんだよ。恐らく連中の目的は──」


    　眉まゆをひそめる龍之介に、セレスは珍めずらしく真剣な声音で言った。


    



    「──龍之介、テメェの捕ほ縛ばく、そして、抹殺だ」

  


  
    　　あとがき


    



    



    　お久しぶりです、尾お地ち雫しずくです。


    　シリーズ二作目です。


    　これまで新人賞への投稿作しか書いたことのなかった私にとって、続編を書くというのは初めてのことでした。


    　しかもご存じの通り、ライトノベルはシリーズ化すると、数か月に一冊のペースで刊行されていきます。そのため、いくらでも時間をかけることができた投稿作とは異なり、厳しいタイムリミットが課せられることになります。


    　一巻の改稿をどうにか終えた私は、その開放感に浸ひたっている余裕もなく、「初めての続編……しかも次は二か月くらいでゼロから書き上げないといけないのか……果たしてできるのか……」と、不安と焦燥に駆られていました。


    　そんな折、担当氏から連絡が──


    「二巻ですが、一か月前倒して九月に出しませんか？」


    「無理です」


    「そうですか？」


    「これでも一応、本業がありますし……それにもう一つ、別のシリーズも抱えてますんで……」


    「できるところまでやってみませんか？　やってみて無理だったら、十月にするということで」


    「それなら……（まぁどうせ無理だろうけど）」


    　というわけで、とりあえずは頑張ってみることにしたわけですががが……


    「ちょっ、ガ報に九月刊って載ってるんですけどぉぉぉぉぉっ!?」


    「あれ、大丈夫ですよね？（にっこり）」


    　やられました。外堀から埋めていくスタイル。ガガガ文庫編集部恐るべし。


    　しかし、今まで通りのペースで書いていたら絶対に間に合わない！


    　ということで、これまでの「文章を完璧にするまで先には進まず、書いては消してを何度でも繰り返す」というやり方を改め、「細かいことを気にせずに最後まで一気に書き上げて、その上で推すい敲こうする」という方法に挑戦することにしました。


    　……めちゃくちゃ効率がよかったです。


    　というか、今までのやり方が悪すぎたんですね……。ほんと、もっと早く改めればよかったです……。


    　それはともかく、お陰で執筆時間を大幅に削減でき、どうにかこうにか、こうして刊行にこぎつけることができました。


    　これなら今後も、急に刊行月が前倒しになっても大丈夫！　──かもしれませんが、ぜひとも遠慮したいところです。


    　謝しや辞じです。


    　担当編集の岩いわ浅あさ様、いつも本当にお世話になっております（にっこり）。初稿を送ったそのすぐ翌日に赤字原稿が返ってきたときは、「マジで九月刊でいくつもりや!?」と戦せん慄りつを覚えました。本気だったんですね……。


    　イラストレーターのいちやん様、厳しいスケジュールにもかかわらず素敵なイラストを描いていただき、本当にありがとうございます。一巻ですでにキャラが多かったのに、またたくさん増やしてしまってすみません（平伏）。


    　また本書の刊行に力添えしてくださったすべての関係者の皆様方に、深く御礼を申し上げます。


    　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆様に、心からの感謝を。


    　ありがとうございました。


    



    
      尾お地ち 雫しずく

    


    


  


  
    尾地　雫


    Shizuku Ochi


    



    京都生まれ東京在住。第９回小学館ライトノベル大賞ガガガ賞受賞作家。第１０回の締め切りがもう今月末に迫っていると知って、戦慄を禁じ得ない今日この頃。もう一年経ったの…？
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